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『宍戸城絵図 (宍戸城下絵図)』 東北大学附属図書館所蔵
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『常陸国茨城郡平llT村』地籍図 (笠間市立友部図書館所蔵)

『常陸国茨城郡橋爪村』地籍図 (同上)
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宍戸城跡出土土器及び陶磁器類 (1)

宍戸城跡出土土器及び陶磁器類 (2)(SD201)



笠間市は、茨城県のほぼ中央に位置し、北西部には人溝山系が、南西部

には吾国山・難台山・愛宕山が連なり、中央を北西部から東部にかけて涸

沼川が大地を潤す自然豊かな地域です。また、河川流域や台地上より数多

くの埋蔵文化財が確認されていることから、原始・古代より人々が生活を

営むうえで最適の地域であつたといえます。

今回の調査は道路改良事業に伴う宍戸城跡の発掘調査です。この調査の

結果、外堀を挟んで武家屋敷主体の遺構と町屋に比定される遺構が検出さ

れました。武家屋敷跡には整地面が存在し、角材を用いた掘立柱建物跡が

確認され、町屋比定地では整地面が不明瞭で、丸材を用いた掘立柱建物跡

が確認されました。また武家屋敷跡の整地面の下より堀を検出したことか

ら築城期の様子がうかがえ、地域の歴史を知る上で重要な資料を得ること

ができました。この報告書を通して郷土の歴史に対する理解を深め、ひい

ては教育・文化向上の一助として多くの人々に広く活用されますことを強

く願つている次第です。

最後に、発掘調査から報告書の刊行に至るまで、多大なるご指導・ご協

力を賜りました関係機関並びに関係者に対しまして心より感謝申し上げま

す。

平成 23年 6月

笠間市教育委員会教育長

飯 島   勇



例  言
1 本書は茨城県笠問市橋爪 71番地 2他に所在する宍戸城跡の発掘調査報告書である。

2 発掘調査は笠間市橋爪・平町地内における道改良工事に伴い、茨城県教育委員会・笠間市教育委員会の指導の下、

笠間市から委託を受けた有限会社勾玉工房 Mogiが行つた。

3 発掘調査の面積は 4657Nで、調査期間は平成 22年 10月 18日 から平成 23年 3月 12日 まで実施した。

4 発掘調査の組織は以下の通りである。

発掘調査指導  茨城県文化財保護指導委員 川崎純徳

笠問市文化財保護審議会委員 能鳴清光

発掘調査事務局 笠間市教育委員会生涯学習課

調査主任    有限会社勾玉工房 Mogi 大越直樹

調査員     有限会社勾玉工房 Mogi 塩澤佑介

同      有限会社勾玉工房 Mogi 谷 旬

5 本書の編集は大越・塩澤が行つた。執筆分担は、第 1章を笠聞市教育員会が、第 2章第 2節を塩澤、第 5章第 5

～ 7節 と第 7章第 2節第 2・ 3頂を谷、同第 1・ 4項を鈴木 徹が、その他を大越が行つた。また、『宍戸城絵図』

の読み下しは高橋歩美が行つた。

6 整理調査は平成 23年 3月 15日 から同年 6月 15日 まで有限会社勾玉工房 Mogiが実施した。なお、担当は以下の

通りである。

主任調査員  全体編集・遺構図面修正・遺構原稿 大越直樹

調査員    遺構写真撮影・編集 塩澤佑介

基礎整理 (水洗い 。注記・接合・分類等)須賀澤一憲 篠原美代子 石津弘子 小川美由紀

遺物実測 。拓本  大賀さつき 阿天坊弥生 鈴木 徹 根本時子

遺物観察表作成  谷 旬 鈴木 徹

デジタル トレース 塩澤佑介 新屋隼人 岩崎美奈子 饗庭紀子 高橋歩美 森 優里絵

報告書制作    大賀 健 鈴木 徹 高橋歩美 森 優里絵

7 遺物の写真撮影は (有)カメラのスギハラに、木製品の科学分析 (樹種同定)はパリノ・サーヴェイ株式会社に

依頼した。

8 本書に掲載した『宍戸城絵図 (宍戸城下絵図)』 は笠間市立友部歴史民俗資料館所蔵写真を複製したものである。

9 発掘調査で得られた出土遺物及びその他の資料は、笠間市教育委員会が保管している。

10 発掘調査から整理調査に至るまで、次の諸氏・諸機関に御協力を賜つた。記して感謝の意を表したい。

樫村宣行 土生朗治 (財)茨城県教育財団 笠間市立笠間図書館 笠間市立友部図書館

笠問市立友部歴史民俗資料館 (株)栄繕 声田測量 (有)カメラのスギハラ (有)カ ワヒロ産業

(株)スカイサーベイ パリノ・サーヴェイ株式会社

11 調査参加者は下記に示す通りである。

吹野 昇 塩畑勝利 飯田 昭 佐藤利男 中村伊重 川又誠二 小坂部克己

山口致辰 枝川幸光 大山年明 横田忠利 斉藤幸一 正木信行 仲田 仙

人巻省三 鈴木 浩 海老沢 武 田中一穂 野村正子 鈴木とし江 長谷川とめ子

佐久問憲子 小堤静江 本田美津子 鶴井みどり 高柳悦子



凡  例
1 本書第 1図に用いた地形図は、国土地理院発行 2万 5千分の 1『笠間』を使用した。

2 座標値は世界測地系第Ⅸ系を使用した。全体図、遺構図の方位は座標北を示し、高さの数値は標高を示している。
3 掲載した図面は以下の締尺を用いた。

全体及び区分図 グリンド図 1/1000 1～ 5区全体図 1/250

遺構図 溝 1/80、 1号堀 1/120、 2号堀 (全体図)。 SD201 1/80、 3・ 4号堀平面 1/200。 セクション 1/40、

その他 1/60

遺物図 銭貨 2/3、 P779出土土人形 1/2、 その他 1/3

4 実測図・本文中に用いた略記号は以下を示す。

SB:掘立柱建物跡  SD i溝   SE:井戸跡  SK:土坑  PIピット  SA:柵列
5 遺物観察表の法量単位は cm、 重量単位は gである。法量に付した ()は復元値、<>は現存値を示す。

木製品観察表の法量単位は Ilm、 <>は現存値を示す。

6 遺物写真は実測図の縮尺に合わせて掲載した。尚、木製品は概ね 1/6で掲載してある。

7 本書に用いたスクリーントーンは以下を示す。
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第 1章 調査 に至 る経緯

平成 19年 5月 2日 、笠間市都市建設部都市建設課は、笠間市教育委員会教育長に笠間市橋爪・平町地内に計画し

ている合併市町村幹線道路緊急整備支援事業に伴う道路改良工事における埋蔵文化財の所在の有無とその取扱いにつ

いて照会した。開発予定地は、周知の遺跡 「宍戸城跡」が所在することから、平成 19年 5月 30日 付けで試掘調査が

必要である旨を回答した。試掘調査は、茨城県埋蔵文化財指導員の川崎純徳氏に依頼し、平成 20年 10月 7日 、平成

21年 10月 20日 に実施し、遺跡の所在を確認した。

笠間市都市建設部都市建設課は茨城県教育委員会教育長に対して、平成 22年 3月 15日 付けで文化財保護法第 94

条第 1項の規定に基づき、土木工事のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知した。茨城県教育委員会教育長は

現状保存が困難であることから、記録録存のための発掘調査が必要≧決定し、平成 22年 8月 27日 付けで工事着工前

に発掘調査を実施するよう通知した。

これを受けて、笠問市教育委員会は入札により有限会社勾玉工房 Mogiと 委託契約を締結して調査を依頼した。笠

問市教育委員会・笠間市都市建設部都市建設課・有限会社勾玉工房 Mogiは三者協議を行い、試掘調査の結果に基づき、

平成 22年 9月 16日 付けで文化財保護法第 92条第 1項の規定による発掘調査届出を茨城県教育委員会教育長
へ提出、

茨城県埋蔵文化財指導員の川崎純徳氏、笠間市文化財探護審議会委員の能島清光氏を指導委員として平成 22年 10月

18日 から平成 23年 3月 12日 まで、発掘調査を実施することとなつた。

第 2章 遺跡 の位 置 と歴 史的環境

第 1節 遺跡の立地

宍戸城跡の所在する笠間市は、平成 18年 3月 に笠間市、西茨城郡友部町・岩間町が合併して成立したもので、水

戸市に隣接する。茨城県のほぼ中央部に位置し、本遺跡はその東部の旧友部町域にある。

旧友部町周辺には、標高 50～ 90mの友都丘陵があり、洪新世の海成砂礫層である友部層により形成されており、

上層には関東ローム層が覆つている。

今回の調査対象域は、宍戸小学校の北側に隣接する標高 24.00～ 25.00mの平地上 (現況水田)に立地している。

第 2節 歴史的環境

1203年 (建仁 3年)に、常陸国守護職人田知家四男、宍戸四郎左衛門尉家政が新善光寺跡に築城したのが始ま

りとされ、別名を山尾城という。1595年 (文禄 4年 )、 宍戸四郎義長は佐竹氏により真壁郡海老ケ島 (筑西市
。旧

真壁郡明野町)に移封され、佐竹氏の拠点の一つ≧なる。

1600年 (慶長 5年)の関ヶ原の合戦後の仕置きで、中立の立場をとった佐竹氏は、1602年 (慶長 7年)幕府の命

により出羽秋田へ移封され、代わって出羽土崎湊城主秋田城之介実季が宍戸 5万石に入封し宍戸藩が成立する。こう

して秋田氏により、宍戸に新しい城が築かれる。その後 1645年、二代目藩主秋田俊季は陸奥三春に移封されて宍戸

城は廃城破却、宍戸は幕府天領となる。1682年 (天和 2年 )、 水戸の徳川光囲の弟松平頼雄が宍戸領のうち 1万石を

与えられた。天保後期には陣屋が設置され (友部町 1971)、 1867年 (慶応 3年)維新を迎える (『友部町史』他)。

宍戸城周辺に所在する中近世遺跡については次ページにまとめるところである (稲田2006他 )。
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第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡 (国土地理院 2万 5千分の1 地形図『笠間』に加筆)
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第1表 宍戸城周辺の中近世遺跡

NO 遺跡名
中世 近世

城館 経塚 その他 城館 塚 その他

l 宍戸城跡 O

新善光寺跡 (山尾館跡 ) ○

古舘 ○

大日山古墳群 O

香取・坂場遺跡 内耳土器

四十人塚 播鉢

小原城跡 ○

工平古墳群 O

市原城跡 ○

御城遺跡 O

11 丹後塚古墳 ○

大塚古墳 ○

北山遺跡 ○

完全寺後遺跡 陶器表採

上力日賀田遺跡 包蔵地

下加賀田遺跡 包蔵地

富士台古墳群 ○

坂の上塚群 02

古峯遺跡 溝・道

古峯A遺跡 溝 溝

上郷遺跡 ○ 溝 2

南小泉遺跡 ○

佐藤氏館 O

大古山古墳 水上交通

住吉城跡 ○

万都塚 ○

千部塚 O

湯先城跡 ○

割塚 ○

長兎路城跡 ○

久保塚群 05 土坑1・ 溝3

五万堀古道 道 (東海道 。東山道連絡 )

前原塚 塚 ○

34 仲丸遺跡 陶磁器片 寛永通宝

向原遺跡 墳丘墓・塚

東原製鉄跡 製鉄炉3

第 3章 調査の経過 と調査の方法

第 1節 調査の経過
2010年 10月

18日  調査開始。機材搬入、テント・トイレ設営。2区。3区北側・5区南側を対象に、重F44による表土排土を開始する。

29日  2 EXl遺構確認作業。テント・ トイレ等の施設を対象に台風対策を行 う。
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2010年 11月

1日  環境整備。台風一過の片付けと排水作業を行 う。

2日  2区測量杭打設。遺構掘 り下げを開始する。

11日  3区北側の遺構確認を行 う。

12日  3区北側の測量杭打設。

16日  道路工事の都合上、市土木課の要請により1区西側調査の必要が生じ、同地 EXlを対象とした重機による表

土排土作業を追加する。

18日  同上表土排土作業を終了する。

19日  1区西側の遺構確認・遺構掘 り下げ作業を行 う。

2010年 12月

9日 茨城県教育員会、笠間市教育員会立会いのもと 1区西側・ 2区東側の終了確認を行 う。

10日  笠間市教育員会立会いのもと 10。 11月 期月例報告を行 う。2区 。3区北側・5区南側を対象に空撮を行 う。

19日  現地説明会を行 う。

23日  1区西側を対象に重機による間層除去作業を開始する。

25日  間層除去作業を終了する。

7日  現地作業を休止する。

28日 年末年始休暇現場内安全点検巡回を開始する。

2011年 1月

4日 年末年始休暇現場内安全点検巡回を開始する。

5日  現地作業を再開する。

6日  前回の空撮 (第 1回 目)の一部を撮 り直す。

12日  茨城県教育委員会及び笠間市教育委員会立会いのもと、1区西側第 2面、2区、3区北側、5 EXI南側の終了

確認を行 う。

14日  1区西側の埋め戻しを終了する。

17日  1区東側・ 2区第 2面 。3区南側・4区・5区北側を対象に表土排土を開始する。

6日  同上調査区の遺構確認作業及び掘 り下げ作業を開始する。

2011年 2月

5日  同上表土排土作業を終了する。

8日  1区東側、2区第 2面、3区南側、4区、5区北側を姑象に空撮 (第 2回 日)を行 う。

9日 茨城県教育委員会、笠間市教育委員会立会いのもと、1区東側、2区第 2面、3区南側、4区、5区北側を対

象とした調査終了確認を行 う。

14日  同上調査区を対象に埋め戻し作業を開始する。

2011年 3月

3日  3区南側 1号堀の 2箇所に、橋脚跡の有無確認のためサブ トレンチを入れ調査する。

4日  作業器材、テン ト・ トイレなどの施設及び器材を撤収する。

5日  1区東側 3号堀の幅を確認するためサブ トレンチを入れ調査する。

11日  東 日本大震災

12日  埋め戻しを終了。安全対策防塵ネットを撤去し、現地における全工程を完了する。
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第 2節 発掘調査の方法

現地での発掘調査は、笠間市教育委員会の試掘調査結果を受け、同市教育委員会指導の下、平成 22年 10月 18日

から平成 23年 3月 12日 まで行つた。

遺構確認面は、築城に伴う整地面とそれ以前の地山面の 2面が存在することが想定された。このため表土を重機で

掘削、遺構確認及び遺構掘り下げを人力で行つた。また、調査対象地の現況は水田であり、湧水対策として表土除去

後、調査区壁際沿いにづ信水路を設け、適宜水中ポンプを使用して場外につ信出することにした。なお、遺跡調査終了後、

茨城県教育委員会、笠間市教育委員会立会いの下、終了確認を行い、調査区を重機で埋め現況復元した。

グリンドの設定は、調査対象区域を 10m方眼網で覆い、世界測地系第Ⅸ系X=37,410、 Y=41,080を起点とし

て「Al」 と呼称し、南に向かってアルファベットを、東に向かつてアラビア数字を付し、また 10mグ リンド内部を

4分割して西から東に、上段を a、 b、 下段を c、 dと 小文字アルファベットを付し「Al a」 と呼称することにした。

遺構実測図は 1/20縮尺を基本とし、適宜 1/10、 1/40、 光波測量を併用した。遺構写真は、35 11ullモ ノクロ、同カラー・

リバーサル、6× 7判カラー・リバーサル、及びデジタルカメラを使用した。

第 3節 整理調査の方法

(1)遺物整理

各遺物は出土地点別に全量を水洗し、乾燥後に注記を実施した。注記は細片および木製品については実施せず、そ

の他については全量に実施した。各遺物は種類別に分類して一覧表を作成し、遺物に新規番号を付した。これに従っ

て実測・拓本を実施し、11lustrator CS2に よって図版を作成した。染付・鉄絵遺物については写真と実測図を合成

した。

(2)写真撮影・保存処理

遺物写真撮影は、デジタル写真ニコン D80を用いて撮影し、PhotoshOp CS2に より切り出しを行つた。遺物につい

ては素地・釉薬、ならびに胎上の色調を重視し、カラーデータとして掲載した。

木製品については漆器・曲物底板・容器蓋について実測を行い、その他の杭・柱・木片等は、写真撮影のみで実測

は行っていない。木製品は洗浄後に BAQ-1溶液 (吉田生物研究所)に浸し、ビニールでパッキングを行つた。

(3)遺構整理

遺構図は地区別の台帳を作成後に遺構ごとに修正を実施し、修正が完了したものより11lustrator CS2で デジタル

トレースを実施し、AIデータを作成した。また、写真については PhotoshOp CS2に よリトリミングを行い、各地区

別に遺跡航空写真・個別遺構・遺構断面・遺物出土状況の順に掲載した。

(4)編集および原稿作成

遺構原稿は Wordを用いて各地区ごとに作成した。また表は Excelで作成している。編集は InDesign CS4を 用いて

初校原稿までを作成し、校正後に印刷屋に入稿した。
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第 4章 遺跡の概要 と基本層序

第 1節 遺跡の概要

今回の調査箇所は、前述の通り城郭の南東端部に位置しており、『宍戸城絵図 (宍戸城下絵図)』 にも見えるが、武

家屋敷の一部分から町屋ならびに田と記された地区に至るもので、調査対象区域は第 6図に示すように東西 266mあ

る。

遺跡の様相はほぼ中央部に位置する 1号堀を境に東西で様相を著しく変える。1号堀の西側では築城期の整地面が

残存し、武家屋敷≧考えられる遺構が良好な状態で遺存していた。ところが、東側は現代の耕作により遺構の上面は

著しく掘削を受け、整地面は検出されなかつた。調査区に当てはめるならば武家屋敷が 1～ 3区、町屋比定地が 4・ 5区、

5区の一部分が水田となつている。

第 2節 基本層序

武家屋敷のある 1・ 2区には整地面が存在し、遺構確認面は、その上面と下面の 2面で構成される。第 1面を構成

する整地層上面の標高は、1区西端で 24.800m、 1区東側で 25,200m、 2区で 24.550mと なつており、1区の東側

が最も高く、東西になだらかに低くなる。

城郭構築時の整地層は、まず 1区西側の I層 (暗褐色土)、 次に東側のⅢ層 (にぶい橙色土)～Ⅳ層 (黒色土)、 ま

た 2区のⅡ層 (褐色土)が該当する。整地層は 1区東側の 4号堀付近で 20 clll以 上あり最も厚くなつている。第 2面

を構成する整地層下面は地山直上でもある。1区西側ではⅡ層 (黒色土)上面、1区東側ではV層 (オ リーブ灰色土)上面、

2区ではⅢ層 (黒色土)上面が該当する。標高は、1区西端で 24.700m、 1区東側で 25.000m、 2区で 24,450mを測る。

2区から東に 12m進んだところに 1号堀があり、そこから3区 となる。町屋比定地の 4・ 5区では、整地層は存在せず、

地山直上が遺構確認面となっている。3区のⅢ層 (オ リーブ灰色土)、 4区のⅡ層 (極暗褐色土)、 5区のⅡ層 (黒色土)

が該当する。標高は、3 EXIで 24.200m、 4区で 23.850m、 5区で 24.000mを測り、最も低い 4区に向かつて東西が

わずかに窪みつつ概ね平坦となつている。

なお調査区内には、涸沼川の南東に並走する自然流路跡が存在し、遺跡の地山を形成する。具体的には 1・ 2区の

第 2面以下の層位、3～ 5区の遺構確認面以下の層位が該当する。
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l区東側

1区西側層序

I層 暗褐色± 7 5YR3/4 粘性強  しまり強 黒色

土・褐色土ブロック (o2～ 10 DI)少  (整地層 )

Ⅱ層 黒色± 7 5YR2/1 粘性強  しまり強 黒色土・

褐色土ブロック (o2～ 10 4ul)少

皿層 オリーブ灰色± 75Y5/2 粘性弱  しまり強

黒色土・褐色土プロック (φ ?～ 10剛)少

Ⅳ層 オリーブ灰色± 75Y5/2 粘性中 しまり強

黒色土・褐色土プロック (φ 2～ 10 mal)少  (砂質 )

V層 オ リーブ灰色砂礫 75Y5/2 粘性なし しまり

強 粘性強  しまり強 黒色土 褐色土ブロック (φ

2～ 10D4)少

確認面 (第 1面

確認面 (第 2面|

25

24 500m

m

1区東側層序

I層  黒色± 7 5YR2/1(表土)

Ⅱ層 黒褐色± 7 5YR3/1 粘性強  しまり中 Ⅵ層 (黒

色土)と 酸化鉄 (φ 21t a)プ ロック・ 粒子少

Ⅲ層 にぶい橙色± 2 5YR6/3 粘性中 しま り強 黄色

粒子中 (整地層 )

Ⅳ層 黒色上 7 5YR2/1 粘性中 しまり強 酸化鉄粒子

少 (整地層 )

V層  オリーブ灰色± 75Y5/2粘性強  しまり中 黒色

土プロック (o20～ 501u)多

Ⅵ層 黒色上 7 5YR2/1 粘性強  しまり中 酸化鉄粒子多

Ⅶ層 暗赤褐色± 2 5YR3/6 粘性中 しまり強 酸化粒

多 (酸化が著 しいローム質土 )

Ⅷ層 黒色± 7 5YR2/1 粘性強  しまり中 酸化鉄粒子多

整地層 ∴千士平デ|

2区層序

I層 極暗褐色± 7 5YR2/3(表土 )

Ⅱ層 褐色± 7 5YR4/4 粘性 。しまり中 酸化鉄

粒多 (整地層 )

Ⅲ層 黒色± 7 5VR2/1 粘性 。しまり強 酸化鉄

炭化粒少

Ⅳ層 黒色上 7 5YR1 7/1 粘性・ しまり中 酸化

鉄粒少 炭化粒中

V層 オ リープ灰色± 75Y5/2 粘性・ しまり強

酸化鉄粒少

1区西側

25.000m

(第 1面 )

確認面 (第 2面 )

確認面 (第 1面 )―

確認面 (第2面)―

第 3図 基本層序 (1)
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Ⅷ

3匠至 5区4区

24.000m

3区層序

I層 黒色± 7 5YR2/1(表 土 )
■層 49J色± 7 5YR4/4 粘性なし しま り強 酸

化鉄少 (砂質 )

皿層 オ リーブ灰色± 75Y5/2 粘性なし しまり

強 酸化鉄少 (上面が進構確認面となる)
Ⅳ層 褐色± 75Y4/4 粘性 。しま り強 酸化鉄少
V層 褐灰色土 粘性強  しまり弱
Ⅵ層 オ リーブ灰色± 75Y5/2 粘性 。しまり強

酸化鉄少

Ⅶ層 オ リーブ灰色土 粘性強・ しまり強 (還元色 )
Ⅷ層 灰色土 砂質

24.000m

000m

I

B

Ⅲ

Ⅳ

V

Ⅵ

Ⅷ

4区層序

I層  黒色± 7 5YR3/4(表 土 )

Ⅱ層 極暗褐色± 7 5YR2/3 粘性・ しま り中 酸

化鉄中

Щ層 明黄褐色± 7 8YR6/8 粘性中 しま り強

酸化鉄多 (上面が遺構確認面となる)

Ⅳ層 橙色± 75Y6/6 粘性 。しまり強 酸化鉄

多

V層  灰オ リーブ色± 75Y6/2 粘性中 しまり

強 酸化鉄少

Ⅵ層 灰オ リーブ色± 75Y6/2 粘性 。しま り強

酸化鉄少

Ⅶ層 灰色± 75Y6/1 粘性中 。しまり強

o      1/40     1m

5区層序

I層  暗褐色± 7 5YR3/4(表 土 )

Ⅱ層 黒色± 7 5YR2/1 粘性 。しま り強 酸化鉄少

(上面が遺構確認面となる)

Ⅲ層 灰オ リーブ色± 75Y5/2 粘性 。しまり強 黒

色上 (Ⅳ層)ブロック (o5E4)中

Ⅳ層 黒色上 7 5YR2/1 粘性・ しま り強 酸化鉄粒

中

V層 灰オ リーブ色± 75Y5/2 粘性なし しまり強

灰色土 (Ⅷ層)ブ ロック (φ 51nd)少 (砂質 )

Ⅵ層 黒色 (黒墨)± 7 5VR 7/1 粘性 。しまり強

Ⅶ層 灰色± 75Y6/1 粘性なし・ しまり強 灰色土

(Ⅷ層)ブ ロック (,2～ 5m)少

Ⅷ層 灰色± 75Y6/1 粘性 。しまり強 酸化鉄粒少

確認面

第 4図 基本層序 (2)

-9-



1

1区西側層序

▲

o614
519o

あ50300

mび
5鵞

麹 ё∝3SE10「 心
方形に巡らせた溝

SK653 1たら遣57 SA07

６７
０

的。Ｗ（］）ＳＥ０

翌
⑥

ＳＫ６５０

86ヤ⌒。rlr・ b朗7確
⑤SE16

0

い

0
1区西側

第 1面

１
区
東
側
層
序

1区東側

第 1面

2区

第1面

第 5図  1区全林図

-10-





第 5章 検出 された遺構 と遺物

第 1節  1区  [第 1面 ]

1区は 2・ 3区 とともに『宍戸城絵図 (宍戸城下絵図)』 から武家屋敷の存在が想定されていた。遺構構築時期は、

整地面を挟んだ上面の1面 と下面の 2面に大別される。3・ 4号堀及びSD251が第 2面の遺構で、それ以外が第 1面

の遺構となる。第 1面で検出された遺構は、掘立柱建物跡 2棟 (SB08・ 09)、 柵列 3条 (SA07～ 09)、 方形に巡らせ

た溝、井戸跡 6基 (SE02・ 07・ 08・ 09。 10。 11)、 土坑 4基 (SK650・ 653～ 655)、 溝 5条 (SD250。 252。 101～ 103)

である。出土遺物については掲載遺物及び巻末の出土遺物集計表 (第 103～ 107表)を参照されたい (以下同じ)。

(1)SB(掘 立柱建物跡 )

SB08(第 7図 第 3図版 第 2表 )

①位置・重複 :D9c、 E9aに位置する。P6は P677に切られる。

②形状・規模 :2間 1面。妻側の東西は 1.95mである。桁行北は

Pl・ 2間及び P2・ 3間で 1.88m、 全体で、3.76mで ある。南も同様

に P4・ 5間及び P5・ 6で 1,88m、 全体で 3.76mである。

桁行・妻側ともに柱間は 1,45mで ある。

柱の痕跡は Pl'3・ 4・ 5・ 6にあり、木質は P3・ 4で検出されている。

裏込めは Pl・ 4・ 5・ 6で確認され、Plが 2～ 5層で極暗褐色土～黒色土、

P4で 2・ 3層で黒褐色・黒色土、P6で 2・ 3層で黒褐色土～黒色土≧なつ

ている。P3・ 4での柱の太さは 13 cmである。

③長軸方向 :N 63° ―W

④遺物 :掲載遺物はなし。

1層  7 5YR2/1黒 色土 黄色土ブロック

(φ 2m)粒 子少 しまり中 4b性強

2層  7 5YR3/1黒褐色土 黄色土ブロック

(o21m)粒 子微 粘性  しまり強

3層  7 5YR1 7/1黒色上 黄色土ブロック

(φ 2剛 )・ 粒子少 灰オリーブ (φ 511a)

少 粘性  しまり強

4層  7 5YR2/3極暗褐色土 黄色上ブロッ

ク (φ 2nd)粒 子微 粘性  しまり強

5層  7 5YR1 7/1黒色上  灰オリーブ

(φ 5aIIl)少 粘性・ しまり強

I層  7 5YR3/1黒褐色土 黄色土ブロッ

ク (o2硼)粒 子 灰オリープ

“2層  7 5YR2/1黒色土 黄色上ブロック

(o2田m)粒 子 灰オリーブ少 炭化物

微

3層  7 5YR2/1黒色土 黄色上ブロック

(φ 2側)粒 子 灰オリーブ微

1層  7 5YR3/1黒褐色土 黄色土プロッ

ク (φ 2剛)粒 子 炭化物少 粘性強

しまり中

2層  7 5YR2/1黒 色上 炭化物 焼■ (φ

2～ 101111)少 粘性  しまり強

3層  7 5YR3/1黒褐色土 炭化物 焼土

(φ 2～ iO剛 )少 粘性・ しまり強

山006 ,Z=¬

9

あ
|

げ

十二 7 tral Crll ξ

輔
O       m"

第 7[ヨ   SB08            1層  7 5YR2/1黒色土 黄色上ブロック (ゅ 2 mr)粒子 酸化鉄微 粘性強  しまり弱

2層  7 5YR2/1黒色上 黄色土ブロック (φ 2o II)粒 子 酸化鉄少 粘性  しまり強

3層  7 5YR2/1黒色土 黄色上プロック (o90 1al)多

4層  7 5YR2/1黒色土 砂礫層 砂礫 (ol剛 )弱

お
|

Ｗ
∝

ｙ

一

第 2表 SB08ピ ット計測表

P番号 旧番号
径

浦

長

でｃ

径

ｍｊ

短

でｃ

さ

ｍ，

深

でｃ

底部標高

(m)
傭 考

24 25

P683 24 31

P684 24 22 木質残存

P731 71 木質残存

P678 72 24 17

ＳＢ０８崚

- 11 -



SB09(第 8図 第 3図版 第 3表 )
①位置・重複 :E8-d、 E9cに位置する。

②形状・規模・覆土:2間 1面。桁行は 1.14m、 全体で 2.28m。 妻側は0.95mで ある。柱の痕跡は検出されておらず、

単層または 2層からなる堆積を示し、柱材 。木質の痕跡は検出されていない。

③長軸方向 :〕 -ヾ62° 一W

④施設 :付帯する遺構≧してSA09が存在し、妻側に平行して並ぶ。

⑤遺物 :な し。

l層  7 5YR2/1黒 色上 酸化鉄少 粘性強  しまり中
2層  7 5YR3/1黒褐色上 酸化鉄少 粘性  しまり強

1層  7 5VR2/1黒色上 粘性強  しまり中

Ｆ機

ｏ鞘
寸
▲
ゞ
一
騨
―
‐
ヨ
息
け
引

陣

０

Ｔ
ゞ

８
ｇ

『
μ
　
”
『
∞
⇔

とるとd

第 3表 SB09ピ ット計涙J表

P番 号 旧番号
径

〔

長

体

径

諭

短

作

さ

ｍ，

深

ぐｃ

底部標高
(m)

Pl P787 24 40

P725 24 36

P719

31

P724 31 24 42

43 24 35

1層  7 5YR2/1黒色上 粘性  しまり強

1層  7 5YR2/1黒色土 黄色土プロンク (φ 2～ 101m)・ 粒子 灰オ リー

ブブロック (φ 2ta)少 粘性強  しまり中

2層  7 5YR3/1黒褐色上 黒色土 黄色土プロック (φ 2～ 10 om)

粒子 灰オ ツーブノロック (φ 2mat)少  粘性強  しまり中

1層 7 5YR3/ユ 黒褐色土 黒色土 黄色土ブロック (φ 2～ 10凹 )

粒子 灰オリーブノロック (φ 211m)少  粘性強  しまり中

1層 7 5YR3/1黒褐色土 黒色上 黄色上プロノク (φ 2～ 10剛 )

粒子 灰オツーブブロック (ゅ 2 1tu)少 粘性強  しまり中

第 5表 SB10ピ ット計測表

閉崚
09

v,rL.

A

L=24 900m

引

　

Ｐ４

卜

　

Ｐ６

Zd   T
ムl       fal

Ｅ
Ｏ
０
０
甘
劇
Ｈ
コ

〇

∬
一

1層  7 5YR2/1黒 色上 酸化鉄少 粘性  しまりRI 0         1/60         2m

第 8図 SB09。 SA09

石‥

Ш006,Z=¬

[d

lCD

01

P4

0         1/60         2m

第 9図 SB10

9王 とd

1喩

L=24

A

A

900m

01
ｏ
・　

Ｐ５

1層  7 5YR3/と 黒褐色土  黄色上ブロック (φ 2～ 10m)粒 子 酸化鉄少 灰オリーブ

色土ブロック (φ 211B)少  粘性  しまり強

1層  7 5VR2/1黒色土  黄色土ブロック (φ 2～ 10血 )粒 子 酸化鉄少 灰オリーブ色
土ブロック (o2剛)少  粘性強  しまり中

2層  7 5YR3/1黒褐色土  黄色■ブロック (φ 2～ 10 ma)粒 子 酸化鉄少 灰オツーブ

色土ブロック (φ 28m)少 粘性  しまり強

,層  7 5YR1 7/1黒色土 黄色土ブロッタ (φ 2～ 20血)粒 子中 粘性強  しまり中
2層  7 5YR,7/1黒色土 黄色土ブロック (o2～ 20 Dat)・ 粒子少 粘性強  しまり中

こ層 7 5VR2/1黒色土 黄色土ブロック (φ 2～ 10剛 )粒 子 灰オ リーブブロック (ゅ 21m)

少 粘性強  しまり中

2層  7 5YR3/1黒褐色土 黒色土 黄色上ブロック (φ 2～ 10m)粒 子 ‐灰オリーブブロッ
ク (o2側)少 粘性強 しまり

1層  7 5YR3/1黒褐色上 黒色土 黄色上ブロック (φ 2～ 10皿 )・ I‐子 灰オ リーブプロッ
ク (o2剛)少 粘性強  しまり中

ユ居 7 5YR3/1黒褐色土  黄色土ブロック (o2～ 二0剛 )・ 粒子

酸化鉄少 灰オリーブ色上ブロック (φ 2ma)少 粘性  しまり義

"帥
報 縦 ‐ 却 張

     w006V御

`g   ld

lm

Pl

第 4表 SA09ピ ット計測表

P番号 旧番号
径

耐

岳
（

体

径

お

短

体

さ

い

際

ｒ（

底部標高

(m)
備 考

3 24 25

24 29

P番号 旧番号
径

諭

長

でｃ

径

お

短

作

ュ
●

お

深

ｒ（

底部標高

(m)

24 47

P714 1 24 62

P707 24 41

23 24 47
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SB10(第 9図 第 3図版 第 5表 )

①位置・重複 :2区にプランがかかる。E9cに位置する。

②形状・規模・覆土:2間 1面。妻側が 1.58m。 桁行が東西で異なり、東は P2・ 3間で 1.05m、 P3・ 4間で 1.35m、

全体で 2.40m。 西は P5・ 6と 6・ 1の間で 1.20m、全体で2.40mと なつている。柱の痕跡のあるピットはP3であるが、

本質は検出されていない。P3の裏込めの覆土は第2層が相当し、黒褐色土となつている。

③長軸方向 :N 20° 一E

④遺物 :な し。

(2)SA (柵列 )

SA09(第 8図 第 3図版 第 4表 )

①位置・重複 :SB09の西、妻側に付帯する。E8dに位置する。

②形状・規模・覆土 :柱穴2基で構成される。柱間は 1.44m。 杭の痕跡はPl、 P2に存在し、P2からは木質が検

出されており、丸材である。Plの裏込めは黒褐色土である。P2の裏込めは褐色土である。

③走向方位 :N-27° ―W

④遺物 :な し。

SA07(第 10図 第 6表 )

①位置・重複 i C5-d、 C6-cに位置する。方形に巡らせた溝≧重複

するが新旧関係は不明である。

②形状 。規模 。覆土 :Pl・ 2間の距離は、0.48m、 P2・ 3間、3・

4間、4・ 5間 の距離は 1.86m、 P5。 6間の距離は 1.92mと なつて

いる。P2・ 3・ 5か らは本質が検出されており、このうち P3・ 5は角

柱である。P3の裏込めは黒褐色土である。

③走向方位 :N-65° 一W

④遺物 :な し。

SA08(第 11。 12図 第 25図版 第 7・ 8表 )

①位置 。重複 :D7d、 D8cに位置する。P686bと 重複し、これを切つている。

②形状・規模・覆土:Pl～ 3、 3基のピットからなり、ほぼ東西に並ぶ。Pl・ 2間が 1.62m、 P2・ 3間が 1.98mと なつ

ている。規模は径 24～ 40 cmの 平面円形または楕円形で深さ 32～ 49 cmを測る。また、3基のピットのうち、P2底部

には木質 (丸材)が残存する。P2の裏込めは黄色土ブロック・粒子を少量に含む黒色土である。また Plと P3の覆

土は黒褐色土～黒色土の 2層からなり、人為堆積を示すものである。

③走向方位 :N 70° 一W

第 6表 SA07ピ ット計預J表

P番号 旧番号
径

ｍ＞

長

くｃ

短 径 さ

れ

深

佗

底 部標 高

(m)
備 考

P761

P2 P652 木質、根石残存

24 39 本質残存

P656 24 37

P660 24 26 木質残存

24 38

Ａ
一

Ａ
．９００ｍ

だ
一

方形に巡 らせた溝
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④遺物 :以下に図および観察表

を示した。

QlOP脱
A

第 11図  SA08

1層  7 5YR3/1黒褐色上 黄色土ブロック (φ 2～ 5剛 )・ 粒子多
しまり中

2層  7 5YR2/1黒 色土 黄色■ブロック (φ 2～ 5 mm)粒 子少

しまり中

1層  7 5YR2/1黒 色土 木端多 粘性強  しまり弱

2層  7 5YR2/1黒色土 黄色土ブロック (o2～ 10硼 )粒 子少

しまり弱

第 8表 SA08出 土遺物観察表

第 7表 SA08ピ ット計測表

1/60

粘性・   ェ層 7 5YR3/1黒 褐色上 黄色土ブロック (φ 2～ 5o8)・ 粒子

多 粘性  しまり中
粘性     2層  7 5YR2/1黒 色土 黄色上ブロック (o2～ 5811)粒 子少

粘性 。しまり中

粘牲強

0          1/3

第 12図  SA08出 土遺物

一虫オ
ド汗

器 種 器形の特徴 月台土

1 P686-一

括

かわらけ
A類中
皿
(H8) 《3 5〉 体部は丸み強い。 ロクロ整形。 良好

内外面
7 5YR7/1明

褐灰色
子若干含む。 蜘卵

2 P686-―

居
かわらけ

B類中
皿
(113) (70) <2 3〉

平らな底部から30
度角で直線的に立
ち上がる。

ロクロ整形。左回
転糸切 り離 し後、
無調整。

良 好

内外面
7 5YR2/2黒

褐色

白色雲母微粒

子若干含む。

器内7 5YR6/4 鋤誨
3 一

ｌＥ

粥
悟
かわらけ

B類中
皿

(11 (56) く3 8) 563
45度 ほどの角度で
立ち上がるが、歪
みが強い。

ロクロ整形。切 り
離 し不明。体下端
手持ちヘラ肖Jり 調
球警̂

鷲
良
全面5Y7/2

灰白色

白色・雲母微
粒子含む。

全体の
1/2

二次被熱で黒色
化

(3)方形に巡らせた溝 (第 13図 第 2図版 )
①位置 。重複 iC5 d、 C6-c・ d、 D5-b、 D6aに位置する。SA07、 SE08、 P667・ 664・ 663・ 661・ 662・ 665・ 666・

659・ 756・ 657と 重複するが新旧は不明である。

②形状・規模・覆土 :南北 7.80m×東西6.15m、 溝幅 12～ 24 cm、 深さ2～ 7 cmで概ね 5 clll前後。底部標高は

24.90m前 後を測り、平面方形に巡りつつ東辺で途切れる。覆土は褐灰色砂操単層をなしている。

③長軸方向 :N-35° 一E

④遺物 :な し。

(4)SE(井 戸跡 )

SE02(第 14。 15図  第 4図版 第 9表 )

①位置 :C5cに位置する。

②形状・規模・覆土 :規模は 1,90 mX l.51mの 平面精円形で深さ 1.90mを測る。また、南側を 0.45m下がつ

た≧ころに幅の広いテラスが存在し、地山暗緑灰色土層 (1区Ⅷ層)下の地山砂礫層を底部としている。覆土は、

オリーブ灰色土から黒色土に至る 1～ 10層 を確認 している。このうち上層である 3層 (黒色土)からはφ 150～

200 11ullの礫が複数検出されていた。

③長軸方向 :N-6° ―W

④遺物 :以下に図および観察表を示した。

P番号 旧番号
径

ｍヶ

長

ぐｃ

径

　

ｍｊ

短

でｃ

さ
　
ｍｊ

深

‘ｃ

底 部 標 高

(m)
備 考

PJ P699 24 41

P686-a 本質残存

P698 24 41

SA08

3

-14-



＜ヽ
（＜

P664

P663
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一

（

日

）

Ｐ６５

くＳＡ０

Ｏ

Ｏ

OO

P660

(SA07)

（い〕）Ｐ岱

1層 7 5YR6/7褐灰色砂礫層 砂礫 (φ 3画弱)粘牲なし しまり中

。

９

Ｂ
一 ¢ヽ ｙ

一

B

L=25 100m

~く
15

L

0         1/60         2m

ｙ
一

を
⑬

A

L=25 100m

SE02

o         1/60

第 13図 方形に巡らせた溝

1層 7 5YR2/1黒色士 砂質 黄色土ブロック (ゅ 2～ 10 mal)・ 粒子少

礫 (φ 2～ 10 mm)多 粘性・ しまり中

2層  7 5YR3/4暗褐色土 砂質 黄色土ブロック (φ 2～ 1011m)粒 子少

礫 (o2～ 10 dm)中 粘性  しまり中

3層  7 5YR'/1黒色土 砂質 黄色土ブロック (o2～ 10 mm)・ 粒子少

礫 (ゅ 2～ 10m)少 粘性 。しまり中

4層  75Y点 2/1黒色上 砂質 黄色士プロック (φ 2～ 1011m)粒 子少

礫 (φ 2～ 10 na)少 粘性強 しまり中

5層  7 5YR3/1黒褐色土 オリーブ灰色土ノロック (φ 2～ 40硼)がマー

ブル状に入る 粘性強  しまり中

6層  7 5YR2/1黒色土 砂質土少 粘性強 しまり中

7層  7 5YR1 7/1黒 色土 オリーブ灰色土プロンク (02～ 10m)粘 性

強 しまり中

8層  7 5YRIイ /1黒色上 オリーブ灰色土ブロック (φ 2～ 101m)少

粘性強  しまり中

9層  75Y余 2/1黒色土 オリーブ灰色上ブロック (o2～ 10m)少  粘

性強 しまり中

10層 7 5YR1 7/1黒色土 オ リープ灰色土ブロック (φ 2～ 10 dm)少

粘性強 しまり中

14図  SE02

ｒ
一

ド
一

第
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1-SK508-01

＼

|

第 15図  SE02出 土遺物

SE07(第 16・ 17図 第 4・ 25図版 第 10表 )
①位置 :D6a・ cに位置する。

②形状・規模・覆土 :1.53m× 1.34mの平面円形で、漏斗状に深さ2.12m掘

り下げた地山砂礫層で底部に至る素掘りの井戸である。覆土は灰褐色～黒褐色土

の 4層を確認した。上面から約 lm下がつたところで湧水点がある。

③長軸方向 :N-29° 一E

鴛
1-SD508-01

0          1/3 10cm
3

1-SE02(SK508)―剣自01

第 9表 SE02出 土遺物観察表
器 種 器形の特鶴 色調

1
lW一

SD508
かわらけ

B類中
皿

(52) 21 1

やや突出気味の底部
から30度角で直線的
に立ち上がり、日縁
部で分厚くなり、内
湾気味となる。

ロクロ整形。右回乾
糸切 り離 し後、底剖
に独特のナデ付け訪
整。

優良

全面
7 5YR8/3浅
黄橙色

石英大粒・

白色粒子や
や多い。

雲母若千

含む。

鋭跡

2
lV―

SK508 陶器
腰錆茶
碗

<1 6〉 低いハ宇高台。
ロクロ整形。削 り出
し高台。

優良

外面10YR4/4

掲色の錆
釉、内面
5Y8/3淡 黄色
の灰 THIに貫
入あり。

白色l・I子含
む。密。
酎
狛
頼戸産19世紀前
半

3

1区

SK503

(SE02)

土製品 煉 瓦 縦 101 横 59 厚48
長方形の表面に円形
の一部が描かれ、飾
り煉瓦の一種ヵ。

し
整

押

調

型
デ

円形部分サ
良好

全体
2 5YR4/6明

赤褐色

白色粒子や
や多い。

完 存 19世紀末以降

動

…

製 胸 ぬ 亀

1層 7 5YR4/2灰 褐色上 暗褐

色上に黄褐色上混入 10%

2層  ?δYR3/1黒 褐色上  しま

り強 (砂粒含まず )

3層  7 5YR4/1 灰黒色土 粘

性強

0         1/60         2m

第 16図  SE07

第 10表 SE07出 土遺物観察表

A

L=25 100m

ド

A'

0          1/3         1

第 17図 SE07出 土遺物

注記 種 類 澤 種 器形の特徴 整形の特徴 炸 成 侮 調 胎 十

IE-7コ

ウSE一

括

石製品 磨石 縦
四

横

(104)
包丁形を呈する大
型石器の破片。

表裏面は粗い敲打
面ヵ。

全面N4/0灰

色

下端が使用面。

磨滅が著 しい。
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N

ν

A蜘
¬

ド

o         1/60          2m

7 5YR4/2灰 褐色上 暗褐色上に黄褐色上混入 10%

7 5YR3/2黒 褐色上 やや砂粒含む しまりあり

7 5YR4/1褐灰色土 粘性強

SE08(第 18。 19図 第 4・ 25図版

第 11表 )

①位 置・ 重複 :C5d・ C6c・ D5b・

D6-aにイ立置する。円形ピットP657を切つ

ている。

②形状・規模・覆± ■.26m× 1.05

mの平面精円形で、深さ 1.90m。 覆土

は灰褐色土～黒褐色土の3層 の堆積を確

認している。

③長軸方向 :N-35° 一E

④出土遺物 :以下に図および観察表を

示 した。

cal ５
９

Φ
『
出

第 11表  SE08出 土遺物観察表

第 18図  SE08

第 19図  SE08出 土遺物

0         1/3         10Cm

器 箱 壼 量 器形 の特徴 籍 形 の持 徴 峰 成 色 調 備 考

lE―

SE8Nol

土師質土

器
十 能 縦
］

横

ａ
82

平 らな底部に乳頭

状足貼付、単位不

明。長 さ9cm、 幅

3 5cmの把手が付
く。

ロクロ整形。内面

にロクロロあり。

外底面ヘラナデ、

体部はミガキ。足

と把手は手捏ね整

形。体下端にミガ

キ痕明瞭。

良好

内外面
25Y3/1黒
褐色

自色粒子・

雲母微粒子

多く含む。
拗略

把手中央部に使

用中のへ こみあ

り。
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SE09(第 20。 21図 第 4・ 25図版 第 12表 )
①位置・重複 :E8bに位置する。SK654・ 655を切る。

②形状・規模・覆土 :2.30m× 2.20mの平面楕円形で深さ2.00mの ところが底部となり砂礫層であった。西側

を 50 clll下がつたところに狭いテラスが存在する。最上層には積石を崩したと考えれるo200～ 500mlmの礫が、テラ

スあたりの深さまで密に埋まっており、これを取り除くと積石が遺存していた。積石には花闇岩、形質頁岩、安山岩

があり、自然石と割石を併用している。

③長軸方向 :N-45° 一E

④出土遺物 :以下に図および観察表を示した。

V

1-SE09-03

ぷ③

1層 75Y6/2灰 オリーブ 黒色土

ブロック (φ 2～ 204a)少  粘性

しまり強

?層  7 5YR1 7/1黒色上 灰オ リー

ブブロック (2～ 5 mI)少  粘性強

しまり中

3層  75Y6/2灰 オリーブ 酸化鉄

粒子少 粘性  しまり強

A

幹 諏攀
…2

第 20図  SE09。 SK654・ SK655

Cal霞

0         1/60         2m

第 21図 SE09出土遺物

[層 75Y6/2灰 オリーブ 懐 (φ 2～ 40硼)少 砂

礫 (φ 21u8)前 後多 粘性・ しまり強

2層  7 5YR1 7/1黒色上 酸化鉄少 砂礫 (φ 211m)

前後少 粘性 。しまり強

3層  75Y6/2灰 オリーブ 砂礫 (φ 2Ш)前後 (多 )

主体 粘性弱 しまり強

4層  7 5YR1 7/1黒色上 褐色土 灰オリーブ粘上 φ

20X30唖)がマーブル状に多く八る

5
1-SE09-05

0          1/3         10Cm
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第 12表 SE09出 土遺物観察表

SE10(第 22・ 23図 第 4。 25図版 第 13表 )

①位置 :C5dに位置する。

②形状・規模 :1.16m× 1,08mの平面円形で、深

さ1.58mの ところで、地山砂礫層をなした底部に至っ

ている素掘りの井戸である。

③長軸方向 :N-28° 一E

④出土遺物 :以下に図および観察表を示した。

A'

1層  7 5VR2/1黒 色上 粘性  しまり強

2層  7 5YR3/1黒 褐色上 黄色土ブロック (わ

2～ 10 todI)粒 子中 粘牲  しまり中

3層  7 5YR1 7/1黒色土 黄色土プロック (φ

2～ 10剛)・ 粒子主体 格性  しまり強

4層  25γ3/3暗 オ リーブ褐色土 砂礫 φ l～

541E主 体 粘性  しまり弱

・彎 ド
指 叩

第 23図 SE10出土遺物

第 22図  SE10

A

A

L=24 900m

SEll(第 24・ 25図 第 4・ 25図版 第 14表 )

①位置 :プラン東側は2区になる。E9-a・ cに位置する。

②形状。規模 :2.04m× 1,92mの平面円形をした素掘り井戸で、

確認面から底都までの深さは 1,86mを測る。湧水は深さ0.70m。

③長軸方向 :N-58° 一E

④出土遺物 :以下に図および観察表を示した。

1層  7 5YR4/3褐 色土 黒褐色上 (ゅ 2～ 101m)オ リーブ色上 (φ 2～ =20剛 )がマープル状に入る 粘性  しまり強

2層  7 6VR3/1黒褐色土 黄色上ブロック (φ 2～ 10剛)粒 子少 オリーブ灰色上ブロック (o2～ 20 mm)少  粘性・ し

まり強

3層  7 5YR3/1累 褐色土 黄色土ブロック (φ 2～ 10 mII)粒子少 オ リーブ灰色土ブロック (φ 2～ 20 nd)中  粘性  し

まり強

4層  75Y6/2灰 オリーブ 砂礫 (φ 2～ iO m)中  オリーブ灰色土ブロック (φ 2～ 204m)・ 黒色土 (o2～ 40血)カ
ミマー                   i       f

ブル状に入る

5層  7 5YR2/1黒 色上 砂礫 (o2～ 10 mm)多 オリーブ灰色■ブロック (φ 2～ 2011m)少                  雰手 24[瑠   SEll     
｀
ヽ
、___,メ

6層  7 5YR2/1黒色土 砂礫 (ゅ 2～ 10硼)中 オリーブ灰色土プロック (o2～ 20 mII)中                         0       1/60       2m
7層  7 5YR2/1黒 色土 砂礫 (φ 2～ 10 mat)多  オリーブ灰色土ブロック (φ 2～ 20 md)多

¢

番号 注 記 種類 器種 口径 底 径 器高 重 量 器形の特徴 整形の特徴 焼成 色調 胎 土 残存度 備考

９コ
　

一

ｌＥ
幡

括

かわらけ 小 壷 29 31
突出気味の底部に

算盤状の体部が付

く。無頸壺。

ロクロ整形。左回

転糸切 り離 し後、

無調整。

優良

全面 5

YR7/6明 橙

色

自色粒子若

干含む。骨

針含む。
勲黎

2

lE-9コ '

ウSE一

括

かわらけ
C類ツト
皿
65 19

やや くばんだ底部

か ら60度以上の角

度で直線的に立ち

上がる。

ロクロ水挽き成

形。左回転糸切 り

離 し後、体下端へ

ラケズ リ。

優 良

全面

7 5YR7/6橙

色

白色・褐色

粒子やや多

く含む。

全体の

2/3

3

９Ｊ

　

一

ＩＥ
婚

括

土師質土

器

印花文

火鉢
〈5 6〉 角型の一部 力。 良好

全面
2 5YR5/6明

赤橿色

雲母粒子多

く含む。
破片 割り菱形印花文

4

帥
　
一

ｌＥ
婚

括
陶 器 皿 (46) 〈2 3〉 352

内反 り気味の高台

か ら緩やかに開

く。比較的大形。

削 り出し高台。体

下端回転ヘラ削

り。

優 良

内面

10YR4/1褐

灰色釉

白色粒子含

む。器肉

5YR4/8赤褐
色

底部
1/2

見込みに植物文

鉄絵

唐津産17世紀前

半

5 ・９コ琲
枠

ｌＥ

“
か
一戸

石製品 捏鉢 (260) 2) 165 平 らな底部か ら70度角で直線的に立ち上が

り、日縁部は垂直となる。
全面N5/0灰

色

曽体の

1/4
安山岩質ヵ

第 13表  SE10出 土遺物観察表
身 注 記 種類 虞 客 器 高 重量 器形の特徴 整形の特徴 鮮 成 色調 補 考

lE-10
コ`ウSE
かわら1ナ

B類中
皿

く1 9〉 315
平 らな底部から40

度角で直線的に立

ち上がる。

ロクロ整形。調整

は摩耗のため不

明。

やや
良

橙

面

５Ｙ

全

仕

色

自色大粒あ

り。雲母若

干含む。

底都の
1/3

二次被熱のため

一部10YR6/2灰

黄色
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鶴 l l SEll lll

0          1/3         1

第 25図 SEll出土遺物
第 14表 SEll出 土遺物観察表

注記 種 類 器 箱 器 高 重 量 器 形 の 特徴 整形の特徴 炸 茂 梅 調 備 考

lE-11
コウSE

一括

かわらけ
一豆類

皿

Ａ
60 16 25 3

丸みのある底部か

ら45度角で立ち上
がり、体都中間で

丸みを帯びる。

ロクロ水挽き成
形。右回転糸切 り

離 し後、無調整。
見込みにナデ痕明
瞭。

良好

内外面
10YR8/2うて

白色

雲母若干

含む。器肉
10YR6/41こ

ぶい黄橙色

一
損

縁

欠
口
部

2

lE-11
】ウSE
―括

L師質土畢 鉢 <5 1〉 83 1
やや丸みのある大

型の鉢。
回転台使用 ヵ 良好

内外面
7 5YR2/2黒

褐色

白色大粒多
く含む。雲母

若干含む。

器肉7 5YR4/6

掲色

帥麟
表面剥離顕著

(5)SK(上坑)

SK650(第 26・ 27図 第 5・ 25図版 第 15表 )
①位置・重複 :D8-d、 E8bに位置する。遺構中央で円形ピットP799に切られている。

②形状・規模・覆土 :200 cm× 156 cmの楕円形で、深さ 15 cmを測る。覆土は単層の黒色上である。

③長軸方向 :N-60° ―W

④出土遺物 :覆土中から底部にかけて遺物がややまとまって出土しいる。以下に図および観察表を示した。

SK653(第 26図 第 5図版 )
①位置 :D5b、 D6-aに位置する。

②形状・規模・覆土 :222 cm× 109 cm、 深さ36 clll。 覆土は黒色土が 3層あり、中央に向かつて緩やかにたわむレ

ンズ状堆積を示しており、人為か自然によるものか判断がつかない。礫は 1・ 2層で多量に混入している。

③長軸方向 :N-35° ―E

④出土遺物 :掲載遺物はなし。

SK654(第 20図 第 4図版)
①位置 。重複 :E8bに位置する。SE09。 SK655に切られる。

②形状・規模・覆土 :120 clll× 105 cmの平面円形で、深さ 155 clll。 覆土は、オリーブ灰色土・黒色土が互層をなし

た平行堆積である。

③長軸方向 IN 74° ―W

④出土遺物 :な し。

SK655(第 20図 第 4図版)
①位置・重複 :E8bに位置し、SK654を切り、SE09に切られる。

②形状・規模・覆土 :165 cm× 現状で 93 cm、 深さ52 cm。 覆土は、

らなっている。

③長軸方向 :不明

④出土遺物 :掲載遺物はなし。

上・下の灰オリーブ色土が黒色土を挟んだ層か

2
I― SEll-02

- 20 -



9 SK650

A

A

L=250011m

0         1/60         2m

A'

1層  7 5YR2/1黒色上 黄色土
ブロック (φ 2al)前後・粒子

少 砂礫 (ゅ 2 mo)前 修多

1層  7 5YR2/1黒 色土 粘性  しまり中 砂礫

(o24ua)前 後多

2層  7 5VR2/1黒 色上 粘性強 しまり中 黄

色上ブロック (o2～ 50m4)多

9層  7 5YR2/1黒 色土 粘性強 しまり中 灰

オリーブ粘土ブロック (o2～ 10flm)少

ド
一

A'

o          1/3          11

o         1/60         2m

第 26図  SK650。 SK653

1-SK650-02

第 27図  SK650出土遺物
第 15表 SK650出 土遺物観察表

底径 器 高 重 量 器形 の特徴 整形の特徴 Я今十 磨存店 備 考

1

lE一

SK650

-括
かわらけ

A類中
皿
(113) 60 34

わずかに突出 した

底部から丸みを

持つて緩やかに立

ち上がる。

ロクロ整形。右回

転糸切 り離 し後、

無調整。

優 艮
全面 5YR6/6

橙色

白色粒子・

雲母を若干

含む。骨針

含む。

全体の

1/3

2

lE―

SK650

No8

瓦質土器
火鉢・

堤炉
(296) 16 4〉 606 5

径 30cmを 超 える土

管状 を呈す。 窓は

確認 できない。

内面に布 目が残

り、桶造 りの可能

性 あ り。

惜
良

外面

7 5YR5/31こ

ぶい灰褐色

内面黒色

自色粒子を

やや多く含

む。

口縁部
の1/4

3

lE―

SK650

No2
陶器 向付 48 2 4〉 616

小形 の高台が付

き、 10度角 で大 き

く開 く。

ロクロ整形。削 り

出し高台。鬼板化

粧 し、その上に釉

をツケガケする。

優 良

外面
7 5YR4/3褐

色内面
2 5GY5/1オ
リーブ灰色
の透明釉

自色微粒子

若干含む。

器肉N5/0灰

色

底部の

み

植物文鉄絵

(10YR3/1黒 褐

色 )

唐津産

4

lE―

SK650

No1 4

陶器
一声
皿

瀬

縁

黄

折
150 80 32 243 4

内傾気味の高台か

ら水平に開き体下

端で40度 角で立ち

上が り、さらに幅

広の折縁へ と開

く。

ロクロ整形。削 り

出し高台。表面に

暗緑灰色 (10GY4/1)
の緑釉胆磐。

優良

内外面

5Y8/3淡 黄

色の黄瀬戸

釉露胎
5Y3/1灰 白

色

黒色微粒子

若干含む。

ほぽ完

存

畳付磨滅

美濃産17世紀

(6)SD(溝 )

SD101(第 28。 29図 第 25図版 第 16表 )

①位置 :C4b、 C52aに位置する。西に向かつて走行する。

②形状・規模・覆土 :幅 0.48～ 0.88m、 深さ0,15～ 0。 20m

を測る。底部の標高は東側で 24.83m、 西側で 24.78mを なして

いるが水流の痕跡はない。断面形状は鍋底状をなし、覆土は黒色

±2層である。③走向方向 :N-65° 一W ④遺物 :覆土中から

かわらけ・瓦質土器の破片が出土している。

(↓二)引 葺稚I発
SD101

L=251誌

―

工

齢
鬼 L8図

黄色土ブロック (φ 2～ 10m)

黄色土ブロック (φ 2～ 10 om)

圭
|

IIal

可 0_脚 _2m

SD101
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16ヲ壼  SD101 察表
番 号 注 記 一局 重 量 器 丁 l■成 色調

1

lW―

101SD

N o2

かわらけ
B類中
皿
(113) 30

平らな底部から30度

角で直線的に開き、
日縁部でやや丸みを
時って、分厚 くな
る。

ロクロ整形。左回転
糸切 り離 し後、下端
無調整。

や
良
や

不

外面
7 5YR5/3に

ぶい褐色内

面煤黒

自色粒子や

や多く雲母

微粒子若

千含む。
中略

灯甥油皿に転
用、内面黒色

処理。日縁部

に灯心油痕。

2

lV一

SD101

1

瓦質土器
一霊消

カ

火
〈7 7〉 882

胴部は75度角で立ち
上がり、日唇は高さ
12E lの 受け部をつく
る。平面丸形。

輪積み成形ヵ。最終

調整は外面縦、内面
横 ミガキ。

良好
内外面 とも

N3/0黒灰色

白色粒子若

干含む。器

肉5GY6/1オ

リーブ灰色
蜘幡

平面丸形、深鉢
形か。青森県浪

岡城出土造物に

類例あ り。

第 29図

SD102(第 30。 31図 第 25図版 第 17表 )
①位置 i C4-bに位置する。遺構東端を浅い方形の攪

乱に切られている。西に向かつて走行する。

②形状・規模・覆土 :幅は0.22～ 0.38m、 深さは

18 cm前後である。底部標高は東側で 25,00m、 西側で

24.95mで あるが、水流の痕跡はない。覆土は黒色土の

単層である。③走向方向 :N-65° 一W

④遺物 :以下に図および観察表を示した。

SD103

A

A   A'
レ2513肺 ‐¬■

1

1-SD102-01                   1-sD102-02

0          1/3         10Cm

第 31図  SD102出土遺物

Ｎの

m

IⅧ皿∴計穐;
m

第 32図  SD103

第 17表  SD102仕 土遺物観察表
口径 底 径 器 高 董玉 形の特徴 雌 茂

lE―

SD102
かわらけ

A類中
皿

(48) く2 3〉
やや突出気味の底部
から35度角で緩やか
に立ち上がる。

ロクロ整形。回転不
明。体部上半にロク
ロロ顕著。

良好

内外面とも
7 5YR7/2明

褐灰色

雲母微粒子

やや多い。

精良。

底部
1/3

2 陶器 茶入 <2 3〉

平らな底部から60度

角ほどで緩やかにた
ちあがる。

ロクロ整形。切 り離
し不明。回転ヘラ削
りで調整。

優 良

内外面
7 5YR3/1黒

褐色の鉄

釉。外面底

部7 5YR6/4

にぶい褐色

長石大粒若

干。精良。

器内
7 5YR7/1灰

白色

底都
1/3

漆接ぎ痕あ り。

瀬戸・美湊産 17

世紀

3
lE―

SD102
石製乱 砥 石 縦305 槙345 厚10 149

使用面は両面で、厚 さと幅からみて、提

げ砥と思われる。

両面 とも

10YR7/2黄 橙
色

約半分 疑灰岩

SD103(第 32図 )

①位置 :C4-b・ d、 C5cに位置する。西に向かつて走行する。

②形状・規模・覆土 :幅は0.16～ 0,32m、 深さ 0。 12m。 底部標高は東側で 24.92m、 西側で24.99mであるが

水の流れた痕跡はない。覆土は黒色土の単層である。

③走向方向 :N-65° 一W

④遺物 :な し。

1-SD102-02
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SD250(第 33・ 34図 第 25図版 第 18表 )

①位置・重複 :D8c、 E8aに位置する。SD252と 重複するが土層色調に差呉はなく時期差は認められなかつた。

②形状・規模・覆土 :幅は3.35～ 4.62mで南北方向に走向する。深さは 0。 27～ 0.37mを浪Jり 、底部の標高は北

が24.31m、 南が 24.29mと なりほぼ平坦である。断面形状は皿形に立ち上がる。覆土は極暗褐色土の単層からなる。

③走行方向 :N-17° 一W

④出土遺物 :以下に図および観察表を示した。

⑤備考 :隣接するSD252は、本遺構の南端からL字に屈曲して西に走向するため、形状から、同じ調査区に存在す

る「方形に巡らせた溝」のような施設であつた可能性も考えられる。

曲
1層  7 5YR2/3極暗褐色土 炭化物 酸化鉄少

しまり強

2層  7 5YR2/8極 1音褐色土 炭化物・酸化鉄少

しまり強

粘性

ド

Ｅ
。
。
。

い
ユ

引
‐ぶ
り
ｒ
躯
Ｅ

第 33図 SD250・ 252     L=250岸 与

生

1/3

0          1/3         10Cm

第 34図 SD250出土遺物

第 19表 SD252出土遺物観察表

10cm

第 35図  SD252出土遺物

1

注 記 種類 器 種 器形の特徴 整形の特徴 得調 胎 土 結 差

SD250
-N01

陶器 嬉鉢 100 く4 5〉 296 2

平 らな底部から60度

ほどの角度で直線的

に立ち上がる。内面

底は皿状にくばむ。

ロクロ整形。左回転

糸切 り離し無調整、

体部下端回転ヘラ削

り。内面11本1単位
の櫛 目が万遍なく施

される。

良好

内外面とも
75R3/2暗紫
褐色の鉄和

褐色微粒子

若千含む。

精良。器肉

2 5YR7/2灰

白色

底部の

み
瀬戸・美濃産大

窯第4段階末

番 号 注記 種 類 董畳 器形の特徴 磐 形 の特徴 燃 成 色 調 残存庁 備 考

1

lE―

252SD
―Bセク
ション

かわらけ
B類中
皿

(71) (1 8〉
平らな底部から30度

角で直線的に開く。

ロクロ整形。手擦れ

のため調整不明。
優 良

全面
7 5YR7/6黄

隆色

白色・雲母

微粒子やや

多い。

底都
1/3

2

Ｅ
一

Ｄ２５２

ｏ ‐

かわらけ
一ユ類

皿

Ａ
31 17

突出した底部から20

度角で開き、中間で

丸みを増 して、日唇

にいたる。

ロクロ水挽き成形。

右回転糸切 り離 し

後、周囲のみナデ調

整。

優良
全面5YR7/6

橙色

自色粒子・

雲母微粒子

若干含む。

骨針含む。

完存
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SD252(第 33・ 35図  第 25図版 第 19表 )

①位置・重複 :D7d、 E7b、 E8aに位置する。円形ピットP747と 重複しこれに切られる。

②形状・規模・覆土 :断面形状は皿状。幅は 0.22～ 0.87m、 深さは 0.05～ 0,21m、 底部の標高は西が 24.75m、

東が24.75mと なり、ほぼ平坦となつている。断面形状は皿形に立ち上がる。覆土は黒褐色土～黒色土の2層からなる。

③走行方向 :N-62° ―W ④出土遺物 :前頁に図および観察表を示した。

(7)ピ ット (第 36・ 37図  第 26図版 第 20～ 22表 )
検出されたピット群は掘立柱建物として組めたもの、柵列と判断されるものなどは同一遺構として捉えた。その他

のピットの平面図は全体図に掲載した。尚、断面図は割愛した。各ピットの計涙1値は以下に示した。

第 20表  1区ピント計測一覧表 (1)

地 区 遺構名 検出グリッド

規模・形態

備考径
　
ｍＪ

長

でｃ

短 径
■
ご
　
お

深

作
平面形

区西狽

第1面 C5- 円 形 根石残存

C5- 円形

P504 C5-a 8` 6` 橋円形

C4-d 楕円形

C5-c 惰円形

C4-d 円形

C4-b 1 円形
遺物検出

根石残存

P518 C4-d 円形

糖円形

P516 C5-c 糖 円形 根石残存

C5-b 精円形

C5-a 円形 恨石残存

C5- 2′ 楕 円形 根石残存

P604 C5-a 円形 本質、根石残存

P605 C5-a 2イ 円形

C5-a 精円形

C4-b 円形

C4-b 2` 精円形

円形

P610 C5-c 糖 円形

C5-c 楠円形 根石残存

楕円形

C4-d 精円形

1区東狽

第1面
C5-d 楕円形

P653 C5-b 4 円形

P654 C5-b 円形 根石残存

P655 5 楕円形

D5-b 6 3 円形

P659 C6-c 3 楕 円形 根石残存

C6-c 2 円形 根石残存

C6-c 5 5 楕円形

C6-c 5 円形
木質残存

P664を切る

C6-c 〕 楕円形 P663に切 られ る

P665 C6-c 争 2 円形 根石残存

C6-c 5 円形 本質残存

P667-a C6-c 6 a 5 楕 円形

P667-b C6-c 4 3 楕円形

地区 造構名 検出グ リッド

規模・形態

備 考径

ｍ＞

長

てｃ

径

ｍ＞

短

くｃ

さ

　

ｍ
，

除

ぐｃ
平面形

1区東 lF

第1面
C6-a 精円形

P669 D6-a 円形

P670 精日形

楕 円形

P672 D8-a 円形 恨石残存

P673 D8-a 楕 円形 根石残存

D8-d 円形

P675 D8-d 円形

精円形

P679 E9-a 円形

E9-a 精 円形

P682-a E9-a 桁円形 P682bを切る

P682-b E9-a 精円形 P682-aに切られる

P685 D8-c 円形

P686-b D8-c 楕円形 P686aに切 られ る

P687 89-a 円形

D8-c 4 円形

D8-c 1 精 円形

D8-c 楕円形

D8-c 9 円形

P693 D8-c 5 精円形

D8-c 楕円形

P695 D8-c 4 4 楕円形 P695に切 られ る

P697 D8-c 4 ■ 8 円形
根石残存

P700 D8-c 3 b 楕 円形

P701- D8-c 円形 P701bを切る

P701-b D8-c 2 6 円形 P701aに切 られる

P717 E9-c 円形

E9-c 2 刀 円形

P722 E9-c a 3 精円形 根石残存

E8-d 〕 楕円形

P727 E8-d 5 楕 円形

P728 E7-b 3 塾 円形

P729 E7-b 4 4 7 円形 木質残存

P738 E9-a 5 3 円形

P739 E9-a 4 3 れ 精円形

E9-a 6 a 3 楕円形
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第 21表  1区ピット計測一覧表 (2)

地 区 遺椿名 検出グリッド

規模・形態

備考
長径 短径

(cm)

深さ

(cm)

平面形

第 1面
P741 E8-b 31 5 楕円形

P742 D8-a 観 21 3 円形

D8-c 31 31 円形

P744 D8-c 3 a 円形

D8-c 彦 2 円形

P746 E7-b 楕円形

P747 円形 SD252を 切 る

E7-b 構円形

D8-c 精円形 晨石残存

D8-a 楕円形 限石残存

精 円形

p752 D8-a 円形 本質残存

C5-d 楕円形

P754-b C5-d 精円形

P754-c C5-d 11 脩円形

P756-a D6-a 1 円形

P756-b 21 1 円形

E8b 3上
y 有円形

P758 E7b 楕円形 木質残存

P762 D7-c И 5( 脂円形

地 区 遺構名 検出グリッ ド

規模・形態

備考
長径 短 径 深 さ

平面形

1区東 lR

第 1面
E9-a 4( 21 ¬形

P779 E9-a & 円形

E8-d a 楕円形

E8-d 2 補円形

P782 E8-b 楕円形

E8-d 楕円形

P784 E8-d 2` 楕円形

P785 E8-d I 円形

P786 円形

P788 E8-d 21 円形 木質残存

円形

P790 E8-d 楕円形

E8-a 円形

P793 円形

E8-b 51 楕円形

E8-b 2` 4( 桁円形 木質残存

P796 E9-a 5 3 精円形

P797 E8-b 3 2` 21 青円形

P798 E3-b 4( 5( 円形

1-SK512-01

P669P512

1-P692追 02

P692

P513

o          1/3 10cm

1区 ピット出土遺物 (1)

t―SK513-01

第 36図

- 25 -



iⅢ i

さⅢⅢ
'I

0          1/3 10cm

第 22表 1区 ピット出土遺物観察表

P6721_P672-追 03

第 37図  1区 ピット出土遺物 (2)

番号 注 記 種 類 架 橋 口径 底律 器 忘 董 畳 器形の特徴 黎 形 の特徴 焼成 色調 胎 十 殆 存 産 繕 考

P512

1

liV―

SK512

hlol

土師質土

器
内耳鍋 〈6 4〉 160 5

口縁に向かって60度

角で立ち上がる。深
めの鍋で、把手は1

個1対部分が残る。

回転台使用ヵ。 良好

内面25Y4/1
暗黄灰色外

面煤黒

自色粒子多
く含む。器
肉N2/0黒 色

口縁部

破片

P512

2

lV―

SK512 陶器 播鉢 <9 1〉 119 6
ほぼ45度角で直線的
に開く。

回転台使用。体部下
端回転ヘラ削 り調
整。16本 1単位の櫛
目。

優良

内外面
75R3/1暗紫
灰色の鉄釉

白色大粒や

や多い。器
内5YR3/1灰

白色

体部破

片

内面使用摩滅。
頼戸・美濃産

1

lW―

SK513

-括
陶器 信鉢 <9 6〉 75 8

ほぼ45度に直線的に
立ち上がる。

回転台使用。15本以
上1単位の櫛 目。

良好

内外面
2 5YR3/2暗

紫掲色の鉄
触

白色粒子含
む。器肉
5YR3/1灰 自
色

体部破
片
瀬戸・美濃産

P669

1

lE―

P669-―

括
かわら1)

C類州
皿
〈7 1〉 48 17 47 1

やや窪んだ底部から
60度角で直線的に立
ち上がる。

ロクロ整形。左回転
糸切 り離 し後、無調
整。

良好

内外面
7 5YR7/4に

ぶい灰橙色

白色粒子・

雲母若干含
む。器肉
10YR8/1灰 自

色

全体の

3/4

p672

1
Ю

区

６７ 瓦 丸 瓦
縦
(212)

茂賓15 9 厚75 1279 6
半球形、寸胴型で重
ね部分に4cmの 玉縁
が付く。

桶巻き技法。内面に
布日と抜き取 り縄
(吊 り紐)痕。

良好
全体N5/0灰

色
やや粗い。 半分 玉縁式

P692

1

lE―

P692 陶器 橘鉢 〈2 4〉 17 3

ほぼ45度角で開く。
日唇に指頭による片
口あり。

回転台使用。 良好

内外面

7 5YR5/1褐

灰色の鉄釉

黒色微粒子

若干含む。

器肉
7 5YR8/1

灰 白色

口縁部

破片

７９

‐ 瓦質土器 信鉢 く4 3〉 88 7
40度角で反り返るよ
うに開く。

回転台使用。7本以
上1単位の補 目。

艮好
内外面N2/0
黒色

自色黒色粒

子やや多
い。

「

針ヵ。

日縁部
破片
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第 2節 1区 [第 2面 ]

(1)堀

3号堀 (第 38。 39'41・ 42図 第 5・ 6・ 26図版 第 23表 )

①位置・重複 :調査区北壁に寄つた B4-d、 C4b、 B5-c、 C5a・ b、 C6a・ b・ c・ d、 C7a・ c・ d、 D7aob、 D8c、

D8-a・ b・ c・ d、 D9a・ c・ d、 D9b、 E10b、 E10-aに位置する。4号堀と重複するが、Cセ クションに示されるよう

に層位には明確な切り合い関係は認められず、4層の層位がなだらかに3層へ向かつて落ちていく形状から、同一

時期の遺構と判断される。堀は東西に走行するのが判るが、調査区内において、底部及び北側の立ち上がりを検出

することができなかつた。また遺構上面を整地層が覆つていたところが特筆されるところである。

②形状・規模・覆土 :断面はステップをもつ。断面形は現形状から箱薬研であると推定される。最大幅は現状で

5.76 rn、 確認面からの深さは現状で 1.69m、 標高 23.09mである。

覆土は地点によつて若千の違いはあるが、C・ Fセクションのように、人為堆積の様相が強い形状を示す地点がある。

③走行方向 :N-62° ―W

④出土遺物 :纏まった資料の出土がある。以下に図および観察表を掲載した。

4号堀 (第 38・ 40。 43図 第 6。 27図版 第 24・ 25表 )

①位置・重複 11区の西に寄つた C7c、 D6-d、 D7aocに位置し、3号堀から直行し分岐する形状で、調査区外で

ある南端へ向かい 3号堀に合流する。調査区南端の壁で、Ⅱ・Ⅲ層の2層からなる整地層が遺構上面を覆つていた

ことが確認できた。

②形状・規模・覆土 :幅 1.76m～ 2.16m、 深さ0.29～ 0.50mを測る。底部の標高は南端で 24.33m、 北端で

24.44mを測り、南に向かつて緩やかに傾斜している。覆土は自然堆積の様相を呈しており、南壁であるGセ クショ

ンでは一度 4～ 5層が埋まつたところを再度掘り込んだ形跡がみられる。

③走行方向 :N 31° 一E

④出土遺物 :纏まつた資料の出土がある。以下に図および観察表を掲載した。
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第 38図 3・ 4号堀全体図
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Aセ クシ ョン
A

L25100m

Bセ クシ ョン
B

L=27 000m

A'

I層  7 5YR1 7/1黒色上 黒色土 黒墨土 褐色士ブロック (φ 2～ 10Ш)粒 子少 粘性  しまり中

2層  7 5yR3/4暗褐色土 黒色土・黒墨土 褐色土プロック (o2～ 10 om)・ 粒子多

3層  7 5YR2/1黒色上 黒色土・黒堅土 褐色土ブロック (φ 2～ 10Ш )粒 子少 4B色 上 オ リーブ灰

色士プロック (ゅ 2～ 10 mml多

4層 7 5YR2/1黒色土 褐色土 オ リーブ灰色土プロック (φ 2～ 10 mm)少

B'

1層 7 5YR4/1褐灰 暗褐色砂質上
2層  7 5YR2/2黒褐 黒色上・暗黄色塊混入
2'層  7 5WR2/1黒 黒色上・暗黄色があまり見られなヤ

3層  7 5YR4/1福灰 暗青灰色砂質 (やや)土単一層

Cセ クション

1層 イSYR2/3種 暗褐色士 粘性 。しまり強 灰色土・黒色土ブロック (φ 2～ 10 mm)少
2層 2 5YR4/8オ リープ褐色土 粘性強 しまり中 灰色土プロック (φ 2～ 201a)多
3層 7 5YR2/3極 暗褐色士 粘性強 しまり中 灰色土・オリーブ褐色土 黒色土ブロック (φ 2～ 20剛)
4層 7 5YR2/1黒色上 粘性強 しまり中 灰色土 (φ 2～ 10m)少
5層 7 5YR2/1黒色土 l■ t■強 しまり中 灰色土 (φ 2～ iO mm)中  オリーブ灰色上 (φ 2～ 20 am)多
6層 7 5YR1 7/1黒 色土 粘性強 しまり中 灰色土 (φ 2～ 201m)少

Dセ クション

1層  7 5YR2/1黒色土 酸化鉄多 粘性中 しまり弱
2層  7 5YR2/1黒色士 黄色上ブロック (φ 2～ 5m)・
粒子多 粘性 。しまり中
3層  7 5YR3/4暗褐色士 黄色上ブロック (φ 2～ 50
m)・ 粒子多 粘性 。しまり中
4層  7 5YR1 7/1黒色上 オリーブ灰色上プロック (φ
2硼)少 粘性強 しまり中
5層  7 5YR1 7/1黒色土 オリーブ灰色土プロック (o
2～ 20m)多 粘性強 しまり中
6層  7 5YR1 7/1黒色士 オリーブ灰色上プロック (φ
2～ 20Ш)少 粘性強 しまり中
7層  7 5YR1 7/1黒色士 オリーブ灰色士プロック (φ
2～ 20m)少  粘性教 しまり中

1層 7 5YR3/1黒褐色土 黄色土プロック (ゅ 2～ 10m)粒子少 炭化物少 酸化鉄少 粘性・しまり強
2層  7 5YR2/8極暗4B色土 黄色土ブロンク (ゆ 2～ 10 mm)粒子中 酸化鉄中 粘性・ しまり強
3層  7 6YR2/1黒色上 粘性 。しまり強
4層  7 5YR2/3極嗜福色土 黄色土ブロック (o2～ 10 mII)粒子多 酸化鉄多
5層  7 5YR2/3種暗褐色士 炭化物少 オリープ色ブロック (o2～ 20画)マーブル状に多 粘性 。しまり糖
6層  7 5YR1 7/1黒色土 オリーブ色ブロック (φ 2～ 20 mm)マ ーブル状に中 粘性強 しまりSt
7層  7 5YR2/1黒色土 オリーブ色ブロック (φ 2～ 20 mtt)マーブル状に少 粘性 しまり茨
8層  7 5YR2/1黒色土 オリーブ色ブロック (ゅ 2～ 2011m)マ ーブル状に中 粘性強 しまり弱
9層  7 5YR3/1黒掲色上 黄色土ブロック (o2～ 10Ш)粒子少 炭化部 (φ 2Ш)少 粘性 。しまり強

F' Fセ クション

1層 7 5YR1 7/1黒色土 炭化物・灰からなる厚さ30 dmの プロックが層状に入る 黄
色土プロック (φ 2mml少  粘牲 。しまり強
2層  7 5YR3/1黒 褐色土 灰オリーブ 炭化物 (φ 2～ 10m)少  粘性中 しまり強
3層  7 5YR3/1黒 褐色土 灰オリーブ・炭化物 (φ 2～ 10硼)多 粘性・ しまり強
4層  75Y6/2灰 オリーブ 酸化鉄粒子多 黒墨ブロック (φ 2～ 10 Dm)・ 黄色土ブロン
ク (φ 2～ 10414)・ 粒子少 粘性中 しまり強
5層  75V6/2灰 オリーブ 黒墨ブロック (φ ?～ 10 mm)黄 色上ブロック (φ 2～ 10
m)・ 粒子少

6層  75V4/3暗 オリーブ 黄色土 オリーブ色土 (ゅ 2～ 10mm)多  粘性 しまり強

3号堀セクション

Cセ クション

C

Li25

Dセ クシ ョン

Eセ クション
E

L=24 000m

Fセ クション

F

Ｄ一帥

ビ
一

0      1/40      1m

D'

L=25 000m

第 39図
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Gセクション
ヘ      _ け 1層 7 5VR2/1黒色上 黄色土プロック (φ 2～ 30 mm)粒 子少 酸化鉄 炭化物少

砂礫 (ol～ 2 mII)少 粘性・ しま り強

2層  7 5YR3/1黒褐色土 黄色土ブロンク (02～ 30 mm)粒 子中 酸イヒ鉄・炭化物少
砂礫 (φ l～ 2 ma)中  粘性中 しまり強

3層  7 5YR2/1黒色土 黄色上ブロック (φ 2～ 303m)粒子多 礫 (ol～ 2 mml少

粘性・ しまり強

4層  7 5YR2/1黒色上 酸化鉄・炭化物少 砂礫 (ol～ 2剛)少  粘性  しまり強
5層  7 5YR3/1黒褐色上 酸化鉄・炭イヒ物中 砂礫 (φ l～ 2Ш)中 粘性中 しまり
強

I層  7 5VR3/i黒掲色土 黄色土ブロック (φ 2～ 10m)粒 子 砂礫少 粘性  しまり
少

2層  7 5YR2/8極暗褐色士 砂礫 (φ l～ 2 dm)主 体 粘性|lj しまり強
3層  7 5VR2/1黒色士 酸化鉄多 砂礫 (ゅ 1～ 2 mm)多  褐色上ブロック (φ ワ～ 1011)

多 粘性中 しまり強

Iセ クション

1層 7 5YR2/3極暗褐色上酸化鉄微 粘性 。しまり強

2層  7 SYR3/1黒褐色上 酸化鉄少 粘性  しまり強
3層  7 5YR2/1黒色土 酸化鉄多 砂礫 (φ l～ 2硼)多  褐色士ブロック (ゅ 2～ 10 EII)

多 粘性中 しまり強

表 土

G

L=25 000m

Hセクション
H

L=25 000m

Iセ クション
!

L=25 000m

o      1/40      1m

第 40図 4号堀セクション
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第 23表  3号堀出土遺物観察表
種 類 器種 底 径 器 高 壼 畳 器 形 の鉾徴 色 調 胎 土 残存度 備 考

|

1-3コ ウ
ホリNo7
かわらけ

A類中
皿
106 48 118 1

突出した底部から碗

状に立ち上が り、日

縁でやや薄い。全体
に歪みあり。

ロクロ整形。左回転
糸切 り離 し後、底都
のみ一方向手持ちヘ

ラ肖1り 。

良好
全面5YR6/4
にぶい橙色

特に長石大

粒を多く含
む。雲母若

干含む。

完 存

2 3コ
｀
ウホリ かわらけ

B類中
皿
(120) 5] 38 138.4

平 らな底都から40度

角で直線的に立ち上

がる。

ロクロ整形。回転不

明。

や

良

や

不

内外面
10YR5/2灰 黄
褐色

白色粒子若

干含む。

イよば完
存

内外面に漆付
着

3
2-3コ ウ
ホ)下層
かわらけ

A類中
皿
12 3 〈3 1〉 1133

体部は下半で45度角
で直線的に開き、上

半は丸みを持って立

ち上がる。

ロクロ整形。 良好

内外面
5YR6/6橙 色

外一部
5YR5/2灰 褐
色

雲母若千含

む。器 肉

7 5YR6/1褐

灰色

底部を

除き完

存

4

lEホ ,3
コヾウ上
層一括
かわらけ 皿 縦64 横68 厚13 46 7

突出気味の底部。底

部周辺打ち欠き、底

面中央付近に盲孔あ

り。

ロクロ整形。摩耗に

より、切 り離 し痕跡

なし。

管
良
全面5YR6/3

にぶい橙色

長石大粒多
く、雲母微
粒子若干含
む。

底部の

み
'日

正円盤

5
lE-3コ
｀

ウホリNol
土師質土

器
内耳鍋 く7 8> 167 6

胴部は70度の角度の

まま口縁部にいた

る。 日唇は平滑であ

る。小 さめの耳は一

つだけ残 る。

回転台使用 して整

形。耳の取 り付 けの

指頭圧痕残 る。

良好

内外面
7 5YR2/3極

暗褐色で、
外面に煤付

着。

特に長石柾

を多く含

む。骨針含

む。器肉
5YR7/6明 橙

口縁部
1/8

外面全体に煤付

着

6

IE-3コ
｀

ウホ)一

括

土師質土

器
内耳鍋 <6 7〉 93 3

胴部は75度の角度の

まま日縁部にいた

る。耳は一つだけ残

る。

回転台使用 して整

形。耳の取 り付けの

指頭圧痕残る。

良好

全面
2 5YR6/6明

橙色

特に長石粒

を多く含
む 。

耳部分
外面全体に煤付

着

lE-3コ '

ウホリ
No3・ 4
デウホ,
Wo64j

瓦質土器 焙 烙 300 <3 5〉 625 7
平滑な底部より65度

ほどの角度で、直線

的に立ち上がる。

枯土紐巻き上げ整形
か。底部は他方向か

らのヘラナデ。

良好

内外面
7 5YR3/8暗

褐色

長石大粒 目
立って多
い。骨針含
む。器肉黒

色

帥
ψ

lE-3コ
｀

ウホ)
Wo3 ホ)
4コ ウ
Wo6

瓦質土器 焙 烙 10 75〉 と88 5 やや上げ底気味。

粘土板叩き締め整形
か。内面に5本1単

位の櫛 目3条が中央
で交差する。

優 良

内外面
7 5YR3/3暗

褐色

長石大粒 目

立って多
い。今針含

む。器 肉黒

色

底都破
片

」-3コ
｀
ウ

リ下層
瓦質土器 箱火鉢 10 9〉 8

底部の脚付の部分の
み。

下端の面取 リヘラ削
り調整。

良好
内外面N3/0

暗灰色

自色粒子・

雲母微粒子

若千含む。

器肉N6/0

灰色

底部破
片

IE-3コ
｀

ウホ,No5
陶器 悟 鉢 (115) 〈7 4〉 495 8

わずかに突出する底

部から全体として45

度に直線的に立ち上

がる。

回転台使用。左回転
糸切 り離 し無調整、

体下端削 りなし。 11

本 1単位の櫛 目が全

体に8条施される。

優良

特に外面は
75R3/2R音 赤

褐色の錆

釉。内面・器
肉は5YR3/1

灰白色

褐色微粒子

若千含む。
精良。

底部
1/2

二次被熱

瀬戸・美濃産大

窯期ヵ

2-3コ ウ
ホ

'下

層
陶器

志野菊

皿
(71) 2 75 294

低い高台から25度角
で丸みを持って立ち
上がる。

ロクロ整形。削り出
し高台。花弁は丸ノ

ミ削 りで表現。

優 良

内外面
25Y8/1灰 白
色の透明釉

黒色粒子多
い。器肉も

同じ。

全体の

6/1

器面全体に柚子

肌

美濃産17世紀前

半

12
ユW-2コ
｀

ウホリ 陶器 鋤瓢
(79) 〈2 2〉 26 7

直立する高台から緩
やかに体部に移行
し、日縁部で外反す
る。

ロクロ整形、削 り出
し高台。

良好

内外面
7 5YR8/2乳

自色の志野

釉 (貫入や

や)

黒色微粒子

やや多い。
器肉N8/0灰

自色

底部
1/4

美濃産大窯第4

段階16世紀末葉

13 lE-3ホリ 陶器 丸皿 く1 2〉
内反 りの高台から灰
谷開く。

ロクロ整形。削り出
し高台。全面施釉。
高台内輪 トチ痕。

優良

内外面N8/0

灰自色、見

込み10GY6/1

緑灰色の灰

緻密。器肉
10YR7/2黄

橙色

底部の

み

二次被熱

瀬戸・美濃産大

窯第4段階16世

紀末葉

14
1-3コ
｀
ウ

ホリー括
陶器

反 り皿
(52) く] 22 1

高台は内反りV字形
を呈す。

ロクロ整形。削 り出
し高台。内面重ね焼
き高台痕あり。

優良

小面 5YR7/1

月灰色の灰

紬

黒色微粒子

若千含む。
精良器内
5YR7/2明 褐

灰色

高台
1/3

二次被熱
17世紀中葉ヵ

lE-3ホリ 陶器
志野繊
部丸碗

(45) 〈4 4〉 26 8
高めの高台か ら半筒

状に立ち上がる。

ロクロ整形。削 り出
し高台。

良好
全体N5/0灰

色の長石釉

黒色微粒子

若干。

体部～

高台破

片

外面に蔓車文鉄

絵 (7 5YR3/2黒 褐
色 )

美濃産 17世紀前
葉

lV-02

コ`ウホ) 陶器 茶碗 (49) 1 95 362
内反 り気味の高台か

ら、緩やかに立ち上
がる。比較的大形。

ロクロ整形。貼付

高台。
優 良

内外面
10YR3/1灰 自

色の長石釉

若千含む。
精良器肉
N8/0灰 白色

醐
陀
美濃産17世紀初

頭ヵ

17
1-3コ ウ
ホ)N04 本製

品 漆椀 (160) 3 75
丸みの強い腰部から直線的に開く。 日唇

部は小さく玉縁状になる。高台径は7 8cm

程ヵ。

内外面
10R6/4赤 色
の全面赤漆

塗 り

酸化のため
2 5YR3/4Π音

赤褐色を呈

する。

口縁～

体部
1/3

lE-3コ
マ

ウホ)上

面一括

瓦 平瓦 縦45 横49 厚115 285 厚さ
1 lcmと 薄く、ほとんど平ら。 良好

内外面N3/0

暗灰色

長石粒やや

多い。器肉

N8/1灰色

破 片
狛工円盤 の可能

生あ り。
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第 43図  4号堀出土遺物

底径 整形の特徴 胎 七

1

lE-4コ
｀

ウホ,No5
かわらけ

B類中
皿
110 31 6

底部は殆ど平らで、

体都は30度の角度で

直線的に立ち上が

る。

ロクロ整形。右回転

糸切 り離 し後、体下

端無調整。内面に指

頭ナデみられる。

良好

全面
7 5YR6/4イこ

ぶい橙色

長石・石英

粒、雲母微

粒子若千含

む。

ほぼ完

存

2

lE-4コ

ウホ,一

括

かわらけ
A類豆
皿

17 43 7
体下端で45度で立ち

上がり、上半で丸く

なる。

ロクロ整形。右回転

糸切 り離 し後、体下

端まで指頭ナデ。

良好
全面 5YR7/8

橙色

長石大粒や

や多い。雲

母若千含むI

完存

3

lE-4コ

タホ)一

括

かわらけ
C類豆
皿
(58) 2 05 108

平らな底部から60度

の角度で一気に立ち

上がる。

ロクロ水挽き成形。

調整不明。
良好
全面5YR6/4

にぶい橙色

含有物な

く、緻密。

全体の
1/4

lE-4コ
｀

ウホ)一

括

焼締陶器 壼 と20 (127) i20 2〉 648 4

直立する口縁部の口

唇に窪みあり。緩や

かに肩が張 り、大き

めの底部にいたる。

回転台lF_用。粘土紐

巻き上げ、全体にナ

デ調整。

良好

内外面焼き

締め5YR3/4

赤褐色。灰

釉
(2 5Y6/6)

長石粒子多
い。器肉

5YR7/1

全体の
1/2

常滑産12型式 16

世紀後半以降

5
lE―ホ)4
コウNo4

陶器 悟鉢 (99) 6 05 223 3
平 らな底部から、ほ

ぼ45度に直線的に立

ち上がる。

回転台使用。回転糸

切り離 し後、底都～

体半は回転ヘラ削

り。内面に13本 1革

位の櫛 目が10条ほど。

優良

内外面 とも

75R3/2暗紫
褐色の鉄釉

褐色微粒子

若千含む。

精良。器肉

5YR3/1灰 白

色

下半都
1/2

戸

紀

瀬

世
美濃産 17

6

lE-4コ

ウホ)一

括

陶器 大鉢 (168) 〈2 9〉 53 4

医部は輪条に削り、
30度弱の角度で立ち

上がり、中央付近か

ら緩やかに丸みを持

ロクロ整形。削 り込

み高台。

や
良
や

不

内外面とも
75Y6/3オ
リーブ黄色
の灰和

黒色微粒子

若干含む。

密、器肉

底部破

片

頑戸・美濃産 17

世紀初頭カ

7

lE-4コ

ウホリー

括

陶器
志野丸

皿
1) (69) <2 4〉 20 3

高台との境に平面を

設け、腰部分に鏑が

ある。深皿。

ロクロ整形。削 り出

し高台。
良毎

内外面 とも

10Y3/1灰 自

色の長石

綸、貫入 あ り

黒色微粒子

若千。やや

密、器肉
抑脇
頑戸・美濃産 17

世紀初頭
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第 25表 4号堀出土遺物観察表 (2)
整形の特徴 備 考

8

lE-4コ '

タホ)
W07十一―

脂

陶器
天目茶

碗
(■ 8) く4 5〉

穏やかな鼈口までは
40度 ほどの角度で直
線的に立ち上が り、
日縁部は垂直に、日

唇で外反する。浅い

器形。

ロクロ整形。 たっポ

リとした釉は、外面

下端のみ露胎。

優良

内外面とも
5YR3/2暗赤
掲色の鉄釉

黒色微粒子
若干含む。
器肉548/2
灰白色

膵部
1/3

内面一部に灰被
りの青変。
瀬戸・美濃産 17

世紀

9

lE-4コ

ウホ)一

括
陶器 茶壺 (90) 166, 152 6

球形に近い胴部から
頸部が垂直に立ち上
がる。口唇は玉縁を
呈す。頸部に圏線2

条。耳部は確認でき
ない。

ロクロ整形。 優良

外面
2 5VR6/3イ こ

ぶい黄色の

灰釉が斑に

掛る。

自色粒子や

や多い。器
肉5YR3/1紫

褐色

口縁部
破片等

吉津産か16世紀

末葉～17世紀前

葉ヵ

lE-4コ '

タホリー

括
磁器 青花碗 (40) 〈1 3〉 121

高台は鋭く澤く、底
部は平坦である。体
下端に丸みがみられ
る。

ロクロ整形。削 り出
し輪高台内外全面施
釉。高台下面のみ釉
剥ざする。

優 良

内外面とも
5Y8/1白 色の

釉。

黒色微粒子

若干含む。

緻密。

底部
1/2

呉須 (明群青
色)の染付。見
込み宝尽くし文

ヵ、底部外面に

角福 (隷書体 )

中国景徳鎮窯系

11

lE-4コ '

ウホ)一

括
弥生土器 塞 〈3 6〉 旧都中位。 全面細縄文。 良好

7 5YR5/1褐
灰色、外面

被熱のため

黒斑_

長石微粒子

若千含む。

緻密、器肉

破片 後期北関東系

(2)1区遺構外出土遺物 (第 44～ 46

本地区において検出された遺物のうち、

図 第 27・ 28図版 第 26～ 28表 )
遺構に伴わなかった遺物について以下に掲載する。

3
1-lE～ 01

■   
―
●` 、

臨―Ⅲ

-

くだ支イクr

ノド熊7
1-D6-bgr-01

9
1-D7-bgr-01

第 44図  1区遺構外出土遺物 (1)
0         1/3 10cm

1カ |

1-C6-cgr-01
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蛇の目釉剥ぎ

1-C5-cgr-03

28
1-C5d-03

第 45図  1区遺構外出土遺物 (2)

1-lW-04

ヤ篭静守‖27
｀
マ 刊立

26
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予ゝ

岸、

斜

ぜ雅0
1-lE-12

10cm

②

　

　

の
　
　
　
７

一　
　
　
　
一　
　
　
３５
向

ｏ

「

――

判

対

‐．‐

第 46図  1区遺構外出土遺物 (3)

蝉 38

0         1/3

第 26表 1区遺構外出 表 (1)

1 llVN05
土師質土

器
大杯 日径 (78) く2 9〉 273

突出した底部から浅
く広がり体下端から

碗状に立ち上がる。
内面底部に指頭痕が

残 り、薄くなる。

ロクロ整形。切 り離
し後、手持ちヘラ削
り、体部下端無調
整。

や
良
や

不

内外面

5YR4/2暗灰

掲色

長石・雲母

若干含む。

底部
1/5

2 lV―No4 かわらけ
B類中
皿
11 4 125 1

平らな底部から40度

角で直線的に立ち上
がる。

ロクロ整形。静止糸

切 り後、無調整。
艮好

全体
7 5YR7/2明

灰褐色で、
一部赤変

雲母微粒子

若千含む。
完存

3 かわらけ
A類中
皿

31 97 6

わずかに突出する底
部から全体として45

度に丸みを持つて立

ち上がる。

ロクロ整形。糸切 り

離 し後、一方向手持
ちヘラ削 り。内底面
にロクロロ明瞭。

良好
全面5YR6/6

褐橙色

長石・雲母

位子若干含
む。

全体の

1/2

lE―

P650No

4

かわらけ
B類中
皿
11 6 50 142 5

突出 した底部か ら30

度角で直線的に立ち

上がる。

ロクロ整形。左回転
糸切 り離 し後、無調
整。

優 良

全面
7 5YR6/6橙

色

雲母微粒子

若干含む。

精良。

ほとす完
存

5 かわらけ 中皿 縦59 横705
厚

ｉ
55 9 平

らな底部。底部周
辺打ち欠き。

ロクロ整形。切 りRL
し後、一方向の手持
ちヘラケズリ。

やや
不良
全面5YR5/2

灰褐色

長石・雲母

粒子若千含
Eす。

底部の
み
加工円盤

llI C5-
かわらけ 中皿 縦54 横56

厚

Ｉ

中央でやや窪んだ底
部。底部周辺打ち久
き。

ロクロ整形。糸切 り

離 し後、無調整。敷
物痕あり。

優良

内外面

10YR8/2灰 自

色

石英・黒色

粒子・雲母

若干含む。

底部の

み
加工円盤

7
lE―D6-

b一括
かわらイナ /1ヽ皿 〈1 8〉

接合部～脚部の資
料。脚はラッパ状に

開くものヵ。

ロクロ整形。底部の

観察できず。
良好

全面

7 5VR6/8橙

色

長石大粒多
く、軟質。

脚部
1/3

8
lE― C6-

c一括
土師質土

器
箱火鉢 く5 2〉

70度 で、直線的に立

ち上が り、日唇部分
は平坦となる。

板造 りヵ。 日唇から
3 5cm下 に直径13mm
の 8弁の印花文と浮
珠文の組み合わせ。

やや
不良

内外面

7 5YR3/4浅

黄桂色

長石粒多
い。器肉
N4/0灰 黒色

口縁部
破片

9

lE―D7
-b一
括

土師質土

器
十 能

縦
(74)

横
(82) 106 1

体部に丸みあるわず
か5cm弱 の深さで、
3 5cm幅 の把手が付
く。

手捏ね整形 ヵ。 内面
に指頭痕が連続的 に

残 る。

良好

内外面とも
10R2/1赤 黒

色

長石・石

英・雲母粒
子を含む。
器肉
7 5YR5/6明

把手付

近破片

lE一括
土師質土

器
焼塩壺 0> 1549 底はわずかに丸く

円筒状を呈す。
手捏ね整形。外 国縁
部横ナデ。

良好
全面5YR6/6

褐橙色

砂粒 。長石

粒多く含
む。 勲舅

- 36 -



第 27表  1区遺構外出土遺物観察表 (2)
備 考

11 lE一括 瓦質土器 内耳鍋 <5 7〉 717

直立する胴部から60

度ほど直線的に外反

する。内口縁部に把

手が1つつ く。

整形不明。ところど

ころに指頭圧痕残

る。

良好

勺外面

WR4/1暗 褐
え色

雲母微粒子

やや多い。

器肉5YR7/2

明褐灰色

で、芯は灰

黒色

口縁言[

破片

瓦質土器 箱火鉢 く11 6 754 1

四足の付 く、深さ

7 5cmほ どの火鉢の

一側面。表面には凹

凸なし。

割れ方から、側板と

底部を組み合わせて

いるようだ。足は整

形後に付け足してい

る。

良好

内外面5Y4/2

オ リーブ黒

色

長石粒・雲

母微粒子・

自色針状物

質を含む。

器胸黒色

一側面
のみ

lV―C5-
陶器

志野鉄

絵丸碗
(123) く5 3) 61 2

口唇でわずかに外反
する井戸茶碗形

ロクロ整形。 良好

内外面
25Y8/2灰 白
色の長石釉
たっぶ り。

黒色・赤色

粒子若干含

む。器肉

口縁部
1/4

内面に輪連鎖の

鉄絵 (2 6YR3/3暗

赤褐色 )

美濃産17世紀

14
lW―C5-

C
陶器 端反碗 (126) 〈6 8〉

口唇でわずかに外反
する深い井戸茶碗形

ロクロ整形。 優良

内外面
10GY7/2明 緑

灰色の灰釉

肇色・長石

笠やや多
口縁言Б
1/4
瀬戸・美濃産

15 陶器 丸碗 (3 16 81 7
高 さのある直線的な

高台に典型的な丸い

体部が続 く。

ロクロ整形。厚みの

ある肖」り出し高台。

全面施釉、畳付拭取

り。重ね焼きのアル

ミナ粒残る。

優良

内外全面

25Y7/4浅黄
色の灰 fBI

狭雑物なく

lt理細か

い。器肉
25Y8/2灰
自色

下半部
畳付釉拭き取 り

唐津産呉器手ヵ

陶器
天目茶

碗
<5 8〉 34 6

直立に近い口縁部か

ら1 8cm下 に柔らか

い鼈日がみ られる。

ロクロ整形。体下半

は丁寧な回転ヘラ削

り。高台は削 り出

し。

優 良

内面 外上
半5YR4/3に

ぶい赤褐色

の鉄釉

長石・石

英・黒色微

粒子を含

む。器肉
10YR3/1灰

白色

体部破

片

瀬戸・美濃産 17

世紀前半

17
lW十

S(502
∽器

総織部

折縁鉢
(67) く4 5〉 247

高台からす ぐに、碗

状に広が り、日縁で

やや幅広 く折れる。

内面は一面に連弁状

に丸ノミで削られ

る。

ロクロ整形。貼 り付

け高台はU字 を呈

し、体下端に強いロ

クロ痕を残す。

良好

内面及び外

上半分
7 5GY4/1F音

緑灰色の緑

釉外下半分
5Y6/1灰 色の

灰釉

褐色・黒色

微粒子若千

含む。器肉
75Y3/2灰
白色、肌理

細か�ヽ。

体都～

底都
1/5

畳付使用摩滅著

しい。二次被熱

美濃産

陶器
志野鉄

絵皿
54

幅広の削 り出し高台
のみ。

ロクロ整形。 良好

内面
7 5YR3/3浅

黄橙色、外

面7 5YR8/1

灰白色の長
石/EI

長石微粒子

若千含む。
底 部

内面笹の葉文鉄

絵 (7 5YR4/1)

美濃産

lE 陶器
志野鉄

絵皿
(3 05〉 106

比較的深い皿で、お

そらく削 り出し高台

であろう。

ロクロ整形。 優良

内外面

25Y3/1灰 自
色の長石釉

黒色微粒子

を含む。器

肉乳白色

口縁言Б

破片

内面圏線十草文

鉄絵 (10YR3/3)

美濃産17世紀前

半

lE―C5-

d一 括
陶器

志野鉄

絵皿
(112) (65) 〈2 6〉

小形の高台がつき、

膵部に鋭い調整痕に

よる稜が2段残る。

ロクロ整形。浅い削

り出し高台。体部回

転ヘラ削り2段あ

り。

良好

内外面
25Y8/1灰 白
色の長石釉
がたっぶ

り。

掲色微粒子

若干含む。

全体の

1/5

内面に圏線 +草
文鉄絵 (2 5YR4/4

赤褐色 )

瀬戸・美濃産 17

世紀前半

陶器 鉄絵皿 (119) (72) 22 31 3

浅い高台に体下端は

平らとな り、30度ほ

どの角度で立ち上が

り、中間で丸みを帯

び、日縁でさらに開

く。

ロクロ整形。V字の

低い削 り出し高台。

内外面に トチン痕各

1箇所あり。

良好

内外面
2 5CY5/1オ

リーブ灰色
の長石釉。

貫入あり。

(7 5YR4/3)

石英粒子や

や多い。器

肉5Y4/1黒

灰色

全体の

1/4

内面蘭竹文鉄絵

(7 5YR4/3褐 色 )

二次被熱

美濃産17世紀前

半

磁 器

銅緑和

蛇の 目

釉剥 ぎ

皿

く3 7〉 〈1 6〉 22 2
削 り出し高台。体下

端は平らに開く。

ロクロ整形。体下端

は丁寧な放射状ヘラ

削り。高台露胎。内

面蛇の目和剥ぎ。

優 良

内面10G5/1

緑釉、外面

灰釉素地
25Y7/1灰色

非常に堅

緻。器肉は

薄い。

底部破

片

二人被熱

唐津産17世紀後

半 (1650～ 1690

年代 )

陶器
一戸瀬

鉢

黄
く2 2〉 口唇を摘みあげる。

ロクロ整形。内面緑

釉(10GY3/1)流 し。
良好

内外面
25Y8/2灰 白
色の黄瀬戸

釉

彗。器 肉

15Y3/1自
色

日縁部

破片

願戸・美濃産17

世紀中葉

lE 陶器 播 鉢 7) く8 7〉 126 8

ほぼ45度 に直線的に

立ち上が り、日唇内

部に折 り返 し突帯が

巡る。

ロクロ整形。胴中央

に明瞭なロクロロあ

り。10本 1単位の櫛
目で、全面で6条ほ

ど播 り目。

良好

内外面
75R3/2暗紫
掲色の鉄釉

黒色微粒子

を含み、器

内2 5YR7/2

明赤灰色

日縁部

破片

順戸・美濃産大

窯第4段階16世

紀末葉

E一播 陶器 層鉢 (97) く8 0〉 773
平らな底部から、ほ

ぼ45度 に直線的に立

ち上がる。

ロクロ整形。高速回

転による糸切 り離 し

無調整、体下端手持

ちヘラ削り。

良好

外底面
75R3/2暗紫
褐色の鉄釉

内面
7 5YR3/2灰

白色

黒色微粒子

を含み、器

肉乳灰 自色

底部
1/6

内面橘 り目磨

滅。

瀬戸・美濃産大

窯期
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第 28表  1区遺構外出土遺物観察表 (3)

tW―

SK502
陶器

志野鉄

絵徳利
10 4〉 156 3

下膨れの胴部に、緩
やかにすぽまる肩部
が残る。

ロクロ整形。 優良

外面5Y8/3淡

黄色の志野

釉に貫入あ

り。

黒色微粒子

含む。器肉
5Y8/2灰 自

色

胴部破

片

胴部に植物文鋏

絵 (7 5YR2/3)

瀬戸・美濃産 17

世紀前葉

1-EC5-

d一括
磁 器 染付碗 〈2 5〉 87 体都

が垂直に近く半
筒形となる。

ロクロ整形 ヵ。 優 良

勺外 面N8/0
疋白色の透

月釉

精良。器肉

自色
体部破

片

呉須 (群青色 )
で内面四方欅文ヵ
肥前系18世紀中

葉～19世紀初頭 ヵ

1-EC5-

d一括
磁 器

染付筒

形碗
(53) 〈6 2〉 368

高台から平らに伸び
て体中央がわずかに

丸みを持つ筒形。

ロクロ整形。削 り出
し高台面に砂 目わず
か残る。全面施 frT、
畳付釉拭取 り。

優良

内外面
5GY3/1淡青
白色の透明
釉

精良。黒色

粒子若干含
む。

脚
防

呉須 (群青色 )
で梅文

肥前系17世紀前

築 (1610～ 1630

年代 )

lW一括 磁器
染付州

碗
29 707

垂直に立ち上がる高
台に典型的な半球形
の体都。

高台に重ね焼きの砂
目が残る、左右対称
となる。

優良
勺外面N8/〕

天白色

わずかな灰
白色

(N8/0)

全体の
3/4

外面5単位の摺
り絵。

頼戸・美濃産 19

世紀末葉以降

磁 器

染付人

角句干

形鉢

〈3 3〉 81
六角の一隅のみ。80

度の角度で直線的に
立ち上がる。

ロクロ整形。内面に
ロクロロ残る。

優良

内外面 とも

5GY3/1灰 自
色釉

致密。黒色
笠子若干含
し。

体都破
芹

外面呉須描 き、

籠 目文、「賓」宇 ヵ
肥前系18世紀末

葉～19世紀中葉

(1780～ 1860年
代)

lW―D5-
磁 器

染付小

皿
〈3 0) 118

休部全体に丸みが強
く、日唇のみ反り返
る。

ロクロ整形。 優 良

内外面
2 5GY8/1灰

自色の透明

釉

黒色微粒子

を含む。器
肉白色

体部破

片

呉須 (群青色)で
内面竹文、外面

唐草文

肥前系17世紀末

葉～18世紀後葉

(1690～ 1780年
イ代)

瓦 平瓦
長
(105)

幅

(118)

厚

ｉ
272 7 しヒ較的大きな平瓦。

木型 1個造 りの可能
性あり。

良好
表面5Y3/1オ
リーブ黒色

長石・雲母

若千含む。
器肉5Y7/1

仄白色

残片軽
量

瓦 桟瓦 縦43 横46
厚

Ｉ
32 2 平瓦の一部。

造 り方不明。裏面に

滑 り止めのスリット
あり。

良好
鷺E]N3/0コ 音
疋黒色

髭石・雲母

旨干含む。
畢内
'5Y6/1灰

残 片

丸に一字の押 し

型
19世紀以降

I―EC5-

d一括
石製品 抵 石

縦

(60) 横415
厚

Ｉ

使用面は一面のみ、厚さと幅からみて、提
げ砥と思われる。

全面10YR8/3

浅黄色
約半

分ヵ
疑灰岩質

鉄製品 角釘 長75

最太
10
(頭頂

部)

端

１

先

α
20 6

2寸強の基本的には
3mm角 の釘で、頭は

直角に打ち折れてい

る。

鍛造品
全体に、
5YR2/1黒褐
色

完存

鉄製品 火箸 長21 3
最太
07

端

３

先

０
46 6

頭端1 5cmの球形を
なし、あまり太さを

変えることなく、先
端のみ尖る。

鍛造品
全体に、
5YR5/6明 褐
色

完存

37 鉄製品 輸
径

０

外

■

径

５

内

５

太さ
07
厚さ
03

輪は全周 し、切れ 目
はない。内側が厚
く、外縁は尖る。

段造品

全体に、
5YR4/4に ぶ
い赤褐色

ほぼ完
存

lE一 括 弥生土器 士霊 〈6 7〉 く1 6〉
平らな底部から垂直
に立ち上がる。

賠土紐巻き上げ整
杉。外面付加条第 1

重縄文。底面木葉
真。

良好

内面5YR4/4

赤褐色、外

面5YR3/2暗

赤掲色

長石・雲母

粒子含む。

底部破
片
後期北関東系
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第 3節 2区  [第 1面 ]

1区 とともに、古絵図から武家屋敷の存在が想定されていた 2区の遺構構築時期は、整地面を挟んで上面である 1

面と下面である 2面に大別される。第 2面の遺構は 2号堀、SD251、 竪穴状遺構 1基 (SX2)で 、それ以外は第 1面の

遺構である。

第 1面の遺構には、掘立柱建物跡 4棟 (SB01～ 04)、 柵列 4条 (SA10。 12～ 14)、 井戸 6基 (SE01・ 05'06。 16・

17・ 18)、 池 (SXl)、 土坑 6基 (SK100・ 106・ 115。 116。 139。 652)、 溝 1条 (SD001)、 ピット多数が検出されている。

(1)SB(掘立柱建物跡 )

SB01(第 48～ 50図  第 8。 9。 28図版 第 29～ 31表 )

①位置・重複 :F12a～ d、 F13c、 G12a・ b、 G13aに位置する。

SE01に切られる。

②形状・規模・覆土 !掘方を伴う掘立柱建物跡である。桁行は

北と南で 4間の P14・ P40の存在より総柱と判断した。桁行の柱間

は、北が P03～ 06ま での各柱間は 1.97m、 P06・ 07は 2.18mを

測り、合計 8.09mと なつている。北と同様に、南の Pll～ 13お よ

び P13・ 01の柱間も 1.97 mo P10。 11間 は 2.18mを測り、合計 8,09

mと なっている。妻側の柱間は西と東で異なり、西が 2間で東が 3

間の側柱である。妻側は、西で POⅢ 02間および P02・ 03間で各 2.80

mの合計 5.60m、 東は P07～ 10ま での各柱間で各 1.87mを浪Jり 、

合計 5.61m≧ なつている。柱穴の規模は第 29表に示す通りである。

柱穴は 46～ 130 clllのものがあり径は 60～ 90 cmが多い。深さは 50

～ 72 cmの ものがあり50～ 60 cmの ものが主体となる。柱の痕跡を

示すピットは P02・ 03・ 05。 06・ 11・ 12が あり、木質が残存するも

のは P02・ 03で ある。裏込めは、P03の 2～ 4層、P07の 2～ 5層、

P05の 3・ 4層、P06の 2・ 3層、Pll・ 12が あり、黒色土≧なっている。

③長軸方向 :N-22° 一W

④施設 (掘方):東壁際から南壁際を通り西壁際に抜ける壁周溝

は、幅 10～ 35 cm、 深さ最大 12 clllを測る。次に掘立柱建物跡の桁

行に沿う形状で 7.75m× 2.65mの東西に長い不整精円形の掘方が

存在する。また 185 cm× 165 cm、 130 cm× 115 cmと いつた土坑状の

掘方も存在し、P05。 P06と いつた掘立柱に切られている。また側

柱のすぐ内側に、1.90～ 2.10mの 間隔で並ぶピットP17～ 22の 7

基がある。それは P17に始まって、掘立柱建物跡の桁行南側の内に

沿つて東に向かい、P20で L宇に折れ由がり、妻側西の内を北に向

かってP22に至る。これらピットは長径 18～ 54 cmの円～楕円形で、

深さは 17～ 47 cmで ある。底部標高は 23.98～ 24.24mである。そ

の他のピットは P23～ 41があり、大半が周溝の内側に存在し、周

溝に沿つて並んでいるものもある。長径は 18～ 96 clllで 概ね 30 clll

前後の円形～精円形ピットで、深さは 7～ 64 cmで概ね 30 cm前後を

測る。

第 29表  SB01ピ ット計測表

P番 号 旧番号
径

お

長

体

径

論

短

体

手
ご

諭

深

●

底部標高
(m) 備考

SB01-P01 23 87

SB01-P02 24 04 木質残存

SB01-P03 本質残存

SB01-P04

SB01-P05 24 00

SB01-P06

SB01-P07 52 24 10 P22、 P35を切る

P08 SB01-P08 )37を切 る

P09 SB01-P09 24 01

SB01-Pll 23 88

Pll S801-P12

SB01-P13 23 83

S80ユ ーP14 23 76

P14 SB01-P15 木質残存

24 03

12

24 24

23 98

24 07

P031 3( 37 24 14

24 16 )39を切る

P025 '07に切 られ る

24 08

P24 P163 と7

3(

lZ 23 88

30

31 24 11

P29 P167 42 23 96

40 40 27 24 16

24 20

P027 24 22

30 28 89

P040 94 07

P026 23 87 P07に切 られ る

42 47 24 04

Pl13 P08に切 られ る

7 24 41

P39 40 P211こ切られる

13

P41 21 24 10
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第 47図  2区全体図
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⑤出土遺物 :以下に 12点の図および観察表を示した。

A        P01
L=24 600m_

〕

Ｔ
繋

８
ｇ

T

gト 1莉

P045

①

ｒ

一

一

麓

Ｐ３２⑩

C

と=24 600m

第 48図 SB01(1)

剛δ与
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Ｂ
一〇ＯｍＬ

P13 P14

9

T

gト

L=24

Ｇ

一
〇Ｏｍ

(φ 2～ 10 Fm)・ 粒子が混在 しマー

(φ 2～ 101u)・ 粒子が混在 しマー

(φ 2～ 10 mm)・ 粒子が混在 しマー

2層 7 5VR4/2灰褐色土 オリーブ灰色土ブロック (φ 2～ 10m)
粒子が混在しマーブル状をなす 粘質 粘性・しまり中
3層 7 5YR4/2灰褐色■ 黄色とが厚さ40Шで層状に入る 粘性
しまり中

4層 7 5YR3/2黒褐色土 オリープ灰色上ブロック (φ 2～ 10m)・
粒子がマーブル状に入る しまり弱

「
μ
Ｏ

〕
Ю
Ｏ

「
．

褐色上。オリー

(φ 2～ 10Ш )・ 粒子が混在しマー

(φ 2～ 10 mm9・ 粒子が混在しマー

(o2～ 10 dm)粒 子が混在しマー

(o2～ 10 Bm)粒 子が混在しマー

IIB色 土 ,オ リーブ灰色上がマーブ

(o2～ 10m)・

しまり中

］
中
首
　
」ヽ 第 49図 SB01 (2)

齢      上

1層  7 5YR4/ワ 灰傷色土 オ リーブ灰色土ブロック

ブル状をなす 粘質 粘性  しまり中

2層  7 5YR3/1黒褐色土 オリーブ灰色土ブロック

ノル状をなす ンル ト質 粘性強  しまり中

3層 7 5YR4/2灰福色士 オ リーブ灰色土プロック

ブル状をなす 砂質シル ト 粘性強 しま り中

1層  7 5YR1 7/1黒色上  しまり弱

I層  7 5YR1 7/1黒色上 しまり弱 シル ト
2層  7 5VR4/2灰褐色上 オリーブ灰色土プロック (ゅ 2～ IO m)・
粒子が混在じマーブル状をなす 粘質 粘性 。しまり強 砂質シル
ト

3層  7 5YR3/2黒褐包士 オツーブ灰色上プロック (φ 2～ 10蜘)
中 しまり強
4層 7 5YR2/1黒色士 オリーブ灰色上ブロック少 しまり強 砂
質シル ト

5層  7 5YR3/2黒褐色上 灰色上・黒色上・黒堅土

ノ灰色上がマーブル状に入る しまり強 シ′レト

1層 7 5YR4″ 灰掲色上 オリーブ灰色士ブロック

ブル状をなす 粘質 粘性・ しまり中

2層  7 5YR3/1黒褐色土 オリープ灰色土プロック

プル状をなす シル ト質 粘性強 しまり中

3層  7 5YR4/ワ 灰褐色土 オリーブ灰色土プロック

ブル状をなす 砂質ンル ト 粘性監 しまり中

1層  7 5YR1 7/1黒色土 褐色士粒子多 しまり弱
2層  7 5YR1 7/1黒色土 褐色土粒子多 しまり弱
3層  7 5YR4/2灰褐色土 オリーブ灰色上ブロッタ
ブル状をなす 粘質 粘性・ しまり中
4層  7 5YR3/2黒褐色土 灰色土・黒色上・黒堅上
ル状に入る しまり強 ンルト

1層 イ5YR1 7/1黒色上 しまりSS
ワ層 7 5YR3/1黒掲色土 オリーブ灰色土プロック
粒子が混在じマーブル状をなす ンルト質 粘性強
3層  7 5YR1 7/1黒色土 しまり弱
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1層  7 5YR4/2灰 褐色土 オリープ灰色上ブロック (φ 2～ 10剛)・ 粒子が混在 しマーブル

状をなす 粘質 粘性・ しまり強

2層 7 5YR3/1黒 褐色土 オツーブ灰色上プロック (o2～ 101m)粒 子が混在 しマーブル

状をなす シル ト質 粘性 。しまり強

3層  7 5YR4/2灰 偶色土 オ リーブ灰色土ブロック (φ 2～ 1011m)少  粘質 粘性  しまり

強

4層  7 6YR1 7/1黒 色土 粘性・ しまり強

5層  7 5YR4/2灰 褐色土 オリーブ灰色土プロック (o2～ 10m)多  粘質 粘性・ しまり

中

6層 7 5YR4/3褐 色土 粘牲・ しまり強

1層  7 5YR2/1黒色土 (砂質)黄 色土ブロック (o2～ 10m)粒 子少 粘性中 しまり強

1層  7 5YR1 7/1黒色土 黄色土プロック (φ 2～ 103m)粒子少 粘性強  しまり弱

1層 7 6VR2/1黒色土 黄色土プロック (o2～ 10 mI)・ 粒子中 粘性 。しまり強

2層  7 5YR2/1黒色士 黄色土ブロック (φ 2～ 10 om)・ 粒子多 粘性  しまり強

1層  7 5WR2/1黒色上 黄色土ブロック (ゅ 2～ 10 wII)・ 粒子中 炭化物少

1層 7 5YR2/1黒色土 黄色士ブロック (φ 2～ 10血)粒子多 粘性 しまり強

1層  7 5YR2/1黒色土 黄色上ブロック (φ 2～ 10m)粒子少 粘性 しまり強

掘り方

1層  7 5YR3/1黒掲色土 黄色上プロック (φ 2～ 10剛 )・ 粒子少 酸化鉄多

2層  7 6YR2/1黒色土 黄色土ブロック (わ 2～ 10m)・ 粒子中 炭化物少

3層  7 5YR3/4暗褐色土 黄色上ブロック (φ 2～ 10 tm)粒 子多 (マープル状)

軍 ワ 戻藍 房 せ プ 軽 な フ
―・ |モぞ零当監夕  2-SB01-02 速錢嚢舞色

―
L彩

2-SB01-08

朝
蜘弾

鰤
弾

両‐‐‐‐‐‐‐‐‐―‐‐――‐‐――‐十日日日】］ＭＭ脚・・２弾

‐』
‰
、
観
彪
一

10cm

2-SB01-10

0          1/3

第 50図  SB01出 土遺物

番 号 注 記 種 類 器 種 口径 重 畳 器形 の特徴 整形の特徴 成 魯調 胎 土 残存度 備 考

1 S801No かわらけ
A類中
皿
97 47 3 1 869

突出する底部に35

度角で緩やかに立

ち上がる。

ロクロ整形。右回

転糸切 り離 し後、

無調整。

優 艮

全体
2 5YR6/8赤

橙色

雲母微粒子

若干含む。
完存

2
2-SB―

P10
かわらけ

類

皿
(51) 196

30度ほどの角度で

大きく開く。
ロクロ整形。 良好

全体5YR6/8

橙色

雲母微粒子

若千含む。

口縁部
の1/4

3
2-S301

ホリカタ
かオつらけ

A類 中
皿

(48う 〈2 6〉 21 1
平 らな底部から40

度角で緩やかに立

ち上がる。

ロクロ整形。 螢
良

全体
7 5YR7/6橙

色

自色粒子・

雲母微粒子

若干含む。

底部の
と/4

4
2-SB―

p6-1
かわらけ

A類小
皿

39 22

やや突出した底部

から40度角で緩や

かに立ち上が り、

口縁部でさらに開

く。

ロクロ整形。左回

転糸切 り離 し後、

手持ちヘラ削 り調

整。

優 良

全体
10YR8/2灰

自色

緻密。

雲母若干含

E」
 。

全体の
3/4
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第 31表  SB01出 土遺物観察表 (2)
番 号 注記 種 類 器 種 日径 底 径 器高 重 量 器形の特徴 整形の特徴 焼成 色 調 胎 土 残存度 備 考

2-

SB01No

l

かわら1す
A類豆
皿

61 32 2 40 4
から65度角で立ち
上が り、日縁部で

直立する。

ロクロ整形。 良好

全体
7 5VR72明
褐灰色

自色粒子・

雲母微粒子

若干含む。

完存

灯明油皿に転

用、灯心油痕
1か所確認。

6
2-SB01

ホリカタ
かわらイサ

A類小
皿

(30) 24 12 4
平 らな底部から35

度角で緩やかに立

ち上がる。

ロクロ整形。 良好

全体5Y6/1

灰色外面一

部5Y72灰
黄自色

自色大粒若

千含む。
脚
璃

III鞘 に転用

2-SB01

ホリカタ
かわらけ

A類ガヽ
皿

(5 8) 124
突出する底部から
35度 で立ち上が

る。

クロ整形。 良好
全体5Y6/1

灰色

自色微粒子

若千含む。

底部の

1/4
増蝸に転用

8
2-SB01

ホ,カタ
土師質土

器

片口悟

鉢
く4 7〉 535 45度角で直線的に

立ち上がる。

回転台使用。片口

は指頭圧痕。5本

1単位の櫛 目。

良好

内外面
10YR5/31こ

ぶい黄褐色

雲母微粒子

若干含む。
器肉10YR4々

淡褐色

口縁部

破片

9

2-SB―

96-一

悟

陶器
天 目茶

碗
(100) 55 355

高台か ら70度角で

丸みを持つて立ち
上が り、鼈口から
垂直となり、日唇
は外反する。

ロクロ整形。削 り

出し高台。体部下
端回転ヘラ肖∬り調
整。

優 良

7 5VR2/1黒
色 と

7 5YR4/4褐
色の鉄釉

黒色微粒子

若千含む。
露胎・器肉
25Y3/1灰
自色

口縁部
1/8

瀬戸・美濃産
17世紀前半

陶器 丸碗 5 1 く2 3〉 89 3
内反 り高台から半
球状に広がる。

ロクロ整形。高台
内に輪 トチ痕あ

り。
優 良
内外面淡緑
色の灰釉

器肉N8/0灰

白色

底部の

み
頼戸・美濃産

大窯期 ヵ

11

2-SB―

P13-―

括

土製品
加工円

盤
縦54 模54 厚

1 15

円形に打ち欠き整形。内面ハケロあり。
外面スグレ状圧痕ヵ。 良好

勺外面
1 5YR2/3極

ピ褐色

白色粒子や

や多い。器

肉2 5YR7/6
橙色

完存

土師質土器

(調理具・暖

房具類)の底
都転用か。

2-SB―

p6-――

括

石製品 砥 石
縦

(105)
横37 厚 19 100 4 民軸断面山形。表裏

生面を主に使用。
右面に鋸 目残る。

5CY8/1オ

リープ灰 自

色
不 明
疑灰岩製。鎌砥

石。

身

上

『
〇
ヽ
　
　
　
　
　
１
』
ｒ

|>

第 51図 SB02(1)
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SB02(第 51～ 53図 第 9。 10。 28図版 第 32・ 33表 )

①位置・重複 :Fll b・ d、 Fl歩aに位置する。ピットP060を切る。

②形状・規模・覆土 :妻側 2間、桁行 3間の総柱である。妻側は北の P01・ 09。 10の各柱穴間で 195m、 合計 3.90

m。 南側 P04・ 05・ 06の柱穴間も同様の距離を涙Jる。桁行の柱間距離は、西が P01・ 02問および P02・ 03間で 193m、

P03'04間で 2.06m、 合計 5.92m。 東側 P06～ 09も 同様の距離を測る。柱穴の平面形状と規模は、80～ 102 clllの

平面円形～精円形で、深さは 41～ 99 clllを 測り50～ 80側が多い。

柱穴 P01・ 02・ 09か らは角柱が底部に、Pllか らは柱材の痕跡を示す木質が覆土中に、P01・ 04か らは根石が底部で

検出されている。角柱の幅は P01が 12.5 cmを 測る。柱穴の裏込めは、P09でオリーブ灰色土と暗褐色上
の互層第 2

～ 7層で構成される。

③長軸方向 :N-65° 一E

④出土遺物 :以下に図・観察表を示した。

⑤備考 :プラン西側に並ぶ石が存在する。

1層  7 5YR3/4暗 褐色上 粘性  しまり強

2層  10Y5/2オ リーブ灰色上 3類以上がマーブル状に入る 粘性  しまり強

3層  7 5YR2/1黒 色上 粘性  しまり強

4層  7 5VR1 7/1県 色土 粘性  しまり強

第 32表  SB02ピ ン

o         1/60         21n

2-SB02-pl-01 2-SK89-01

0          1/3         10Cm

第 53図  SB02出 土遺物
第 33表 SB02出土遺物観察表

器 種 底径 琶 畳 器形の特徴 整形の特徴 障 成 色調 残存唐 備 考

1

2-

SB002-
Pl

かわらイナ
A類中
皿
(116)

“

1) 3 35 35 6
突出 した底部から

40度角で緩やかに

立ち上がる。

ロクロ整形。回転

糸切 り離 し後、無

調整ヵ。

lI艮

全体

7 5YR3/3浅

黄橙色

白色雲母微

粒子若干含

む。
中腑

2 ―SK89 かわらけ
A類小
皿

(9 6) (56) <3 0〉 8 1
笛体に丸みのある

本部。
クロ整形。 良好

全体 N6/0灰 三母微粒子

旨千含む。

日縁都

破片
甘蝸に転用

SB03(第 54・ 55図 第 10・ H。 28図版 第 34・ 35表 )

①位置 :Fll c・ d、 Gll bに位置する。プランの南側は調査区外である。

②形状・規模・覆土 :現形状から桁行 2間、妻側 2間で、柱 7基のうち Pl。 3・ 4・ 5。 7が主柱、P2・ 6が支柱と

推定される。桁行と判断される西の Pl・ 2間で 1.00m、 P2・ 3間で 1.00mと なり、東の P5・ 6間で 0.98m、 P6・
7

間で 1.20mと なる。他方、妻側と判断される北は、P3・ 4間が 1.80m、 P4・ 5間が 1.98mと なる。太さ 12～ 18 cm

の角柱が Pl・ 3・ 4・ 5。 7か ら検出されている。現形状から南北に長い長方形プランと推定される。裏込めは P2の暗

褐色土である 2層、P4の極暗褐色土～黒色土である 2・ 3層、P7の黒色土である 2層からなつている。

Ｃ

一
７００ｍ

彎

P番号 旧番号
長 径 径

諭

短

体

さ

ｍ
ぅ

深

モｃ

底部標高

(m)
備 考

P01
23 93 本質残存

23 94 木質残存

53

23 95 根石残存

P06 23 93

23 84 木質残存

23 96

Pll Pll 23 98 木質唆存
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．

庁
時
ヽ
刊
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ｇ

囀

③長軸方向 :N-27° ―W

④施設 :東西にピットが並んだ柵列 SA10が北側に位置している。

⑤出土遺物 :以下に図。観察表を掲載した。

D

L=24 700m

第 34表 SB03ピ ント計測表

|∞

Pl

Ｆ
＝
や
ヽ

刊
〇
〇
ヨ

_Jコ ____」

旺

Yl___∫ 乳 _wO∝ ,何
`Э                          ラd  060d               gd      0

1買           数1   引

ｇ
Ｏ
Ｏ
卜
帯
劇
Ｈ
コ

＜

上

0         1/60         2m

1層  7 5VR2/1黒 色上 黄色上ブロック (φ 2～ 10「m)粒 子 炭化物微
粘性  しまり強

2層  7 5YR3/4暗 褐色上 炭化物微 粘性・ しまり強

I層  7 5YR2/3極 暗褐色土 黄色土プロック (o2～ 10mm)・ 粒子微
しまり中 (砂質 )

2届  7 5YR4/3褐 色土 黄色土ブロック (φ 2～ 1011m)粒 子主体
しまり強

3層  7 5VR3/1黒 褐色土 黄色土ノロック (。 2～ 10mm)・ 粒子少
しまり強

4層  7 5YR1 7/1黒 色土 黄色土ブロック (o2～ 10mm)粒 子微
しまり強

Ocm

粘性 ,

粘性

粘性

粘性

SB04(第 56図 第 11図版 第 36表 )
①位置 :G12a・ bに位置する。桁行は調査区

外にあるため詳細不明である。

②形状・規模・覆土 :妻側 2間である。Pl・ 2

及び P2・ 3間は 1.50mで合計 3mを測る。各ピッ

ト内には、地山上に直接礫を置いた状態の根石が

多量に検出されている。根石のみの検出だが

現形状から礎石建物の可能性が考えられる。P2

から形状不明の柱材が検出されている。

③長軸方向 :N-62° 一W

④出土遺物 :傑のみであつた。

0         1/60         2m

第 56図   SB04

P3   Q075     4

０７

　

７８

Ｐ２
０
０

れ

調査区外

P番号 旧番号
径

〔

長

体

径

〔

短

体

さ

い

深

体

底都標高
(m) 備 考

S303-
24 02 木質残存

P076 24 07 木質残存

24 17 本質残存

24 05 木質残脊

P7 24 10

P7 SK150 木質残存
第 55図  SB03出 土遺物

晶『抵諄Fを
粗く
 十二ケ【奪影孫窪霙 良好1庚呂とあ箕 眠皇弊■子客基

噂▽ン米
 1若
千含む。

瀬戸・美濃産大

窯第4段階ヵ16

世紀末葉。

調査区外

L=24600m

36表  SB04ピ ット言十
P番号 旧番号

径

お

長

体

短 径 さ

い

深

体

底 部 標 高

(m)

Pl P205 15

14

P3
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(2)SA (相肝テ1)

SA10(第 57図  第 37表 )

①位置 。重複 :Fll c・ dに位置する。

②形状・規模・覆土 :長径 32 cm～ 40 cmの 平面円形～精円形ピントPl～ 4の 4基で構成され、深さ20 cm～ 57 clll、

底部の標高は 24.05m～ 24.36mを測る。杭の間隔は Pl・ 2間 が 1.98m、 P2・ 3間及び P3。 4間 が2.04mを測る。

P4で は底部に根石が設置され、丸杭が残存する。覆土は黒色土の単層によりなる。

③走向方位 :N-68° 一割

④出土遺物 :かわらけ その他土師質土器
__  SA10

Ａ

一
　

ヽ

ゅ

1層  7 5YR1 7/1黒色土 黄色土ブロック (o2～ 101m)粒子微 炭化物少 粘性  しまり強

2層  7 5YR3/1黒 褐色土 黄色土ブロック (o2～ 10剛)粒 子強 炭イヒ物少 粘性  しまり強

3層  7 5YR1 7/1黒 色上 黄色士ブロック (φ 2～ 10 ma)・ 粒子微 炭化物少 粘性  しまり強

4層  25Y4/6オ リーブ褐色土 炭化物少 格性  しまり強

1層  7 5YR2/1黒 色土 黄色土ブロック (o2～ 10硼 )粒 子少 粘性強  しまり中

SA12(第 58・ 59図 第 28図版 第 38・ 39表 )

①位置・重複 :F13b、 G13aに位置する。整地面で埋められた 2号堀に沿つて南北に並んでいる。P122を切る。

②形状・規模 :長径 48～ 60 clllの 平面円形ピットPl～ 4の 4基で構成され、深さは 54～ 68 clll、 底部の標高は

23.82～ 23.95mを測る。杭の間隔は Pl。 2間 1.92m、 P2・ 3間が 1.92m、 P3・ 4間が 1.90mを測る。P2に は径

15 cm、 杭基都が出土している。

A

L=24 700m

P079P088

1層  7 5YR4/4褐色上 黄色上ブロック (φ
2～ 10a8t)・ 粒子多 炭化物 (o2～ 10剛 )

少 継性・ しまり強
2層  7 5YR1 7/1黒色上 黄色土プロック

(φ 2～ 10剛 )粒子少 粘性 しまり強

1層  7 5YR2/1黒色上 黄色土ブロック (φ 2～

10硼)粒 子少 炭化物少 粘性強  しまり中

2層  7 5YR2/3極 1旨褐色土 黄色上ブロック (ゅ

2～ 10日 m)粒 子多 粘性  しまり強

第 57図  SA10

第 37表  SA10

P4  止

o         1/60         2m

ピッ ト計測表

第 58図  SA12

P番号 旧番号 離
でｃｍｊ

径

ｍ，

短

ぐｃ

さ

ｍ，

深

ｔｃ

底部標高

(m)
備 考

P2 57

24 27

P057 根石残存

螂υ

m

I層  7 5YR2/】 黒色土 黄色土ブロック (o2～ 1041m)・ 粒子多

粘性 しまり中
2層  7 5YR1 7/1暴色土 黄色土ブロック (o2～ tO ma)粒 子少

粘性中 しまり強
3層  7 5YR2/」 黒色土 黄色主粒子微 粘性強 しまり中

第 38表 SA12ピ ット計測表

P番号 旧番号
径

ｍ、

長

体

径

お

短

体

さ

　

ｍ，

深

でｃ

底 部標 高

(m)
備 考

Pl 23 82 木質残存

木質残存

P3

P4 P121 23 82
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鵡

③走向方位 :N-31° ―E

④出土遺物 :以下に図および観察表を示した。

孔

2-Pl17-01

f垂嘉三ことここSI手〉
2-SK18-01

0          1/3 10cm

第 59図 SA12出土遺物

番 号 口径 底 径 器 高 整形の特 4 胎 土 残存度 備 考

1 2-Pl17 かわらけ
A類小
」ll

45 2 15 60 9
平 らな底部から40

度角で緩やかに立

ち上がる。

ロクロ整形。左回

転糸切 り離 し後、
無調整。

艮好

全体
10YR8/3浅

黄色

掲色微粒子

若干含む。
完存

2
,Kl17
かわらけ

C類小
皿
62 371

わずかに突出気味
の底部から60度角
で直線的に立ち上
がる。歪みあり。

ロクロ整形。右回

転糸切 り離 し後、
手持ちヘラ削 り調
整。

優 良

全体
10YR7/31こ

ぶい黄橙色

雲母微粒子

若千含む。
完存

3
SK121

陶器 花生 (12 4 ■96

下半部でわずかに

すばまる胴部に大

きな頸がつ く。頸

部に穿子とあ り。

回転台使用。内面
にロクロロの凹凸

顕著。胴部外面削

り、丸 ノミ削ぎ、

長石釉流 し掛け。

優 良

内面 '外面
一部5CY3/1

緑白色の灰

釉

黒色粒子若

千含む。

器肉N8/0自

色

胴部の
1/4

頸都穿孔に鉄付

着、壁掛け金具

痕跡 ヵ。

美濃伊賀花生

美濃産17世紀初

頭

4 2-S(18
土師質土

器
焙 烙 (212) (179) 4 64 4

lcm弱 と浅く、体

邪に丸みある。

手捏ね成形。体部
ミガキ調整。

良 好

内外面
7 5YR7/31こ

ぶい灰褐色

白色粒子者

千含む。

器肉75Y8/〔

浅黄橙色

底部破

片

丹波産 ヵ

5 焼締陶器 信鉢 〈5 5〉 43 3
麻部は45度角に開
く。

体部横ナデ。6本

1単位の櫛 目。
艮好

内外面
7 5YR6/4に

ぶい橙色

白色大粒多
い。器肉
75Y阻 /1黒
掲色

体部破
片

SA13(第 60,61図 第 28図版 第 40,41表 )
①位置・重複 :整地面下に埋めたてられたSX2(竪穴状遺構)に沿つて東西に並んだ形状で検出されている。

G13c・ dに位置する。

②形状・規模 。覆土 :長径 28～ 48 clllの 平面円形～楕円形ピットPl～ 5の 5基で構成され、深さは26～ 56 clll、

底部の標高は23,89～ 24.13m。 杭の間隔は、Pl・ 2で 1,13m、 P2・ 3で 0。 71m、 P3・ 4間で 1.34m、 P4・ 5間で

1.20mを測る。このうち Pl・ 4・ 5では杭の木質が残存する。裏込めはPlで黒色土である。

③走向方位 :N-65° 一W

④出土遺物 :石製品
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1層  7 5YR2/1黒色土 白色粒子 o2剛微 粘性強

しまり中

2層  7 5YR1 7/1黒色土 白色粒子 o2mL少粘性

しまり強

1層  ?5YR3/4暗 掲色土 黄色土粒子 白色粒子 o211m

中 粘性強 しまり中

2層  7 5YR1 7/1黒色土 白色粒子 φ2画少 粘性  し

まり強

3層  7 5VR2/1黒色上 褐色粒子 φ2mm微  粘性強 しま

り中

∞

７
髯

８
ｇ

博

SA13

ん

Ｐ
A'

0_ツ 側 _卓 m

ピント計浪J表

2-SK09-01

♀          1/3         1.OCm

第 61図  SA13出土遺物

1層  7 5YR1 7/1黒色土 粘性弱  し

まり中

1層  7 5YR1 7/1黒色土 黄色土ブ

ロック (φ 2～ 10剛)粒 子中 粘性

弦 しまり弱

2層  7 5YR1 7/1黒色土 黄色上ブ

ロック (φ 2～ 10Ш )・ l~子少 粘性

強  しまり弱

3層  7 5YR1 7/1黒 色土 黄色土ブ

ロック (ゅ 2～ 1011)粒子多 粘性

しまり強

4層  7 5YR4/4褐色土 黄色土ブロッ

ク (φ 2～ IO flm)粒子微 粘性  し

まり強

A

L=24 600m

l層  7 5YR2/1黒 色土 粘性強

しまり中

2層  10Y5/2オ リーブ灰色土

粘性中 しまり強

1層  10Y5/2オ リーブ灰色土 (o2～

20m砂 礫)黄 色土ブロック (φ 2～ 10

ala)・ 粒子多 粘性な し しまり強

1理  IA齢    止
o          1/60          2m

40ヲ電  SA ツ

P番号 旧番号
径

０

長

くｃ

径

お

短

体

一
ご
　
お

深

体

底都標高

(m)
備考

PJ P009
木質残存
P010に切られる

P156 24 11

木質残存

27 木質残存

第 41表 SA13出 土遺物観察表
器種 底 径 器形の特徴   1  整形の特徴 戒 俸 調 胎 土 備 考

1 2-SK09 石製 品 火打石 縦53 横40 厚13 50 1
幅4cm、 厚 さ1 2cmの 長方形の石。側面に打

らかかれた痕跡あり。

7 5GY6/1緑

灰色
チャー ト質

ＳＡ‐３で
図第

SA14(第 62・ 63図 第 28図版 第 42・ 43表 )

①位置 :F12a・ cに位置する。

②形状・規模・覆土 :SB01と 02と の中間に存在し南北に並んでおり、長径は40～ 72 cmの平面円形～精円形ピッ

ト5基で構成され、深さ20～ 53 clll、 底部の標高24.08～ 24.25m。 柱間は、Pl・ 2間が 1.20m、 P2・ 3間 が0.60m、

P3・ 4間が 1.09m、 P4・ 5間が 0,90mを沢Jる。裏込めは P3・ 4で認められる。/TC土はP3は黒色土
。オリーブ灰色土

の

も最滝≧ど員ε二了 Tの

4層からな観

 2 s屈 4

④出土遺物 :かわらけ           O_P4  _⌒ P2  覺
⑤備考 :形状から2棟の仕切りである可

二
會ヒ性が考えられる。

第 62図  SA14

第 40表  SA14ピ ント計測表

遺構番号 P番 号 旧番号
径

ｍ，

長

ぐｃ

径

ｍ＞

短

ぐｃ

さ

ｍ＞

深

ぐｃ

底部標高

(m)
備考

Pl P161
木質残存

P162に切られる

P2 P050 24 08

P051 24 25

24 19

P5 24 32
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れ館与
0           1/3 10cm

第 63図  SA14出 土遺物

SE01(第 64・ 65図  第 12図版 第 44表 )
①位置・重複 :G12グ リンド中央において検出された。

②形状・規模・覆土 :SB01と 重複関係にあるものの、直接時期を判断する切り合い部分が無く、新旧関係は判断

がつかない。また、小規模な P128な どが近接して穿たれており、覆い屋があった可能性もある。

井戸は円形の石積み井戸である。掘り方の平面形状は直軸 2.35m、 短軸 2.15mの ほぼ円形で、確認面より2.30m

掘 り下げ、U字形を呈する。この穴の底のほぼ中心部分に、直径 80cmの空間を残すように、円形に人頭大前後の痛

平な礫を積み上げている。裏込めは上層部で確認できたところによれば、石積みに合わせて公々に充填されたものと

想定されるが、下位は湧水と崩落により図化には至っていない。井戸の内部には粘土質の覆土が充填されていたが、

2層下には礫が大量に投げ込まれており、井戸跡を封鎖するために意識的に行われた可能性が高い。

③長軸方位 :N-20C― E

④出土遺物 :以下に図及び観察表を

示 した。

1層  7 5YR3/4暗褐色■ 礫 (φ 20～ 100 ED)多  砂礫 (φ

211B)多  粘性強  しまり中

2層  7 5VR2/1黒 色土 礫 (o10～ 100 DII)中  砂礫 (φ ?II m)

中 粘性  しまり中

3層  7 5YR2/3黒褐色上 礫 (φ 2～ 10 nd)中 砂礫 (ゅ 2凹 )

中 粘性中 しまり強

4層  7 6YR2れ 黒色土 礫 (φ 2～ IO硼 )少  砂牒 (o2剛 )

少 粘性  しまり強

5層  7 5YR5/6暗褐色土 黄色土ブロック (φ 2～ 10 um)

多 粘性  しまり強

6層  7 5YR5/6,普 褐色土 黄色土ブロック (φ 2～ 10m4)

主体粘性・粘性弱 しまり強

7層  7 5YR2/1黒 色土 礫 (φ 2～ 10硼 )少 砂礫 (φ 2m)

少 粘性  しまり強

8層  7 5YR5/6暗掲色上 黄色土ブロック (φ 2～ 10m)

主体粘性 粘性弱  しまり強

9層  7 5YR1 7/1黒色上 砂礫 (φ 2血)少 粘性  しまり

強

10層 7 5YR5/6暗褐色土 黄色土ブロック (φ 2～ 10硼 )

多 粘性  しまり強

H層  7 5YR5/1褐灰色土 粘性なし しまり強

12層 75Yく 7/2明褐灰色士 粘性  しまり強

13層 7 5YR6/1褐灰色土 礫 砂利の層 用性な じ しま

り強

14層 7 5YR7/2・ 0/1明掲灰 褐灰色上 粘性中 しまり強

15層  7 5Cγ 5/1オ ツーブ灰色土 砂粒多 粘性  しまり中

10層 7 5GY6/1オ リーブ灰色上 砂質・砂利含む 粘性

しまりなし

Ｅ
Ｏ
Ｏ
ゆ
甘
僻
Ｈ
Ｊ

∞

∬
一

Ａ

．
５００ｍ卜

0         1/60         2m

突出気味の底部か

ら30度角で丸みを

持つて立ち上が

る。

ロクロ整形。切 り

し不明。一方向

(3)SE(井戸 )

毛
~~~~｀ ｀ヽヽ、、、

第 64図 SE01
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1-SE01-04

♀         1/3         110Cm

3

1-S801-03

第 65図  SE01出 土遺物

4Z SE01
番 号 注記 コ俸 底 径 器 高 の 特 徴 整形の特徴 胎 十 残存度

1
1コ
'ウSE

一括
かわらけ

A類中
皿

42 く1 3〉
突出した底部から

20度角で開き、中

間で丸みを持つ。

ロクロ整形。回転

糸切 り離 し後、一

方向ヘラ削り。体

部は無調整。

優 良

全面
7 5YR6/8橙

色

雲母微粒子

若千含む。

底部の

み

2
とコ
ヾ
夕Se
―括

瓦質土器 碗 〈2 1〉 42 3

やや飛び出た平ら

な底部から、すぐ

に湾曲しはじめ

る。

ロクロ整形。摩耗

のため調整不明。
良好

全面

7 5YR2/1黒

色

白色粒・雲

母微粒子多
い。骨針含

む。

底都の

み

1-

SE001
瓦質土器 火鉢 ″ (12 4 575 2

垂直に立ち上がる

桐部に、1本の突

帯が巡る。

輪積み成形ヵ。内

面に指頭横ナデ痕

あり。

良好

内外面

10YR4/1褐

灰色

が 目立つ。

骨針含む。

器肉面
10YR7/1灰

白色、芯

10YR3/1黒

胴部破

片

4
1-

SE001
石製品

鋳造関

連道具
縦72 横49 厚18 54 8

内面にガラス状 (白色風化力)の溶融物付
着。外面は曲面を呈する。 良好

外面

10YR5/41音

黄褐色、内

面10YR8/1

灰 白色物質
が溶融

内面側は発

泡顕著。

胴部破

片

ガラス製品鋳

型の可能性あ

り。被熟赤色

化。 2区 9と

同一個体ヵ。

5
l―

SE001
石製品 石 臼 (252) く8 2〉 1092 5 断面台形を呈す下臼。

「 5Y7/11音

戻白色

全体の
1/4
莞山岩質ヵ

SE05(第 66図 第 12図版 )

①位置 :G12 bodに位置した素掘り井戸である。

②形状・規模・覆土 :0.93 mX O.89mの 平面円

形で、深さは 1,90m。 地山砂礫層となる底部の標

高は22.65mを測る。覆土は黒色土～オリーブ灰色

土に至る2層 を確認した。

③長軸方位 :N-35° 一W

④出土遺物 :掲載遺物なし

σ 2号堀

第 66図 SE05

1層  7 5YR2/1黒色上 (砂質)黄色

土ブロック (φ 2～ 10 mm)粒 子微

粘性なし しまり強
2層 IOY5/2オ ツーブ灰色土 (ンル ト質)

黄色土ブロック(φ 2～ iO am)・粒子マー

ブル状に入る 粘牲・しまり強

o         1/60         2m

A

A
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SE06(第 67・ 68図 第 12図版 第 45表 )
①位置 。重複 :F10aに位置した素掘り井戸である。

SD001を切る。

②形状・規模・覆土 :0。 78m× 0,68mの 平面円

形で深さは 1.93m。 地山砂礫層となる底部の標高は

22.70mを測る。覆土はオリーブ灰色土～黒色土の 4

層を確認した。

③長軸方位 :N 25° 一,V

④出土遺物 :かわらけ

9          1/3

「

司 二 」

孔 ξ ∫

~‐ ~…
… … … … …

引s a程チ腱 暫写ラ精2堡鳥訴
ミ    粒子少 粘性・しまり中
コ     2層  iOy5/2オ リーブ灰色土 オリー

ブ灰色土プロック (φ 2～ 10118t)・ 粒

子多 粘性強  しまり中

3層  黒褐色土

4層 7 5YR2/1黒 色土 粘性中 しま

り弱 砂礫多

崚
Ｄｏｏ‐

引

①

引

［
〇
〇
一
咀

あ

A

L=24 700m

SD001

10cm 1/60

第 68図  SE06出 土遺物 第 67図 SE06

SE16(第 69。 70図 第 16・ 28図版 第 46表 )
①位置 :E9dに位置する素掘り井戸である。

②形状・規模。覆土 :α 78m× 0.75m、 深さは1.48mと なり、砂礫層である底部の標高は23.12mを測る。覆

土は3層 を確認した。

③長軸方向 :N-88° ―E

④出土遺物 :土師質土器・陶器

崚

0         1/60          2m

第 69図  SE16

SE16二
o止

A

と=24 600m

1層  7 5YR9/1黒褐色土 黄色士ブロック (φ 2

～ 10 wlt)粒 子 炭化物・オリープ灰色土ブロッ
ク少 粘性強  しまり中

2層  10Y5/2オ リーブ灰色土 厚さ 50 ralの 居状

をな し、黒褐色土・黒色土類似土と互層をな し

ている 粘性強  しまり中

3層  7 5YR1 7/1黒 色土 オリーブ灰色土ブロッ
ク (φ 2側～ 10硼 )少 粘性強  しまり中

0          1/3

2 SE16追 10

10cm

第 70図  SE16出 土遺物

平らな底部から45
角で緩やかに立

ロクロ整形。回転
糸切 り離 し後、無

調整。

全体
7 5YR7/41こ

ぶい橙色

2 SE16追 12
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番号 注記 種 類 底径 1器高 萱景 1  器形の特低 整形の特徴   1焼 成 色 調 胎 土 弁 存 膚 備 考

I

2-2-16
コウSE

一括

土師質土

器
鍋 <5 1 66 2

平 らな口唇で、ほ

ぼ垂直に立ち上が

る。

回転台使用。 良好

内外面
7 5YR2/2黒
褐色

自色微粒子

やや多い。

口縁部

破片
外面煤黒

2

2-2-16
コ
ヾ
ウSE

一括

土師質土

器
焙 烙 (249) (236) く6 2〉

平らな底部から垂

直に立ち上がる。

日唇は平坦とな

る。

回転台使用。 良好

内外面
7 5YR5/41こ

ぶい褐色

白色粒子・

雲母微微粒

子やや多い。

骨針含む。

全体の
1/8

外面被熱のため

黒変

3

2-2-16
デウSE
一括

陶器 齢細
(57) 〈2 9〉 568

内反 り高台か ら30

度ほどの角度で緩

やかに開く。

ロクロ整形。 肖1り

出 し高台。体下洋

回転ベ ラ削 り調

整。

優 良

内外面

10YR8/2万烹

白色の志野

約露胎
10YR6/31こ

ぶい黄橙色

色・赤色

子若千含
底部の

1/3

見込みに方形区

画ほか鉄絵

(5YR4/2灰 褐色 )

美濃産17世紀前

葉

第 46表 SE16出土遺物観察表

SE17(第 71図 第 16・ 28図版 )

①位置 :E9-c、 E10aに位置する素掘り井戸である。

②形状・規模・覆土 :0.93m× 0,90mの 平面円形をした

素掘り井戸で、確認面から底部までの深さは 2.00mと なり、

砂礫層である底部の標高は 22.80mを測る。覆土は極暗褐色

土～黒色土に至る 5層 を確認している。

③長軸方向 :N一〇
° ④出土遺物 :掲載遺物はなし。

SE17

1層  7 5YR3/1黒 褐色上 黄色土ブロック

(φ 2～ 10 mm)・ 粒子 灰オリーブ色土ブロッ

ク (φ 2～ 10剛 )少

2層  75,R2/1黒 色土 黄色土ブロック (φ

2～ 10m)粒 子・灰オリーブ色土ブロック

(o2～ IO硼 )少

3層  7 5YR2/3極 暗褐色土 黄色土ブロッ

ク (o2～ 1011m)粒 子・灰オリーブ色上

プロック (φ 2～ 10m)中

4層  7 5YR3/1黒 褐色土 灰オリーブ色上

ブロック少 厚さ 50 ttmが 断続的に層状をな

して入る

5層  7 5YR1 7/1黒色上 灰オリーブ色士

ブロック (φ iO～ 80 mtl)少

Ａ
一嚇

第 72図  SE18
1層 7 5YR2/3極暗褐色土 黄色上ブロック (φ 21m)・ 粒子少 オリーブブロック (φ ワ～ 20111)多 粘性強

まり中

2層  7 5YR2/3極暗褐色土 炭化物少 粘性強 しまり中

3層  2 5YR4/6赤掲色 (被熱)炭イヒ物微 粘性強 しまり中

4層  7 5YRつ /3極暗鶴色土 黄色土ブロック (φ 2～ 1011a)粒 子 炭イヒ物少 粘性強 しまり中

5層  7 5YR2/3極暗褐色上 灰オリーブブロック (φ 2～ 10 mI)中  粘性強 しまり中

6層  7 5YR2/3極暗褐色土 黄色土ブロック (o2～ :O mm)粒子多 灰オリーブブロック (φ 2～ IO II m)中

強  しまり中

7層  75Y6/2灰 オリーブ 極暗褐色土プロック (φ 2～ 101m)多  粘性強

3層  7 5YR3/1黒褐色土 焼土 炭化粒少 粘性強  しまり中

9層  7 5YR2/3極暗褐色土 炭化粒子 灰オ リーブブロック (φ 2nm)少

o         1/60         2m｀ ――……́

第 71図 SE17

SE18(第 72図 第 16図版 )
~~~ヽ
、 ①位置 。重複 :E9dに位置し、SD251を切る。

お

   l ②形状・規模・覆土 :1.92m× 1.64mの平

面円形で深さは 1.73mで砂礫層に至る。底部に

至る途中、40 clll掘 り下げたところにステップが

あり掘方をなし、生活で使用したプランは 0。 78

m× 0,70mの平面円形をなして、その断面は漏

斗状となつている。底部の標高は 22.82mで ある。

覆土は 9層まで確認し、1～ 6。 9層が埋没土、7・

8層が掘方である。 1～ 6層はレンズ状堆積に近

いが、極暗褐色土～黒褐色土に至り、焼土・黄色・

灰色ブロックを混入 しており人為堆積の様相が

ある。

③長軸方向 :N-55° 一W

④遺物 :な し。

0         1/60         2m

しまり中

粘性強 しまり中

SE18 (〔

:F::)
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(4)SX(池 )

SXl(第 73・ 74図 第 13・ 29,35図 版 第 47表 )

①位置 :F10-b、 Fll aocに位置する。

②形状・規模・覆土 :南北 4.78m×東西 4.60mの平面 L宇形で、深さ0.86mを測る。

③長軸方向 :N 23° 一E

④施設 :竹材で「柵」(しがらみ)された杭 25本で側面を上止めし、東西の側面は 11・ 12層 のように裏込めをし、

礫や木端を混入させていた。黒褐色土～オリーブ灰色土に至る 12層 の堆積がみられる。

⑤出土遺物 :覆土中から、かわらけ及び木製の蓋が出土している。

Ш00と ,Z・ 1

0

A

|▼ A

Sれ                      第
1層  7 5VR3/1暴福色士 酸化鉄多 オリープ灰色■粒子 粘性強  しまり中
2層  7 5YR2/1黒 色上 炭化ブロック オ ジープ灰色土粒子少 砂質 粘性強  しまり中
3層  7 5YR2ノ 1黒色土 炭化ブロック・ ォリーブ灰色土粒子少 砂質 粘性強  しまり中
4層 7 5VR2/1黒 色土 炭化プロンク02～ 10 Bm少  オ リーブ灰色上ブロック少 砂質ンル ト
粘性 。しまり中

5層  7 5YR2/1黒 色土 炭化ブロックゅ 2～ 10剛少 オリーブ灰色土ブロック多 粘性強  し
まり中

0層 7 5YR2/1黒 色上 炭化プロックφ2～ 10皿少 オリーブ灰色上粒子少 粘性強  しまり
中

Ш
lξ

B'

73図  SXl

7層  7 5YR2/1黒色上 炭イヒブロックφ2～ 10剛少 オリーブ灰色上粒子中 砂質ンル ト 粘性弱 しまり中
a層 7 5YR2/1黒色土 炭化ノロックφ2～ 100m多 オツーブ灰色土粒子中 粘性弱 しまり中
O届  7 5YR2/1黒色土 炭化ブロックφ2～ 10血多 オリーブ灰色土粒子少 粘性弱 しまり中
10層  7 5YR3/1黒褐色土 炭化ブロックo2～ 10m少 オリーブ灰色■粒子多 粘性弱 しまり中
11層  10Y5/2オ リープ灰色上 炭化プロンクφ2～ 10 1tm多  4B色上プロック 粘性弱 しまり中
12層 7 5YR2/1黒色土 炭化プロック オリーブ灰色土粒子少 砂質 粘性強 しまり中

B

L=24 700m
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♀          1/3         110Cm

第 74図 SXl出 土遺物 2

第 47表 SXl出土遺 表
番 号 注記 種 類 肇藤第 意 畳 器形の特徴 魯調 打台十 残存度

1 21タテ かわらけ
C類中
皿

76 23 93 2

大きめの底部から

50度角で、直線的

に立ち上がる、浅
しヽ』■。

ロクロ整形。右回

転糸切 り離 し後、

横ナデ調整。

優良

全体
25Y7/8浅

黄色

雲母微粒子

若千合む。

緻密。

全体の
2/3

内全面に煤付

着。見込み中央

に小孔。燭台に

使用か。

2

碍
穴
セ

２．
竪
Ｎ。

木製品 容器蓋
外径

(150)
内径

(142)
く1 0〉

平面円形。平盤な

天丼部で、垂直に

垂下する側面が僅
かに残る。

外面にはほぼ正円
の同心円文が刻ま

れる。側面にも同

じ間隔の凹凸面が

巡るものとみられ

る。

駿化のため
25V3/2黒
禍色を呈す
る。

本析番号 12

卦子の可能性が

らる。

(5)SK(土坑)

SK100(第 70図 第 14図版 )

①位置 :El卜cに位置する。

②形状・規模・覆土 :108 cm× 78 clllの 平面精円形で深さ21 clllを

測る。覆土は黒褐色土の単層からなり多量の礫を検出している。

③長軸方向 :N-22° 一W

④出土遺物 :な し。

SK106(第 76図 )

①位置 :Fll aに 位置する。

②形状・規模・覆土 :60 clll X 48 clllの 平面円形で深さ42 clllを測る。

覆土は極暗褐色土～オリーブ灰色土の3層からなる。

③長軸方向 :N-60° ―W

④出土遺物 :な し。

A                      A'
L=24700m武

覇 廃 ´

「

1層 7 5YR3/1黒褐色土 粘性  しまり強

0_V側 __摯
第 75図 SK100

(さこ:)   SK106

生◎上
A              A'

≧
Юttv

l層  7 5YR2/8極暗鶴色土 糊 と しまり強

2層  7 5VR3/4暗褐色土

8層  10Y5/2オ リーブ灰色土 (砂質 )

0_________ニヒ筈迷上_____―――ζm

第 76図 SK106
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w切蒜   止

0===______二
し

“

逆と_____― ――雪
m

第 77図  SKl15

じ|:,最 :彗遭|:;:iffげ討与iばと愁木旨影ネ深さ43 cmを (さI)
測る。                              ‐

③長軸方向 !N-29° 一E

④出土遺物 :かわらけ・土師質土器・陶器

1厨 7 5YR4/3掲色上 黒褐色土 (φ 2～ 20 ouI)マーブル状に入る 粘性 しまり強
2層  7 5yR3/1黒褐色土 黄色土ブロック (o2～ 10皿)粒子少 粘性強 しまり中
3層  75Y6/2灰 オリーブ 累色土プロック (φ 2～ 20114)マーブル状に少還入る 粘性
しまり強

A

L=24 800m

第 80図  SK139

1層  7 5YR3/1黒褐色上 砂質シルト 黄色土ブロック
(φ 2～ 10剛)粒子 砂粒多 粘性中 しまり強

SKl15(第 77・ 78図 第 48表 )
①位置 :E10c・ dに位置する。

②形状・規模 :135 cm× 120

cmの平面円形で深さ35 cmを測

る。

③長軸方向 :N-14° 一E

④出土遺物 :かわらけ

第 48表  SKl15出 土遺物観察表

1層  7 5YR2/1黒 色土 黄色土 灰

色上プロックφ2～ 10ml少  粘性強

しまり中

2層  7 5VR2/1黒 色土 黄色土 灰

色上ブロックゅ2～ 10m■ 多 粘性強

しまり中

3層  7 5YR2/1黒 色土 黄色土ブ

ロツク0ワ ～ ユOIFm多  同粒子多 粘

性強  しまり中

4層  7 5YR2/1黒 色士 黄色上ブ

ロックo2～ 10血 多 同粒子中 粘

性強  しまり中

5層  7 5YR3/4 暗掲色上 黄色■ブ

ロックが厚 さ 10emの暦状に入る 粘

性強  しまり強

6層  7 5YR3/1黒 褐色上 黄色上ブ

ロックが厚 さ 10emの暦状に入る 粘

性強  しまり中

第 78図 SKl15出 土遺物

115

碁 丹 種 類 器 種 底 俸 器 高 器形の特徴 著形の特徴 胎 土 残存産 楕 考

1

2-
かわらけ

A類中
皿
(115) (50) 8

小さな底部から40

度角で緩や力Hこ立

ち上がる。途中の

2箇所に]虫いロク
ロロあり。

ロクロ整形。右回

転糸切 り離 し後、
無調整。

やや
良

内外面
7 5YR6/31こ

ぶい褐色

雲母微粒子

若干含む。

器肉黒褐色
中誨

口縁内外に漆

付着

SKl16(第 79図 )

①位置 :Ell dに位置する。

②形状・規模・覆土 :78 cm× 66 cmの平面円形で深さ

は 30 cmを測る。覆土は黒色± 2層からなる。

③長軸方向 :N 49° 一E

④出土遺物 :な し

SK139(第 80図 )

①位置 :E9d、 F9bに位置する。

②形状・規模・覆土 :108 cm× 84 clllの平面楕円形で

深さ37 cmを沢Jる。黒褐色上の単層からなる。

③長軸方向 :N-78° ―E

④出土遺物 :掲載遺物はなし。

SK652(第 81・ 82図 第 14図版 第 49表 )

A           A'
L=24700m▼

0_________二
些

“

堅上_____― ――ヨ
m

第 79図  SKl16

1層  7 5YR1 7/1黒色上 黄色土ブロック (φ

2～ 10剛 )粒 子 炭化物少 粘性・ しまり強

2層  7 5VR1 7/1黒色上 黄色土ブロック (φ

2～ 10 nt4)粒子・炭化物少 務性  しまり強

Ъ
I

Ｅ
Ｏ
Ｏ
∞
ヽ
剣
憫
コ

∽
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第 81図  SK652

A'



/争

=■

2-SK652-02

5
2-SK652-05

2-SK652-OI

0          1/3 10cm

6

2-SK652-06

第 82図  SK652出 土遺物
49表 SK652出土遺物観察表

番 号 注 記 種類 器種 底 径 器 高 重量 器形の特徴 整形の特徴 焼 成 色 調 胎 土 残存度 備 考

1 かわらけ
A類大
皿

3 0〉 34 1

35度ほどの角度で

緩やかに立ち上が

る。

ロクロ整形。
や

良

や

不

内外面

7 5YR6/6橙

色

黒色・雲母

微粒子若

干。器肉
7 5YR7/3イこ

ぶい橙色

醐婢
二次被熱によ

る黒変

2 かわらけ
A類中
皿

10 7 52 172 5

突出気味の底部か

ら30度角で緩やか

に立ち上が り、日

唇で垂直となる。

ロクロ整形。切 り

離 し不明。底部か

ら体下半まで遅い

回転ヘラ削り調

整。

良好

内外面

7 5YR5/31こ

ぶい褐色。

白色・雲母

倣粒子若

千含む。
完 存
漆液容器に利

用

3
2-

SK652
かわらけ

B類小
皿

39 2 1

平らな底部から35

度角で直線的に立

ち上が り、日縁部

が分厚い。

ロクロ整形。切 り

離 し不明。ナデ調

整 ヵ。

優良

全体

7 5YR3/3浅

黄橙色

掲色・雲母

微粒子若

千含む。

完存

4
土師質土

器
碗 ヵ 54 く2 1〉

窪み気味の底部か

ら50度角で直線的

に立ち上がる。

ロクロ整形。ベ ラ

起こし切 り離 しヵ。 良好

全体
7 5YR7/2明

褐灰色

自色粒・雲

母微粒子若

干含む。

底部の

み

5
2-

SK652
陶器 簸�

〈0 6〉 平らな底部。
回転台使用。回転
ヘラ削り。

優 良

内面6V6/3

オ リーブ黄

色の黄瀬戸

釉外面
7 5YRに メエ

い橙色

黒色微粒子

若干合む。

器肉

N8/0灰 自色

底部の

一部

見込みに画花

文

瀬戸・美濃産

大窯第4段階

カ

6 陶器 碗 37 <1 951 31 6
分厚い高台からに
ぼ水平に開く。

ロクロ整形。削 り

出し高台。
優良

内外面

25Y8/1灰
白色の長石

和 に貫入あ

り。

黒色微粒子

若千含む。

底部の

3/4

畳付磨滅

美濃産17世紀

(6)並ぶ石 (第 83図 第 9。 10図版 )

①位置 :SB02の 西側であるFll a・ bに位置し、そこから概ね南西方向に走向する。

②形状・規模・覆土 :径 13～ 24 cmの割石・自然石を使用している。各石間の距離は0.20～ 0.50m、 全体で 2.84

mを測る。最も北側の石の下には、25 cm× 20 cm、 精円形プランの掘り込みがあり、掘り込みの深さは 12 cm、 覆土

は暗褐色土の単層が存在する。

③方向 E-57° 一E

④出土遺物 :な し

並ボ石

1層  暗褐色± 7 5YR3/4粘性  しまり,

黄色土・灰色上ブロック (o2～ 10mm)粒

子多くマーブル状に入る

ム
並ぶ石

0
饉

本  A     ド

Ｎの
0    マ

β

Ю
tt               m

(7)SD(溝 )

SD001(第 84・ 85図 第 14図版 第 50表 )

①位置。重複 :E10c・ d、 F10aに位置する。SE06に切られる。

②形状・規模 :幅 1,12～ 1.39m、 深さ0.27～ 0.33m、 底部標高は北で 24.31m、 南で 24.27mと なり概ね

24.30m前後を測る。断面形状は鍋底形を呈している。

③走行方向 :N-17° 一E

④出土遺物 :掲載遺物はなし
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⑤備考 :他の堀・溝との関係から整地面下の遺構の可能性

も考えられるところだが、遺構上面及び調査区壁際が攪乱を

受けており、ここでは整地面上面扱いにすることにした。

1

2-SD01-01 SD01-02

51表  2区 ピ (1

地 区 遺構名 検出グリンド

規模・形態

備考径

ｍ＞

長

ぐｃ

雛
俯

さ

　

ｍｊ

深

でｃ
平面形

区
�

２

第
G14-b Ы 楕円形

P002 C14-b 2 円形

P003 G14-a 41 割 叡 楕円形

L=24900m“

淫 影
オ

ユ層 7 5YR3/4暗 褐色土 桐色・ オ リーブ灰色上

プロック (ゅ 2～ 10n4)・            SD001

粒子中 酸化鉄少

2層  7 5YR4/8褐 色土 掲色 オ リーブ灰色土ブ
ロック (o2～ 104m)

粒子多 酸化鉄多

8層 7 5YR3/1黒 褐色土 褐色・オ リーブ灰色土

そ二み亀花ゑ多
Ю耐'   かわらけ

地区 遺構名 検出グ リッ ド

規模・形態

備 考径

れ

長

“
雛
くｃｍ＞

さ

れ

深

でｃ
平面形

P004 彦 2 〕 円形

P005 P14-c 3 彦 51 円形

G13-d ぷ 1 刊形

Φ

B

L=24 900m

♀          1/3          110Cm

第 85図  SD001出 土遺物 m

第 84図  SD001
第 50表  SD001出 土遺物観察表
肇号 注 記 口径 底 径 器 高 重 畳 器形の特徴 啓形の特徴 色調 胎 十 残存唐 備 考

1
SD001
かわらけ

A類中
皿

72 7

突出す る底部か ら

35度角で緩やかに

丸みを持って立ち

上がる。

ロクロ整形。 優 良

全体
7 5YR6/8橙

色

褐色・ 白色

粒子多い。

雲母若千含
む。

全体の

3/4

2 かわらけ
A類小
皿

7 1 39 27 69 5

突出する底部から
35度角で緩やかに

丸みを持つて立ち
上がる。

ロクロ整形。右回

転糸切 り離 し後、
無調整。

優良

全体
7 5YR7/2明

褐灰色

自色粒子や

や多い。雲

母若千含む
完 存

3 かわらけ
一豆類

皿
(59) 30 21

わずかに突出気味
の底部から30度角
で直線的に立ち上
がる。

ロクロ整形。 優良 橙

体

５Ｙ

全

■
色

褐色・自色
・雲母微粒

子若干含む。

全体の

1/3

召
土師質土

器
橋鉢 〈5 7〉 722 よば45度角で直線

うに開く。

全面積ナデ調整。
6本1単位の櫛 目
が見込みに施 され

る。

良好

内外面
7 5YR3/1黒

褐色

緻密。器 肉

7 5YR3/2黒

色

体部破

片

(8)ピ ット (第 86図 第 29図版 第 51～ 54表 )
検出されたピット群は掘立柱建物として組めたもの、柵列と判断されるものなどは同一遺構として捉えた。その他

のピットの平面図は全体図に掲載した。尚、断面図は割愛した。各ピットの計測値は以下に示した。

ド

一　

　

Ｂ
一

4
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第 52表  2区 ピット計沢J一覧表 (2)

地 区 置構名 検出グリッ ト

規模・形態

備 考
長径

(cm)

短 径

(cm)

深さ

(cm)
平面形

P13-d 21 21 円形

P008-a G13-a 51 2 円形 P00併 bを切る

G13-a 5` 31 1( 惰円形 P008aに切 られる

P008-c G13-a 2 2( 欲 円形

G13-a 3 円形 P124を切る

G13-b 円形

P013 G14-a 円形

P014 G13-b 円形

P015 F13-d 1 円形

F13-d 2` 5 円形 根石残存

F13-d 円形 木質残存

P019 F13-c 精円形

P020 G18-a 精円形

F13-c 2 1〔 円形

P032 G12-b 円形

P033 G12-b 2i 円形

P034-a G12-b 円形 P034bを 切る

P034-b G12-b 2t 円形 '034-aに 切 られ る

P035- G12-b 3( a 2( 桁円形

P035-b 2( 2( ヨ形

P042 G12-a 0 , 5 精 円形

G12-a 2 円形

F12-c 〕 2 精円形 根石残存

F12-c 5 4 橋円形

G12-a 円形

F12-c 5 円形

P055 Gll―b 円形 根石残存

P056 Gll―b 円形

P060 F12-a 11 31 精円形 SB02 P09に 切 られ る

P063 Fll―b 橋円形

Fll―d 円形

P066 Fll―d 2 精円形

P073 Fll―d 円形 S802P06に 切 られる

P075 Fll―c 精 円形

P077 Fll― c 3: 円形 P078を切る

P078 Fll― c 3ι 21 4 円形 P0771こ 切られる

P085 91 3と 3( 円形

P087 4( 4 4 円形

6` 2` 31 脩円形

FiO―b 41 21 円形 )104を 切 る

P098 F10-b 3! 引 a 円形

P094 Ell―c 以 2 2 円形

P095 Ell―c 彦 蓼 円形

P096 Ell―c 必 塾 2 円形

Ell―c 引 円形

Fll―a 3 Z 円形

P099 Fll―a 2 円形

Ell― c 6 2 精円形

F10-b 円形 P092に切られる

P107 F10-d 円形

地 区 逮構名 検出グ リン ド

規模 形態
備 考

長径

(cm)

短径

`am)

深 さ
平面形

2区
F10-d 笏 閉 2 円形

F10-d 塾 2 1 円形

PH6 Ell―d 6( 5 円形

P120 G13-a 円形

P124 G13-a 円形 POHに 切 られ る

F13-d 楕円形

P127 Fll―b 円形

C12-a 円形 ,E01に 切 られ る

P129-a Fll―d 円形

P130 Ell― c ヨ形

P132 F13-c 宥円形 眼石残存

E10-c 2( 円形

P136 E10-a 円形

P137 円形

F09-d 円形

P140 F09-d 円形

F09-d 円形

P143 F09-d 看円形

F09-d 有円形

青円形

F09-d 有円形

,09-c 有円形

P148 E10-c 2 Il形

Gll―b 税 2ィ 27 看円形

P154 G13- 4 71 司形

円形

F12-a 円形

F13-d 17 円形 根石残存

G12-b 有円形 眼石残存

G12-a 10 円形 良石残存

P207 G12-d 円形

P200 G14-a 5 円形

P210 G14-a Il形

P211 G14-8 η形 直物検出

2区
第2面

P703 E10-a 60 ヨ形

ヨ形

P705 看円形

P706 F9-b ヨ形

P708 E9-c 編円形

P709 E9-c 楕円形

P710 E9-c ヨ形

P712 E9-c 脅円形

E9-c ]形

P732 E9-b 51 4( 4 楕円形

P733 41 3 21 円形

E9-b 41 a Ы 精円形

P735 3 留 円形

a 2 円形

P737 F9-b 2 2 円形

P759 F10-a 円形
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第 53表  2区ピット計浪1-覧表 (3)

地区 遺構名 検出グリンド

規模・形態

備考径

〔

長

体
騒
ｍ

さ

い、

深

体
平面形

匹

茄

２

策 P778 81 円形

P779 E9-a 構円形

にに
P022出土遺物

Om

P022-1

試

彰

P072出土遺物‐itiitittiiiiiiiiil:i::‐ i―・
P027出土遺物

P046出土遺物

＼く【こと|三三二   -1

麟
2 SK82 01

歓甘�

櫛P109出土遺物

P127出土遺物

2-SK142-01

P142出土遺物

2→779-追 09

P779出土遺物

♀       1/2      ,Cm

P779■ 1

第 86図  2区 ピット出土遺物

歩 Ste127-01

P085出土遺物

P201出土遺物

2-SB01-04

P212出土遺物

♀          1/3          110Cm

その他

¶

2-SK141-01

P141出土遺物

P155出土遺物

2-P01-01
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第 54表  2区ピット出土遺物観察表
種類 怒 種 底 径 器高 重 量 啓 形 の形 徴 津茂 角 調 胎 十 残存麿 備 考

P022

1

2-SK22 銭貨
一銭銅

貨

外径
22 9mm

37 完存 大正11年鋳造

P027

1

かわらけ
B類豆
皿
(73) (46) 119

やや丸みのある底

部から60度角で、

緩やかに立ち上が

る。

ロクロ水挽き成

形。切 り離 し不

明。

良好
全体5YR6/6

笹色

白色・雲母

微粒子若

千含む。

全体の

1/2

灯明油皿に転

用、口縁部に

灯心油痕。

P027

2
2-SK27 かわらけ B類皿 (74) 〈2 3〉 30 2

平らな底部から30

度角で直線的に立

ち上がる。

ロクロ整形。切 り

離 し不明。一方向
ヘラ削 り調整。

良好

外面5YR5/8

橙褐色内面
5YR4/1灰 褐

色

致密。雲母

音千含む。
底部祓

片

P046

1

―SK46 陶器 播鉢 (280) 〈5 0> 693
幅16c血の垂直の日

縁帯を持ち、日唇

は膨 らむ。

回転台使用。8本

1単位の櫛 目。
優良

内外面
75R3/1暗
紫灰色の錆

釉

局色微粒子

雪千含む。

【肉5YR8/1

て白色

口縁部

破片

美濃産大窯第
4段階16世紀

末秦

1

2-SK72 かわらけ
A類中
皿
97 33

突出気味の底部か

ら45度角で丸みを

持って立ち上が

る。

ロクロ整形。右回

転糸切 り離 し後、
一方向ヘラ削り。

良好

全体

7 5YR3/3浅

黄橙色

島色微粒子

ζ干含む。

全体の
3/4

０７

２ 2-SK72 かわらけ
B類イ
皿

61 38 15
大きめの底部から

35度角で、直線的

に立ち上がる。

ロクロ整形。回転

糸切 り離 し後、体

下端とも手持ちナ

デ

優 良

全体
7 5YR7/41こ

ぶい橙色

匂色・褐色

立子やや多
′ヽ。雲母若

F含む。

完存

)082

1
2-SK82 かわらけ

A類刻
皿

(54) く1 115
丸みのある底部か

ら25度角で緩やか

に立ち上がる。

ロクロ整形。静止

糸切 り離し後、無

調整

良好
全体N6/0灰

色
罠母微粒子

旨千含む。

底部破
片
晴塙に転用

P085

1
2-SK85 陶器 担鉢 (130) く4 0〉 192 5

大型の鉢で、平ら

な底部から25度角

で緩やかに立ち上

がる。

ロクロ整形。切 り

離 し不明。全面へ

ラ肖」り。

良好

外面

2 5YR3/2暗

赤褐色内面
2 5YR4/6赤

掲色の鉄釉

白色粒子若

干含む。

器肉
7 5YR7/6

笹色

底部の
1/4

奈接ぎ。内面

審滅。

P109

1

2-

SK109
縄文土器 深 鉢 〈4 1〉 141 無文部分。

胎土に繊維を混入
する。

良好

全体

7 5YR2/1黒

色

自色粒子多
ラ`。

胴部破

片
前期中葉

P127

1

2-

SK127
かわらけ

A類小
皿
117 2 75

突出した底部から

30度角で立ち上が

り、途中で強いロ

クロロがある。

ロクロ整形。調整

不明。
優良

全体
7 5YR7/41こ

ぶい橙色

黒色・雲母

微粒子若千

含む。

全体の

1/6

P141

1 SK141
陶 器 悟 鉢 1) (3 95) 51 3 平 らな底部。

回転台使用。回転

糸切 り。
長好

外ヽ面
生5R3/1暗

紫灰色の鉄

袖

コ色大粒や

や多い。器

柘 YR8/1灰

色色

体部破

片

瀬戸・美濃産

大窯期

P142

1

2-

SK142
陶器 平碗ヵ (170) く5 3〉

口縁部まで直線的
に立ち上がる。

ロクロ整形。 良好

内外面
75Y7/8浅

黄色の灰釉

黒色微粒子

旨干含む。

【内N8/0

天白色

口縁部
破片

頼戸・美濃産

大窯期ヵ

■

ユ
2-P155 かわらけ

A類中
皿
(108) 2 85〉 22 5

口縁まで40度角で

緩やかに立ち上が

る。

ロクロ整形。 良好

全体
7 5YR6/6橙

色

自色・掲色

隊粒子若干

含む。

口縁部

破片

P201

1
瓦質土器

印花文

火鉢
12 3〉 228 7

垂直に立つ口縁部

に凸帯2条が巡

る。丸・深鉢形。

回転台使用。
やや
良

内外面

10YR4/1褐

灰色

自色粒子や

や多い。骨

針含む。

胴部破

片

口縁帯に人棄

印花文

P212

1
かわらけ

A類大
皿

51 く1 7〉 472
やや窪んだ底部か
ら丸みを持つて立
ち上がる。

ロクロ整形。 斡
良

内外面
10YR8/2乳

白色

自色粒子や

や多い。器

肉10YR5/1

掲灰色

底部の
み

７７

１

次

７７

■

面
土製品 土人形 長63 幅30 61 28 2 傘

を被つた騎馬人

形。

手捻 り成形。指頭

工痕が人体腕部や

尋の簑に残る。

良好

全体
10YR7/3に

ぶい黄橙色

庚密。雲母

女粒子若干

書む。

完存
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第 4節 2区  [第 2面 ]

(1)SX(竪穴状遺構 )

SX2(第 87図 第 14・ 15図版 )

①位置・重複 :G13-c・ dに位置し、調査区南壁際の断面図でみるように整地面下の地山から掘り込まれている。また、

第 1面 (整地面)上から、北壁では SA13、 P010に、南壁では現状で径 150 clll、 深さ60 clxl以 上の平面円形の上坑と考

えられる遺構に切られている。

②形状・規模・覆土 :3.53m× 2.80mの平面隅丸方形で、深さは0.30mを測る。覆土は極暗褐色土～黒色土に

至る人為堆積の様相を示す 1～ 4層が存在する。

③長軸方向 :N-82° ―E

④出土遺物 :な し

Ｐ‐５９
０

Φ^
　
　
　
』
蛉
召
∝

A'

５
８

ヽ
Ｌ

ｙ
一

Φ

B

L=24 500m

A

L=24 500m

1層  7 5YR2/3極暗福色土 黄色土ブロック (ゅ 2～ 10 nII)・ 粒子
少 粘性 しまり強
2層  7 5VR2/3極暗褐色土 黄色土ブロック (o2～ 1011m)・ 粒子
(マーブル状に入る)酸化鉄多 炭化物少 砂多 粘性 しまり強
3層  7 5YR4/3褐色土 (ロ ーム質土)黄色土プロック (φ 2～ 10
m)・ 粒子主体 極暗桐色上ブロック (o2～ 10硼)少 粘性・ し
まり強

4層  7 5YRI P/1黒色土 黄色土ブロック (φ 2～ 10 dtt)・ 粒子中
粘性・ しまり強

1/60

第87図  SX2

(2)堀

2号堀 (第 88・ 89図 第 15・ 35図版 第 55表 )

①位置 。重複 :F13c・ d、 G12-b・ d、 G13 aocに位置し整地面下から検出された。

②形状・規模・覆土 :幅 1.60～ 2,72m、 深さ0,54～ 0。 95mの断面箱薬研形で、底部標高は北が 23.76m、 南が

23.79mで概ね平坦となっている。覆土は暗褐色土～にぶい褐色上に至る8層からなる堆積を示している。

③長軸方向 :N-32° 一E

④出土遺物:堀側面に打ち込まれ、立位で検出された杭 (現地番号 No,4)は面取りされた角材で、ほぞ穴があった。

遺物は覆土中から出土している。その他の遺物はすべて覆土中から出土したものである。
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崚 引
°

δさ
l

①
P154

P017

2号堀

と層 7 5YR3/4暗褐色土 (砂質ンル ト)褐 色・オリーブ灰色土ブロックがマーブル状に多 酸

P2  折會亀翼密魂と二|:薮 醒シルD糾。しまり中
3層  7 5YR3/4暗褐色土 (砂質ンル ト)粘性 しまり中
4層  2 5CV暗 オリーブ灰 (砂質シル ト)粘性 しまり中

SA12     6層  2 5CY暗 オリーブ灰 (砂質シルト)掲色 オリーブ灰色土ブロック少 粘性 しまり中
6層  7 5YR1 7/1黒色士 (粘質)褐 色 オ リーブ灰色土プロック中 粘性強  しまり中

7層  10Y5/2オ リーブ灰色土 (砂質ンル ト)黄 色土ブロック (o2～ 10m)粒 子・酸化鉄少

粘性  しまり中

P3  :暑 夕紹想奪チ怪歩狭
質
読涙連 とをク
・
碍を110約咽

'し

まり中
Pl19０

００８

P008-a

P122

第 88図 2号堀

22号堀-04

8

L=24 600n

P10

〇

P035

①○
　
○

感

D       1/80     2m

・_ょ034‐ rキ守警慰手と

子||ギⅢ

IIIず
!tiヽ

持

2-2号堀-02

鐵 1堀 042-3=

つ

中

    賊 m石電璃_C:二   〇 1_
L第 89図 2号堀出土遺物

22号 堀 03
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第 55表  2号堀出土遺物観察表
注記 種類 鶏 種 器形の特徴 愁形の癬徴 胎 土 残存度 IPR考

1
B-2デ ウ
ト
'一

括
かわらけ

A類中
皿

52 〈2 4〉 63 4

平 らな底部から50

度角でやや丸みを

持つて立ち上が

る。

ロクロ整形。右回

転糸切 り離 し後、
無調整。

優良 含鑓/峨
黄橙色

雲母微粒子

若千含む。

徴密。

全体の
1/2

】-2コ ウ
ト,
かわらけ 中皿 (90) 〈1 8〉 272

45度角で立ち上が
る。

ロクロ整形。 優良
全体5YR7/3

橙色

自色・雲母

隊粒子若干

含む。

休部破

片
類型不明

3
2コ
・ウ
J
かわらけ

A類小
皿

(45) <2 0〉 181

やや突出気味の底
部から35度角で緩
やかに立ち上が
る。

ロクロ整形。底部
一方向手持ちヘラ

削り調整。

優良

全然
7 5YR8/3浅

黄桂色

白色大粒子
・雲母若干

含む。

底部の
1/2

2-2コ
｀
タ

ホ,一括
かわらけ

C類豆
皿

47 1 95 48 8
平 らな底部から70

度角で、2段階に
立ち上がる。

ロクロ整形。底

部・体下端手持ち
ヘラ削り調整。

やや
良

内外面
7 5YR6/41こ

ぶい橙色

自色粒子や

や多い。器

肉7 5VR4/3

傷色

完存

T明油皿に転
羽、灯心油痕
ナ箇所確認。

5
2-2ホ )

Nol
瓦質土器 悟鉢 (300) (10 4 223 3

ほぼ40度角でやや
反 り気味に開く。

,本 1単位の櫛 目
ド4条残る。

良好
内外面N3/0

暗灰色

雲母微粒子

若干含む。

器肉N7/0灰
色

口縁部
1/6

6
2-2コ タ
ホ)一括

土製品 鉄津 縦55 横74 )享28 783 溶けた鉄分が窪みに付着している。

表面N6/0灰

色内面
25Y3/1灰
自色

破片

J-2コ
｀
ウ

ト, 土製品 煉瓦か 縦53 横51 厚34 64 7 原瓦状の角塊の一部。 良好

全体
7/5YR8/3浅

黄橙色

スサ状の混
入あり。

K

B

い25000m_
二 4

(3)SD(溝 )

SD251(第 90,91図 第 15。 29図版 第 56表 )
①位置・重複 :E9-bocod、 F9-a・ bの整地面下に

位置

し南北に走向する。

②形状・規模 :幅 1.12～ 1.60m断面鍋底状となつ

て

いる。深 さは 0,54～ 0。 95m、底部標高は北が 23.44m、

南が 23.35mで南が低 くなる。

③長軸方向 :N-25° ―E

④出土遺物 :かわらけ

鞠

…

♀          1/3          110Cm

＼   ~2

SD251

1層  7 5VR2/1黒 色上 黄色土プロック (ゅ 211)・

粒子少 粘性中 しまり弱

Ⅱ層 2 5YR6/3に ぶい橙 暗褐灰色上粒子中 粘性中

しまり強

1層  10Y5/2オ リーブ灰色土 黒色土 (φ 20～ 501」 a)

マーブル状に入る 粘性強  しまり中

2層  7 5YR2/3種 暗褐色土 黒色土 (φ 20～ 40m)

マーブ″状に入る 絡性・ しまり強

上       止
囲 獅    狂

止

第 91図  SD251出土遺物

0       1/80     2m

2-SD251-01

第 90図  SD251
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器 種 口体 底径 器 高 器形 の 特 徴 磐形の特徴 身存店 備 考

I

次

　

ＳＤ

歩
面

２５

かわらけ
B類大
皿
(162) (30)

平らな底都か ら35

度角で直線的に立

ち上がる。

ロクロ整形。 良好

全体
2 5YR5/8明

赤褐色

自色・雲母

粒子若千含

む。 中腑
内面の剥離顕

著

2

次

　

ＳＤ

２．
面

２５

かわらけ 中皿 <0 9〉 壷部は平坦。 ロクロ整形。 優良

外面
7 5YR8/4浅

黄橙色内面

5YR6/6橙 色

白色・雲母

微粒子若

干含む。

底部の

み

第 56表 SD251出 土遺物観察表

(4)2区遺構外出土遺物 (第 92図

本地区において検出された遺物のうち、

第 30図版 第 57・ 58表 )

遺構に伴わなかつた遺物について以下に掲載する。

轟 .

2-C13-gr-01

5-E09-d-02

第 57表 2区遺構外出土遺物観察表 (1)

「

――十~~~~〕

8

区遺構外出土遺物

0         1/8 10cm

第 92図 2

6

種 類 祟 種 底 径 黎形の特徴 整形の特徴 魯 調 胎 十 践存度 備 考

2区一

括
かわらけ

A類中
皿

(11 1) (53) 32 1

やや窪んだ底部か

ら35度角で直線的

に開き、途中から

丸みを常びてく

る。

ロクロ整形。 良郷

外面
7 5YR7/4に

ぶい橙色内

面7 5YR5/3

にぶい褐色

褐色微粒子

やや多い。

器肉外面 と

同じ。

全体の

1/8

漆液容器 とし

て使用

2 2-E9-c かわらけ
A類中
皿

く1 7〉
やや突出気味の底

部

ロクロ整形。切 り

離 し不明。
良好

全面
7 5YR3/2灰

自色

自色粒子や

や多い。

底部の

み

3
E9-d一

括
かわらけ

A類豆
皿
(65) (41う 〈2 35

突出する底部から

60度角で緩やかに

立ち上がり、日縁

部に鏑を持つ。

ロクロ水挽き成

形。切 り離 し不

明。

優 良
全体5YR6/8

笹色
自色粒子や

や多い。

全体の
1/5

灯明油皿に転

用、日縁部に

灯心油痕。

4 〕―G13
土師質土

器
悟 鉢 (120) 〈3 5〉 1015

平らな底部から45

睫角で直線的に立

ち上がる。

回転台使用。体部

下端手持ちベラ削

り調整。6本 1単位
の櫛 目が見込みに

隙間なく施 される。

良舞

勺外面

'5YR3/2黒
島色

白色微粒子

若千含む。

器肉
7 5YR3/2

黒褐色

底部の

1/8

5 一Ｅ９
括

土師質土

器
塩焼壷 (50) (3 5〉 86 3

平らな底部から垂

直に立ち上がる。
手捏ね成形。 良好

外面
7 5YR8/4浅

黄橙色内面

2 5YR6/6橙

色

自色大粒や

や多い。

底部の

み

6 2-SK32 的器
天 目茶

碗
(111) 58 7

60度 ほどの角度で

緩やかに立ち上が

り、垂直な鼈 日と

なる。

ロクロ整形。 優 良

内外面

5YR5/3に ぶ

い赤褐色の

鉄釉露胎
10YR3/1灰

白色

緻密器肉露

胎 と同じ。

口縁部
の1/4
瀬戸・美濃産

17世紀前半
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2区遺構外出土 表
種 類 器 種 器形の特徴 色 調 胎 十 晩存唐 備 差

7 一Ｅ９
括 陶器 丸 皿 (115) く3 0〉

体部下端から20度

角で開き、上半部
は丸みを持って立

ち上がる。

ロクロ整形。 優 良

内外面
75Y8/1灰
自色の長石

釉

黒色微粒子

若干。器肉

真白色

日縁部
の1/8
瀬戸 美濃産 17

世紀前半

8
】区一

看
上製 品

加工円

盤
縦60 横53

厚

８
77 1

円形に加工。周縁
の研磨顕著。ある
いは使用磨滅か。

良好
内外面N2/0
銀黒色

黒色粒子多
い。器肉
N5/0灰色

完存
平瓦破片を転

用。

9 F12-d 石製品
関

具

造

道

鋳

連 縦72 横83 厚23 127 2
勺面にガラス状の

容融物付着。外面
よ由面を呈する。

内面

75α2/1緑
黒色光沢 あ

り。外面

N6/0灰 色

内面側は発

泡顕著。

一部分
のみ

ガラス製品鋳

型の可能性み

り。 SE01_4と

同一個体か。

第 5節 3区

(1)SB(掘 立柱建物跡 )

SB05。 SA16(第 93図 第 18図版 第 59・ 60表 )
①位置 。重複 :119-c、 」19-a・ bに位置する。SB06に 124接して検出された。

②形状・規模 :2間 1面 と思われる建物跡である。概して東側を構成するP3～ 7は比較的大きな平面円形で浅い

のに対して、西側では Pl・ 2・ 8が直径 25～ 35cm、 深さ30cm前後としつかりとした感がある。なお、建物の中央に

P9があり、東柱と考えられる。

各柱間は、西側の Pl・ 2間、P7・ 8間が 2.Om前後、Pl・ 8間が 2.95mで 、これは P2・ 9。 7間 と合致し、規格性

がある。これに対し東妻側は P4・ 5間が 0。 9m、 P5・ 6間が 1.2mと 間隔が短く、桁行については P6・ 7間が 2.5m

と広く、逆に P2・ 3間は 1.9mと 狭いなど規格性に乏しい。全体として、北東隅を欠く長方形を呈し、東側部分には

床が貼られていた可能性が高い。

なお、南側の一部にのみ 0,9m離れて、1,8mの塀 (SA16)がついていたと思われる。

③長軸方向 :N-70° 一W

④出土遺物 :な し

ト ト

E'

鞘
卜      F

一
‘
ョ

　

　

　

　

　

ド

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｅ

一

墨
斗

止
ゞ

ゴ

酢

―

―

た

Ｔ

叶

誓

＞
． D I曖

   Pl      SA16      P2

了 ⑥
~~~詢

L=24 200m    Pl                       P2

ICD

D'

D'

Ｅ

一

２００ｍ

0         1/60         2m

F

SB05 ３３‐
○俄

だ ぐ
7

＼

F

P71」

r―……………
「
……………………

ラ【
「 二la「

―

:6

第 93図  SB05。 SA16
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304b

第 94図 3区 。4区全体図 (折図 2) ■



第 59表  SB05ピット計浪J表

P番号 旧番号
長 径 短 径

大
ヽ

お

深

体

底 部 標 高

(m)

SK337

SK333 23 67

SK331 23 90

SK330

SK329

SK338

S(342 23 50

P09 23 70

SB06・ SA15(第 95図 第 18図版 第 61・ 62表 )

①位置 :」 1併 b・ d、 J20-aocに位置し、SB05か ら東へ 1.5m離れる。

②形状・規模 :柱穴は概して、直径 35cm前後、深さは17～ 30cmで ある。柱間は Pl・ 2間、P3・ 4間 はともに2.lmで、

桁行の Pl・ 4間、P2・ 8間が 3.3mと 考えられる。なお、西側には建物から1.35m隔たつて、長さ2.lmの塀 (SA15)

が取付いていたらしい。

③長軸方向 :N 20° 一E

④出土遺物 :な し

D                        D'~~~    P4                       P3   ~~~
と=24200m

0         1/60          2m

第 95図  SB06。 SA15

第 62表 SA15ピ ット計測表

P番号 旧番号
長径 短径

一
●

訥

深

体

底部標高

(m)
備 考

Pl P328 23 79 SB06に 付属

24 03 SB06に付属

歩

Ｆ
＝
や
一
�
０
０
３

田

Ｔ
嬢

さ
ヨ

５
Ｐ３２５①

ＡＳ

５
需

ミ
Ｌ

∞

第 60表 SA16ピ ット計測表

P番号 旧番号
長径 短 径 さ

お

深

体

底都標高

(m)
備考

P339 23 76 S805に 付属

本質残存

SB05に 付属

第 61表 SB06ピ ント計測表

P番号 旧番号
長 径 径

ｎ

短

でｃ

深 さ

(cm)
底部標高

Pl SK323

S(321 21

SK319 17

SK326 23 88
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3-SK302-01

(2)SE(井戸跡)

SE03(第 96。 97図  第 18。 30図版 第 63表 )
①位置 :J21aに位置し、南西に3.5mで SA01の Plに達する。

A'

②形状・規模・覆土 :径 0.9mの 円形で、1lmまで精査でき、重機に

よる掘削で深さ 1.8mま で確認した。覆土は黒色土が中心で、上面に炭化
A'

物がみられる。精査当初から礫石が検出された。

③長軸方位 :N-56° ―W

④出土遺物 :中層に至って、かわらけや瓦質土器、陶器皿など祭祀に関

わると思われる遺物がほぼ完全な形で上向きにまとまって出土した。

1層  7 5YR1 7/1黒色土 (粘質)し まり 粘性強 炭化物主体

性___卑里___塑  〔暮::キ::ち昇与士球極上1蒜電監チ:;ケぢφ[ζ 10堤血
しまりlhtt強

4層  7 5YR1 7/1黒色土 (粘質)オ リープ灰色土ノロック (φ 2～ 5m)少  しまり 粘性強
5層  7 5YR2/1黒色上 (粘質)オ リーブ灰色土ブロック (o2～ 5 aIII)少  しまり 粘性強

第 97図  SE03出 土遺物

韓

♀          1/3          110Cm

第 63表  SE03出 土遺物観察表

3-SK302-02

番 号 注 訂 種 類 底 径 器 高 重 畳 器形 の特 徴 整形の特徴 炸 成

“

調

1 かわらけ
B類中
皿
110 3 15

平 らな底部から30

度角で直線的に立

ち上がる。

ロクロ整形。左回

転糸切 り離 し後、
一方向手持ちヘラ

雪」り。

優良

全体
10YR6/31こ

ぶい黄橙色

雲母微粒子

やや多い。

イまぼ完

存

2 かわらけ
B類中
皿
116 33 123 9

ほぽ平らな底部か

ら30度角で直線的
に立ち上がる。 口

唇部の器肉分厚

ロクロ整形。切 り

HEし不明、一方向
手持ちヘラ削 りヵ。

優良

全体
7 5YR7/4イこ

ぶい橙色

雲母微粒子

やや多い。
賎
存

8

州

弧

ｂ

かわらけ
A類中
皿
112 58 35 95 9

ほぽ平らな底吉[か
ら35度角で緩やか

にに立ち上がる。

ロクロ整形。右回

転糸切 り離 し後、
一方向手持ちヘラ

削りヵ。

優 良

全体
10YR7/41こ

ぶい黄橙色

雲母微粒子

多い。 中開

瓦質土器 片 日鉢 18 0 137 105

底径と口径がほぼ

同じ枡形の深鉢
で、一か所に小さ
な注ぎ日がつく。

回転台使用。全面
に横 ミガキをし、
内面では縦にみが

きあイデる。

良好
内外面真黒

色

黒色微粒子

若干含む。

器肉真白色

完存

5

3-

陶器 丸皿 57 121 1

低い内反 り高台か

ら水平に開き、25

度角・60度角で二

段に立ち上がる。

ロクロ整形。削 り

出し高台。高台内

に円錐ピン痕、内

面に目痕3か所。

優良

内外面
5GY8/1灰 白

色の長石

釉。内面に

貫入わずか。

黒色微粒子

若千含む。
完存

瀬戸・美濃産連

房式登窯第12
小期17世紀前糞
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(3)SA(柵列 )

SA01(第 98図  第 18図版 第 64表 )

①位置 :」20b・ d、 J21aに位置し、SA02と 並行する。

②形状・規模 :総延長 6.3mである。柱穴は25～ 50cmの円形、深さ25cm前

後とばらつきがある。柱間は Pl・ 3間が2,lm、 P3。 4間 が 2.2m、 P4・ 5間が 2.0

mと なる。 ③走行方位 :N-25° 一E ④出土遺物 :な し

SA02(第 99。 100図

第 18,30図版 第
65。 66表 )

①位置 :」20b・ d、

」21-aに位置し、SA01

SA01

第 98図  SA01

A

A

L=24 200m

と0.8mの間をもつて検出された。

②形状・規模 :主軸はほぼ同じで、総延長は 40mである。

で、深さは最大で 25cmと 浅い。柱間は Pl・ 2間が 2.2m、 P2

え柱のようである。 ③走行方位 :N-23° 一E ④出土遺物 :

P4  P3   SA02    P2

柱穴は 40～ 50cmの 円形

。4間が 1.8mで P3は添 0         1/3 10cm

纂 100図  SA02出土遺物

A02ピ ット計測表

(4)堀

1号堀 (第 101。 102図 第 18・ 30図版 第 67・ 68表 )

①位置 :3区西端で検出された南北に走向する外濠で、G16a～ d、 H15d、 H16a～ d、 H17a～ c、 115b、

116-a～ d、 117 aocに 位置する。

②形状・規模・覆土 :幅は現状で 13.44m、 北側で深さ1.36mを狽Jる。底部の標高は、北側で23.20m、 東

側で 22.70mを測る。断面は、底部が平らで立ち上がりが緩やかに開く形状をなし、覆土は褐色土～黒色土の 3

層である。③走向方向 :N-15° 一E ④遺物 :覆土中から陶磁器及び獣骨 (ウマまたはウシか)が出土している。

第 101図  1号堀出土遺物

第 67表 1号堀出土遺物観察表 (1)

磁器

Pl

♀          1/3          10Cm
3-1堀 -03

第 64表 SA01ピ ット計測表

P番号 十日番号
径

諭

長

“

径

〔

短

体

さ

　
ｍｊ

深

“

底部標 高

(m)

Pl P309 23 79

23 90

P3 P312 14 24 00

P317

8-SK316-01

第 65表  SA02ピ ン 計 測

P番号 旧番号
径

ｍ＞

長

ぐｃ

径

ｍ＞

短

くｃ

さ

い

深

体

底部標高

(m)

Pユ

10 24 00

P315

P316

土遺物観察表66表  SA02出
種 類 器 種 日径 重 量 器形の特徴 整形の特徴 靡 成 色調 月台土 備 考

1

3N―

SK316
磁 器

染付イ

碗
(3 0〉 216 高め

の高台に半球

状の碗がのる。

ロクロ整形。削 り

出 し高台。
優良
内外面白色

の透明釉
緻密。

底部の
1/2

体部に銅版絵

付の草本文

頑戸 美濃産 19

世紀末葉以降

2

31堀 01

器 種 底 径 器形の幣徴 整形の特徴 侮調 胎 土 残存度 備 考

1

8-ホリ

001-
括

陶器
志野菊

皿
(123) 3 05 59 1

内反 り高台から

徐々に丸みを持つ

て口縁部付近で70

度角となる。 日唇

は輪花状をなす。

ロクロ整形。削り

出し高台。外側の

輪花の表現はヘ

ラ、内面は指頭

涯正。

良好

全体N4/0暗
灰色の長石

紬

白色微粒子

若干含む。

器肉黒色。

全体の

1/3

二次被熱

美濃産17世紀

初頭

2

，

一

３．
ＯＯ
括

陶器 折縁皿 (131) 55 7

内反 り気味の高台

から30度角で緩や

力ヽ こ立ち上が り、

日縁部で反 り返

ロクロ整形。貼付

高台。体下端回転
ヘラ削り調整。

優 良

全体 5GY8/1

灰 自色の長

石釉

白色微粒子

若干含む。
全休の

1/3

頼戸・美濃産

17世紀ヵ
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第 68表  1号堀出土遺物観察表 (2)
番号 口径 底 径 器 高 重 畳 整形の特徴 樺 歳 備 考

3

3-ホ ,

001-
括

駒器 片 口 ヵ (1315) <5 9〉 丸形。
ロクロ整形。体部

下半回転削 り。
良好

内外面
2 5YR5/6黄

褐色の飴釉

白色微粒子

若干含む。

日縁部

破片

頑戸・美濃産
17世紀末葉

調査区外

⑤ヽ

1号堀

調査区外

引［日山日四山日出山山〕
B

L=23 900m

I(耕作土 )

C'

調査 区外

1号堀

1層 7 5YR4/8褐 色上  しまり強 粘性中

2層  7 5YR1/17黒 色上 (粘質)2層 との堺に暗オ リーブ灰色土 (砂質土)が径 20cm前後のボータレ状をな して

入 /D しまり中 粘性 (極めて)強

3層  2 5CY4/1暗 オリープ灰色士 (砂質)黒 塁士ブロック (φ 10mm以上)少 流木少  しまり中 粘性な じ

卜23

C

I(耕作土)

オ 3~

地 山

L2戒 蒜 諄

~~公 正
一 ― ―

_____べ 辻 佐
― ―
_____一

一 一 ― ― ― 一 一
                A'

一

I(耕作土)

第 102図  1号堀
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(5)SK(土坑)

SK301(第 103・ 104図 第 18・ 30図版 第 69表 )

①位置 :」21-cに位置する。

②形状・規模・覆土 :84 clll× 82 cm平面円形で深さは 3 1 cIIl。

覆土は極暗褐色土～黒色土に至る1～ 4層まで存在する。

③長軸方向 :N-0°

④出土遺物 :遺物は1層上面にまとまって検出されており、

以下に図及び観察表を示した。

SK306(第 103図 第 18図版 )

①位置 :」 20-d、 J21cに位置する。

②形状・規模・覆土 :132 cm× 90 clllの平面精円形で覆

土は黒色± 1層からなる。

③長軸方向 :N-36° 一E

④出土遺物 :な し

A

L=24 200m Ltt Ю師

―

1層 7 5VR1 7/1黒色土 焼士ブロック (φ 2～ 10m)中  炭化物プロック (ψ 2～ 10Ш)

中 粘性強  しまり中

2層  7 5YR2/β 極暗禍色土 焼土ブロック (φ 2～ 101m)少  粘性強 しまり中

3層  7 5YR2/1黒色土 灰オ リーブ色土 (φ 2～ 10Ш)中 粘性強  しまり中

4層  7 5YR2/1黒色上 灰オリーブ色上 (φ 2～ 101111)少 粘性強  しまり中

0          1/60         2m

第 103図 SK301'306

♀          1/3          110Cm

第 104図  SK301出土遺物
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69表  SK301出 土遺物観察表
罫号 産記 種 類 口径 底 径 馨 高 B石 形の特徴 愁形の !司固 胎 十 残存膚

土師質土

器
火鉢 ヵ 19 2〉 746 5

平 らな底部。胴部
下端でやや丸みを
持って立ち上が

り、上半は直立す
る。下端上部に凸
帯が巡る。

輪積み成形。全面
ナデ調整。

良好

全体
7 5YR4/6褐

色

自色・雲母

微粒子若

干含む。骨

針含む。

胴部破

片

2

3-

SK301

N011 1:

他

土師質土

器
火鉢ヵ (48 0) 12 5) 872 1

平 らに整形された
口唇と、ほぼ半球

状の胴部からなる。

輪積み成形。全面
ナデ調整。

や

良

や

不

全体

7 5YR3/1黒

掲色

白色粒子・

雲母微粒子

若干含む。

骨針合む。

器肉
7 5YR6/6

橙色

口縁部
破片

第

第 70表 3区 ピント計測表

地 区 遺構名 検出グ リッ ド

規模・形態

備考径

ｍ，

長

ぐｃ

短径

(cm)

さ

　

ｍ
，

深

でｃ
平面形

3区 J21-c 21 2` 円形

J21c 2` 2( 宥円形

P307 」21-a 2( 有円形

1( ■形

J20-b 27 Il形

J20-c 隋円形

J20-a 楕円形

J19-b 13 円形

119-d 円形

119-d 円形

P386 119-d 円形

(6)ピ ット (第 105図  第 70表 )
遺構が組めなかったピントについて上記第 70表にまとめた。

(7)3区遺構外出土遺物 (第 106・ 107図 第 30図版 第 71表 )
3区遺構外から出土した遺物について以下にまとめた。

⑬́ずる
L=24 100m

だ

一　

ド

一

畿
3-括 07

0          1/3         1

第 106図  3区遺構外出土遺物 (1)

■主主

総i

伊
‐融

0_________二
立笹彊L_____―――写

m

第 105図 P826

併一括 03

3-括 08

地 区 遺構名 検出グリッド

規模・形態

備 奏径

ｍ＞

長

くｃ

短径

(cm)

さ

　

ｍ
，

深

てｃ
平面形

ヨ形

円形

P350 119-c 円形

K20-b 日形

K20-a 円形

J19-d 円形

P828 31 円形

P329 J18-b 2( 3` 円形

P830-a K2ユーa 2` 2 Il形 )830bを
切 る

K21-a 21 ヨ形 お30aに 切 られ る

P830-c K21-a 2( 1〔 η形
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れ

'とⅢ :

{千

∞に2にに3

5cm

12・  13

第 107図 3区遺構外出土遺物 (2)

第 71表  3区遺構外出土遺物観察表

11

3-括 11

0          1/3

10' 11

10cm

10

種 類 底 径 器高 器形の特徴 整形の特徴 障 成 色 調 胎 十 残存度 備考

1 3-括 陶器 悟鉢 (120) く4 8〉 121 5
平らな底部から65

度角で反 り返 り気

味に立ち上がる。

回転台使用。底

面・体下端ヘラ削

り調整。6本 1単

位の櫛 日。

良好

内外面

7 5YR5/2灰

褐色の鉄XFT

自色粒子看

干含む。器

内7 5YR4/1

褐灰色

底部破

片

瀬戸・美濃産 17

世紀前葉

2 3-括 陶器 層鉢 1 15 378 平らな底部。

回転台使用。底都

回転ヘラ肖」り調

整。14本以上 1単

位の栴 目。

優 良

内外面

7 5YR4/4灰

褐色の鉄釉

黒色微粒子

若千含む。

器肉

N8/0灰 自色

底部破

片

瀬戸・美濃産連

房式登窯第6小

期以降18世紀中

葉以降

3 一括 陶器 片口ヵ (104) 〈2 0〉 25 7 幅広の高台。
ロクロ整形。削 り

出 し高台。
良 好

内面

10VR7/41こ

ぶい黄橙色

の飴釉

情良。器肉

10YR8/2乳

自色

底部破
片

高台内墨書 (文

字不明)

瀬戸・美濃産 19

世紀

括 陶器
志野丸

皿
(120) (80) 27・ 9

感い局百かうしυ′更

角で丸みを持つて

立ち上がるり、日

縁で外反する。

ロクロ整形。削り
出し高台。

優良
灰 自色の長

石釉に貫入

あ り。

白色粒子若

干含む。

全体の

1/8

二次被熱瀬戸・

美濃産17世紀前

半ヵ

5 3-括 磁器
染付丸

碗
(95) 〈4 7〉 29 1

高めの高台を持

ち、半球状の器

形。

ロクロ整形。削 り

出し高台。
優 良

内外面

5GY3/1灰 自

色の釉

黒色微粒子

者千含む。

器肉
8ヽ/O灰 白色

全体の

1/4

10BG2/1青 黒色

の呉須で雪輪草

花文

肥前 (波佐見・

平戸)系 18世紀
末葉～19世紀中

葉

一括 磁 器
染付刀

碗
(99) 21 7

半球状の器形。体

部中にロクロロ残

る。

ロクロ整形。 優 良

内外面

5α8/1灰 白

色の釉

黒色微粒子

若千含む。

器肉

N8/0灰 自色

体部の
1/4

5BG4/1暗 青灰色

の呉須で草木文

肥前系17世紀ヵ

7 3-括 磁器
染付輪

禿皿
1 65〉 543

内反 り高台。体都

は筒形を呈す可能

性あり。

ロクロ整形。削 り

出し高台。体下端

回転ヘラ削 り調

整。見込み蛇の目

釉剥ぎ、体下半都

露胎。

優 良
内外面N8/0

灰 自色の釉
黒色微粒子

若千含む。

底部の

み

肥前 (波佐見 `

平戸)系

8 一括 磁 器 自磁皿 (112) (66) 2 25 92
低平な皿で、見込

みに波状の凹凸が

ある。

型作 りヵ。 優 良 白磁 徴密 醐研
内面上絵痕跡

頑戸・美濃産 19

世紀後半

9 3-括 磁 器
染付平

続
(113) 42 54 726

高めの高台を持

つ。半球状となる

力、

型押 し成形。 優 良
内外面N8/0

灰 白色の和

黒色微粒子

若千。

全体の

1/4

明青色の銅版絵

付けの革花文

瀬戸・美濃産 19

世紀末葉以降

3-括 磁器 染付碗 (44) く2 5〉 219
高めの高台を持

ち、半球状の器

形。

ロクロ整形。削り

出し高台。
罠好
内外面白色

の釉

黒色微粒子

若千含む。

底部の

1/4

内外面明青色の

摺 り絵

瀬戸・美濃産 19

世紀末葉以降

3-括 石製品 板弾 縦 101 模
10 35

厚33 370 5 板有塔婆の頭都で、幅1 7cmの 凹帯がある。
全体
75Y7/1灰

自色

頭部破

片

12 銭貨 北宋銭
外径

23 3mm
7L

6711「
32 銅 完 仔

「熙寧元賓」真

書(1068～ 1077)

銭貨 北宋銭
外径

24111m
子L

6 9mn
3, 銅 完存

「元豊通費」行

書(1078～ 1086)
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第 6節 4区

(1)SB(掘 立柱建物跡 )

SBll(第 108・ 109図 第 31図版 第 72・ 73表 )
①位置 :」23c、 K23-a・ b・ dに位置する。

②形状・規模 :調査時では個々のピントとしていたが、木質の残るもの (P2)を 中心に4穴からなる建物跡と考え

た。各柱穴は別表のとおりであるが、重複しているP3についてはその内側の柱穴を採ると、直径 35～ 40cm、 深さ

22～ 55cmの範囲内に収まる。柱穴の間隔は、北で 5.2m、 南で 5.5m、 東は 3.65m、 西は 3.75m。 建物内部に相

当する部分にもピットがみられるが、いずれも浅く、規則性もないことから張り床などの上部構造が存在したとは思

われない。

③長軸方向 :E-23° 一S

④

!雄
物 :陶

          鴫隣引
喪  T  Td m              go8d  Zd π

雪卜    卜:唇 忌長落色とま露ぁり もキ
3層  黒福色土 粘性あり

『
ト

”
ト

層

層

層上

5YR4/3にぶい赤褐色上 暗褐色上 負橘色プロックあり
5YR5/4に ぶい赤褐色土 赤褐色土混入 (地山上層 )
5YR2/2黒褐色土 黒色上 粘牲 Φキ卜 B

L=24 300m

P4

第 72表 SBllピ ット計測表
0         1/60         2m

油
日
――
脚

♀          1/3          110Cm

第 109図 SBll出土遺物

Pl                                                  P2

P4                /′((へ)        O P808                    P3

５
８

Ｎ
当

P番号 旧番号
長径 雛
ｍ

さ

れ

深

作

底部標高

(m)
備考

P812

P802 24 08 木質残存

P3タト P807

P3内

P4 P311 23 94

第 73表  SBll出土遺物観察表
番号 注記 種 類 口径 底径 器形の特徴 整形の特徴 靡歳 魯 調 胎 土 残存度 僑 差

1 4-P809 陶器
志野平

向付
<2 4〉 81 6

半環足が2か所残

存。体部は垂直に
立ち上が り、平面
撫四方形を呈す。

ロクロ成形後、型

打ちにより方形に

整形。底面回転削
り。

良好

内外全面
25Y8/1灰
白色の志野

釉

黒色微粒子

やや多い。
柏子肌。

帥
脇

内面二次被

熱、貫入。
外面に檜垣文

鉄絵 (2 5VR4/6

赤褐色 )。

美濃産16世紀

末葉～17世紀

前業
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(2)SE(井戸跡 )

SE19(第 110図 第 19図版 )

①位置 :」 23-c、 SB05の西約 3mに位置する。

②形状'規模・覆土:片側に帰斗状の膨らみを持つ、1.7m× 1.4mの精円形の井戸跡である。漏斗状の膨らみは 0.6m

にまで及び、その下は0,9mの円形となつて、垂直に落ち込むが、lmの深さで、湧水のため精査を断念した。

覆土は、上層にこの調査区特有の暗褐色土に赤褐色土粒子が混じつた土層で覆われ、下層は黒色系の互層が続き、一

部に灰色粘土塊の崩落がみられるが、自然堆積の様相を示す。調査後、重機による掘削の結果、2.lmの深さがある

ことを確認した。 ③出土遺物 :な し

SE20(第 110。 Hl図 第 19・ 31図版 第 74表 )

①位置 :」23c、 SE19に近按して位置する。

②形状・規模 。覆土 :径約 0.9mの 円形の井戸である。断面では筒状を呈し、0,9mまで精査できた。それによる

と上層に特有の上層が埋め込まれたような状態でみられ、下層は黒色系の土層となり、自然堆積か否か判断できなかつ

た。これも重機の掘削結果により、約 1.8mま で掘りこまれていた可育旨性がある。

③出土遺物 :瓦質土器

SE21(第 ■0。 ■2図 第 19・ 31図版 第 75表 )

①位置 :K22d、 K23c、 L22b、 L23aに位置する。

②形状・規模・覆土 :径 lm、 深さ0.8mの 円形の井戸である。断面は筒状で、先に行くに従って、やや細くなり、

底面は0.6mの円形を呈す。覆土は特有の土層の下に暗灰色土と真黒色上が自然堆積を示す。

③出土遺物 :精査中から、特に上層から陶器・磁器が出土した。

ぷ（中中）　Ａ一
ＳＥ２０Ｃ
③ヽ

俄

A

L=24 500m

l層  5YR4/8に がい赤褐色土 暗褐色土・赤褐色土粒多い

2層  5YR4/1褐 灰色土 灰黒色と やや しまり

3層 5YR4/2灰 褐色土 黒色土・赤褐色土粒わずか 粘性強

4層 5YR7/1明 褐灰色土 灰色砂質とのブロック

5層  5YR6/1黒 色土 灰色砂土多く含む

1層  5YR4/2灰 褐色土 暗褐色上 赤褐色土粒しまり中

2層  5YR5/2暗 灰色上 赤褐色土粒若干
8層  5YR2/1真 黒色土 灰色砂質上粒若干 粘性強

第 110図 SE19・ 20・ 21

1層  5YR4/3にがい赤褐色土 暗褐色土 しまり中

2層  6YR4/1褐灰色土 暗灰黒色土 粘1=
3層  5YR?/1黒褐色土 真黒色■ 灰色砂土含む

A

A

SE21

◎
0         1/60         2れ

SE19

L=24 500m
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脇

判

Ｗ

「

引

４． ＳＥ２‐．
追‐４

‐０1/3

第 Hl図  SE20出 土遺物

第 74表  SE20出 土遺物観察表

4 SE21追

第 112図  SE21出土遺物

番 暑 底 径 器 高 重 量 器 形 の特 徴 胎 十 残存臆 備 考

1

4-20コ '

ウSE一

活

瓦質土器 片口鉢 (236) く51) 109 4
50度角で立ち上
がつてき、日縁部
でさらに開く。

回転台使用。指頭
圧による片口整形。

良好
内外面
N15/0黒 色

白色微粒子

若千含む。

器内も同色。

口縁部

破片

第 75表  SE21出 土遺物観察表
注記 種 類 器 fa 炭径 器 嵩 重 量 整形の特徴 雉 成 魯調 胎 十

4-21コ

ウSE一

括
陶器 土 瓶 (37) 〈5 2〉 22 7

全体に丸みのある

体部に注目がつ

く。円孔 1子 L。 把

手は環状紐貼付。

ロクロ整形。 良好

内外面

5YR5/6明 赤

褐色の錯釉

黒色微粒子

多い。

体部の
1/4

2

4-21コ
・

夕SE一

括

磁 器
染付筒

形碗
(89) 167 8

低い高台から大き

く開き体下半から

筒状に立ち上が

る。

ロクロ整形。肖1り

出 し高台。畳付 に

砂 目痕。

優 良

内外面N8/0

灰自色の透

明釉

黒色微粒子

若千含む。

全体の
3/4

外面に呉須

(5B3/1暗青灰

色)の四方欅
文・松文

肥前系17世紀

前半

(3)SA (柵列 )

SA03(第 113図 第 19図版 第 76表 )

①位置 :L22b、 L23aに位置する。SBllと は 10m離れて並行する。

②形状・規模 :総延長 6.Omを測り、柱穴は径 48～ 68 clll、 深さ30 clllほ どである。柱間はPlから順に 1.9m、 2.0

m、 1.9mと なる。

③走行方位 :S-25° 一E

④出土遺物 :掲載遺物なし

SA03
P804-b

P4 A'

▼

俄ヽ
マ

⑦ 止

0
Ａ一輸

B          B'
�

捗

~

第 113図 SA03

1層  5YR2/2黒 褐色土 黒色上 しまり強   1層  5VR4/3に ぷい赤褐色上 暗
2層  5YR4/3に ぶい赤褐色上 暗褐色上    褐色土 黄褐色プロック
黄協色プロック               2層  5VR2/2黒褐色上 黒色土
3層  5VR2/2黒 褐色土 黒色土 粘性あり   粘性強

2m

第 76表 SA03ピ ット計測表

1層  5YR4/3に ぶい赤褐色上 暗褐色

土 黄褐色ノロックあり

2層  5VR5/4に ぶい赤褐色土 赤褐色

土混入 (地山上層 )

P番号 旧番号
径

〔

長

体

径

お

短

体

さ

〔

深

イ（

底部標高

(m)
備考

P884 23 77

23 91

P819 23 87 '819-bを切 る

P4 23 92 )804bを 切る

- 76 -



P806

④
止
A'

U
5YR2/1黒褐色士 しまり中
5VR2/1黒 掲色上 しまり中

ヽ

⑤
上
◎
止

A     A'
L=24300mペ

ァ

1層 5YR6/2灰 褐色土 黄灰色褐色土塊

2層  5YR4/3に がい赤褐色土 暗褐色土

3層  5YR2/2暴 褐色土 黒色士 粘性

ぷ

⑪
P811

Ａ

一　

Ａ

一

Ａ
一
�ｒ

◎ 十

P812

◎止
上      止

Mttυ

l層 黒色上  しまりあり

2層 暗灰褐色上  しまりあり

3層  黒褐色土 粘性あり
黄褐色プロック

―

の

一

口 ΞE11
牛P817-追

1/3

ぷ（伸中）　上

ド
一　
　
ド

一

ミ（〔̈中い）　Ａ．　　　Ａ一柳

P808(iE!)多

止◎◎
止

1層  25Y5/4黄 掲色土 やや灰色がかり

2層  5YR3/1黒 梶色士 粘性中

ヽ

睡 24200m―

鰤

層

層

第 114図 4区 ピット

(4)ピット (第 ■4・ H5図 第 77・ 78表 )

検出されたピット群は掘立柱建物として組めたもの、柵列と判断されるも

のなど
`よ

同一遺構として捉えた。一部ピットについては第 115図に示した。

その他ピットの平面図は全体図に掲載し、断面図は割愛した。各ピットの計

測値は以下第 78表に示した。

A

L=24 300m

1層 5YR4/2灰 褐色土 黒褐色土
2層 N3/暗灰色土 粘性強
3届  5YR2/1黒 褐色土 黒褐土粒子少

m

暗褐色上 黄褐色ブロックあり

赤褐色上混入 (地山土層 )

1 粘性

《ED》 止
P831

A'

W4飾
u

1層 5YR4/3に ぶい赤掲色上

2層  5WR5/4に ぶい赤褐色土

3層  5YR2/2黒褐色土 黒色土

ぶ

¢
生

第 H5図  P817出土遺物

10cm

第 77表 P817出土遺物観禁表
碁 暑 注記 種類 器 高 重量 器形の特徴   1  整形の特徴 樺 茂 缶調 胎 土 騰考

よ 4-P817 金属製品
灯明芯

抑 えヵ
径30 61 1

表裏同形の円形で、中央に0 45cmの 穿孔
あり。

全体N7/0灰

色
鉛 完存 被熱、酸化ヵ

第 78表 4区 ピット計測表

地 区 遺構名 検 出グ リッ ド

規模・形態

備 考
径

諭

長

体

径

諭

短

体

さ

耐

深

“
平面形

4優こ K24-a 円形

P804-b L23-a 有円形
限石残存

SB03 P4に切 られ る

1( 円形

P806 K23-b 3上 円形

P808 K23-b 8ι 2( 円形

P809-a K23-b 2( 2( 円形 P809bを切る

P809-b K23-b 31 21 21 円形 P809ね に切 られ る

P813 J23-d 31 円形

2` 2` 21 円形

地 区 遺構名 検出グ リッ ド

規模・形態

備考
長 径 短径

■
ご
　
お

深

ｒ（
平面形

L24-a 1( 精円形

L24-a 1〔 円形

P819-b と24-a 2 円形

P820 L23-a 41 2` 楕円形

P822 K22-d 3( 説 3` 円形

L22-b 駐 5ι 4 円形

P832 L22-b a 21 1 円形

P833 し22-b 駐 41 8( 円形

P335 K22-c 3` 3´ 21 円形
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崚

い

ヒ

ヽ

第 7節 5区 第 116図 5区全体図 !二________―――――――二些とそ里皇_______――――――――-1♀m

(1)SB(掘 立柱建物跡)

SB07・ SA05・ SA06(第 117・ 119。 120図 第 21・ 31図版 第 79～ 81・ 83・ 84表 )
①位置 :K25c・ d、 L25a・ b、 L26aに位置する。

②形状・規模・覆土 :3間 1面の掘立柱建物跡である。個々の柱穴については下表のとおりである。

柱穴は概して 40cm× 30cmの精円形を呈すものが多く、深さは検出面から20～ 35cm(標高では23.85～ 24.00m)

となる。柱の痕跡は P2・ 6。 7な どにわずかな木片がみられ、これらの裏込め土は、黒色土に灰色粘上の地山を含む

土層である。

妻側の柱間は、西で4.Om、 東で 3.8mで あり、その間に支柱などの痕跡はない。北桁行ではPlから順に、2.35m、

2.lm、 2.15m、 南側のP5から,頁に2.lm、 2.25m、 2.25mを測り、全体としては 6.60mと なる。

建物の内部には束柱穴らしきものは見られず、全体を土間として使用したものと考えられる。

③長軸方向 :E-30° 一S ④出土遺物 :焼締陶器

(2)SA (柵列 )

SA04(第 118図 第 21図版 第 82表 )
①位置 :M24b、 M25a・ bに位置する。

②形状・規模 :SB07か ら南へ 9m隔たつているが建物跡にはぼ合致する。柱の規模は径 40 cm前後、深さ40 cm

前後で、P2・ 5には木質が残る。柱間は Plか ら順に 1.5m、 2.lm、 1.8m、 2.Omと なる。

③走行方位 :E-27° 一S

④出土遺物 :な し

⑤施設 :本跡に付帯する施設と考えられるものに柵列がある。SA05は西側を囲む 3本の柱穴からなる柵列で、柱

間は 1.7mと 2.Omである。SA06は北側を巡る5本からなるもので、柱間は西から、2.9m、 2.Om、 1.9m、 2.9

mと 、P3を 中心として東西に対照的である。
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多○
u100, ,z三 ¬

0

Ｆ
＝
や
ヽ
ω
Ｏ
Ｏ
ヨ

ト
ロ
ー
　
　
　
掏
ト

P3

ヤ

ニ

ql謡

lm

”
Ｐ
　
　
　
　
口
・ <|

>
A'

A'A   
Φ

I

L=24400m

第 117図  SB07・ SA05。 SA06

B     P3

睡 24400mv

o         1/60         2m

崚 ¥

1層  5YR4/2灰 褐色土 黄褐色上を含む黒灰色土

2層  5YR2/2～ 2/8黒 褐～極H音掲色土 黒色土 粘性強 灰色粘土

を含むものもある

3層  5YR2/3種 暗褐色上 黒灰色土と灰色粘上の混入した土

P3

1層 5YR4/2灰 褐色土 黄褐色土 (地山の上)を含む灰黒色上でし

まり強

2層  5YR2/2黒 褐色土 黒色土 粘性強 (中には灰色粘土含むもの

もあり)

3層  5YR5/2灰 褐色士 灰黄色桐色上を多く含む黒色土 新しい

Pitの 上

調査区外
A

L=24 400m

1層 7 5YR1 7/1黒色上 黄色土プロック (φ 2～ 10m)粒子少 粘性・しまり強
o         1/60         2m

第 118図 SA04
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P番号 旧番号
径

０

長

ぐｃ

径

ｍ，

短

ぐｃ

さ

ｍ＞

深

てｃ

底 部 標 高

(m)
備考

Pl 24 02

P2 24 01 木質残存

P007 23 96

23 90

23 92

P002 37 23 88 木質残存

P7 P003 23 95 木質残存

23 97

第 79表  SB07ピ ット計沢J表

ゅ
5 SBC7 111

~帝 ~2

5-SB07-03

第 82表  SA04ピ ット計測表

5-S807-02

10cm0         1/3

第 119図  SB07出 土遺物

第 83表  SB07出 土遺物観察表

♀         1/3         X,OCm

第 120図 SA06出 土遺物

第 80表 SA05ピ ット計測表
P番号 旧番号

長 径 径

諭

短

体

さ

　

ｍ
，

深

くｃ

底 部標 高

(m)
備考

Pl P012外 23 98

SB07に 付属す る

可能性がある

24 16

23 96

第 81表 SA06ピ ット計測表

P番号 旧番号
径

ｍヶ

長

くｃ

径

ｍ，

短

＜ｃ

さ

ｍ
ぅ

深

くｃ

底部標高

(m)
備 考

Pl P012内 24 00

SB07に 付属する

可能性がある

P013 23 83

P3

P015 17

24 12

P番号 旧番号
径

耐

長

ぐｃ

径

ｍ，

短

でｃ

さ
　
ｍ，

深

‘ｃ

底 部標 高

(m)
備考

Pl

23 78 木質残存

P407

P405

23 70 木質残存

番号 注 記 種 類 器 種 器 高 重量 器形の特徴 整形の特徴 燒 成 色 調 胎 十 残存庁

1
5N―

7SB― P2
焼締的器 大甕 (140) 〈55 102 6 平

らな底部から70

度角で立ち上がる。
回転台使用。 良好

外面

10YR3/4暗

褐色内面

10YR2/2黒

褐色

自色粒子多
ヤヽ。

底部破

片
常滑産 ヵ

第 84表 SA06出 土遺物観察表
番 号 注 記 種 類 重量 器形 の特徴 色調 胎 十

かわらけ
A類中
皿

(5?) 〈J 16 6
平 らな底部から20

度角で開く。

ロクロ整形。右回

転糸切 り離 し無調

整。

優 良

全体
10YR3/4浅

黄橙色

自色粒子若
干含む。

底部の

1/3

2 須恵器 r4N蓋 〕径３９
12 15 1

低平な大型の擬宝

昧。
ロクロ整形。 良好

全体N6/0灰

色

自色粒子や

や多い。

術み

のみ 新治
産9世紀

(3)SE(井戸跡)

SE04(第 121・ 122図 第 22。 31図版 第 85,86表 )
①位置 :L25d、 M25bに位置する。

②形状・規模・覆土 :2.6m× 2.3mの平面楕円形を呈す井戸である。検出面から60cmほ どは漏斗状にすぼまり、

そこから下は直径 1.2mの 円形で垂直に落ち込む。ちょうどその変換点から、井戸枠の一部であろうか木片が出土し

た。調査は約 lm掘 り進んだ≧ころで湧水のため中止した。

断面観察によると、西側の上面に黒褐色粘性土の裏込め土 (6・ 7層 )が認められ、本来は全体に木枠に対する裏

込めがなされていたであろう。井戸の本体は、上面においては黒褐色土主体の自然堆積を示す。

③出土遺物 :約 1.8m下から木片多数を得、これらが井戸枠を構成していたものであることが推定される。その他、

陶器・土器類も多量に出土している。

SE15(第 121・ 123図 第 22・ 31図版 第 87表 )
①位置 :L26-a・ bに位置する。

②形状・規模・覆土 :直径 1.6mの平面円形を呈する井戸である。精査の結果、約 lm下で径 1.lmの 円筒状にす

ぼまることが確認できたが、湧水のためそれより下は調査できなかった。断面観察によると、上層に黒灰色土が、下

層に黒色土≧地山の灰色土の混じった層が水平に認められ、自然堆積の様相を示している。

③出土遺物 :約 1.8mの深さに達しており、瓦質土器・窯道具 (匡鉢)が出土している。
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SE15

A

A

L=24 300m

ド
一

4て
塾 ○

A'

1層  7 5YR4/1褐灰色土 暗黒灰色土

しまり中

2層  7 5YR4/3にぶい赤褐色土 黒灰

色+灰色 赤褐色粒子多く含む

3層  7 5YR4/3にぶい赤褐色土 黒灰

色+灰色 赤褐色粒子やや多い程度

木株あり

4層  7 5YR2/2黒褐色上 真黒色土

背灰色地山土わずか

1層  7 5YR3/1黒 褐色土 酸イヒ鉄多 粘桂  しまり弦

12層  7 5YR2/1黒 褐色上 黒色土 酸化鉄少 粘性  しまり強

13層 7引貶ハ 鶏 笠 離 上 醐 燃 少 lbrL中 しま噸
I

、_____メ
輻争乱舜色暑魯こ畳告と

少
炭花栃嵌耗どをま蟻 t｀ ~― _十′

7層  7 5YR2/1黒 掲色土 ロームブロック粒子少 粘性  しまり弱

第 121図  SE04・ SE15

1

番 号 注記 底径 器形の特徴 整形の特 4 峰 成 色調 1存彦 備

1 かわらけ
B類中
皿
(104) 5 1 62 8

平 らな底部から35

度角で直線的に立

ち上がる。

ロクロ整形。左回

転糸切 り離し後、

手持ちベラ削 り調

整。

優 良
全体5YR6/6

橙色

自色・雲母

微粒子若

干含む。

全体の
1/3

2 かわら1す
A類中
皿

54 く2 2〉 37 8

平 らな底部から45

度角でわずかに丸

みを持って立ち上

がる。

ロクロ整形。回転

糸切 り離 し後、一

方向手持ちヘラ削

り調整。

や
良
や

不

外面5YR5/6

明赤褐色内

面7 5YR6/3
にぶい灰褐

色

褐色微粒子

やや多い。
劇
婉

3

lE-4コ
｀

ウSE一

括

かわらけ
類ノ
皿
(71) (1 9〉 22 7

くばんだ底都から

40度 ほどの角度で

緩やかに立ち上が

る。浅い器形。

ロクロ水挽き成

形。左回転糸切 り

離 し後、誉下端無

調整。

優良

全面
7 5YR6/4に
ぶい橙色

乳白色粒や

や多い。

全体の

1/2

灯明油皿に転

用、灯心油痕

3箇所確認。

かわらけ 翔
皿

14 42 6

平らな底部から55

度角ではぼ直線的

に立ち上がる。

ロクロ整形。切 り

離 し不明、一方向

手持ちヘラ削 り調

整。

優良
全体5YR6/6

明赤褐色

雲母微粒子

若干含む。

骨針 ヵ。

完存

5

５
．

ＳＫ

Ｎ。

かわらけ
C類小
皿

42 19 43 4

やや突出した底都

から45度角で開

き、日縁部で直立

する。

ロクロ整形。切 り

離 し不明、多方向

手持ちヘラ削 り調

整。

優良
10YR7/31こ

ぶい黄桂色

白色・雲母

微粒子若

干含む。

完存

かわらけ
A類イ
皿
62 22

突出する底都から

45度角で緩やかに

立ち上がる。

ロクロ整形。左回

転糸切 り離し後、

手持ちヘラ削 り調

整。

良好

全体
10YR5/31こ

がい黄褐色

白色・雲母

微粒子若

千含む。

完存

灯明油皿に転

用、日縁部に

灯心lH痕。

7

５．
ＳＫ

陥

かわらけ
A類豆
皿

57 32 16 28 1

突出気味の底部カ

ら40度角で緩やカ

に立ち上がる。

ロクロ整形。左回

転糸切 り離 し後、

無調整。

優 良

全体
7 5YR6/6橙

色

白色・雲母

微粒子若

千含む。

完存

3

中
　
一

ｌＥ

蠅

括

土師質土

器
茶碗 〈2 1〉 566

垂直の高台から平

らに開き、体部は

直立するようであ

る。

ロクロ整形。貼付

高台。
優良

全面
10YR7/31こ

ぶい黄灰

色。精良。

褐色粒子若

千含む。

底部の

1/2

9

中

一

け
刺
括

瓦質土器 火鉢 177 2

分厚な口縁の直下

に突帯が巡 り、印

花文帯を構成す

る。丸形。

回転台使用。 良好
内外面N4/0

銀灰色

白色粒子多

く含む。器

肉N7/0灰 自

色
醐麟

口縁帯に梅花

印花文。

硬質瓦質

10
３

一

４０
層

５．
ＳＫ

下
括

瓦質土器
三足深

鉢
(24 8) 175 174

平らな底部に低い
三足が付き、ほぼ
30度角で直線的に
立ち上がる。

回転台使用 し、粘

土紐巻き上げ整

形。とくに内底

部・外体部ミガキ

顕著。

良好
内外面N4/0

灰色

雲母微粒子

若千含む。 抑第
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5ヽE04(SIt403)-07

5-SE04(SK403)一退 18

Ц
=≦
≧≦塑豆≡≡≡夏力 13  

＼
く
黒
こ垂垂仁煮言声巧訂

タ

♀         1/3         1iOCm

□
黒漆塗 り残存範囲

▼  目釘穴

5-SE04

(SK403)‐ 10

第 122図 SE04出 土遺物

5ヽE04
(SK403)-09

5▼SE04(SK403)→ 8

5-SE04

18 1SK403)・追19

）雅
ウ
／ｄ

一　・一一一一一・〓士ヤ三
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番 号 注 記 種 類 度 径 器 高 重 量 整形の特徴 焼 成 身存唐 備 考

瓦質土器 火fI (30 3) <8 5〉 178 1
ほぼ垂直に立ち上
がる。

ヨ転台使用。
や
良
や
不

殉外面

10YR10/1褐

灰色

当色粒子や

多゙い。骨

十含む。

岳肉 10YR2/]

黒色

口縁部

破片

12

チ

ＳＫ

陥

Ｎ。

瓦質土器 瓦灯 ヵ (242) (212) く12 8〉 1118 2

葛台部分は底で

20cm超、高さ10cm

の大きな筒形で、

対面 して透か し窓

がある。盤の底都

は16cmを測 り曰縁

部で幅lcmの凸帯と

なる。

回転台使用、輪積

み成形ヵ。全体的に

ナデ調整。

良好
勺外面
(15/O黒色

自色・雲母

若干含む。

今針含む。

器肉N7/0灰

自色で芯は

N5/0黒 灰色

中路

外面部分的に

彼熟のため

か、炭素が飛

んでいる。

13 SK403
-括

陶器 鉢 〈1 1〉 915 Å反りする高台。
ロクロ整形。削り
出し高台。

優良

外ヽ面
VR3/2灰 白
登の灰釉

ミ色微粒子

旨干含む。

底部の

1/2

瀬戸 美濃産17

世紀

14

▲

Ж

ｂ

陶器 皿 《2 2) 116 3
目広の高台から10

萱角で開く。

ロクロ整形。 イ寸
`す葛台ヵ。
優良

勺外面
10Y7/2や や

録灰 白色の

薩明釉

雪色微粒子

やや多い。

底部の

み

漆接ぎ痕あり。

美濃産ヵ

15 ４０
括

メ

Ж

一

陶器 丸 EE (65) 30 9

内反 り高台から35

睫角で緩やかに立

ち上がる。

ロクロ整形。削り

出し高台。体下半

ヨ転ヘラ削り調

整。内面に緑釉流

し (月旦警ヵ)。

良好

内外面
7 5YR7/6浅

黄橙色の灰

榊

ミ色微粒子

旨干含む。

全体の

1/5

為濃産17世紀

■葉

5-

SK403

-括
陶器
謡
倣
鉢

三

印 <3 7〉 26 6 比較的深い器形。

回転台使用。内面

印亥1、 自土拭き取

り後施釉

優良

内面5YR7/2

明褐灰色の

透明釉外面

露胎5YR4/2

灰褐色

緻密。器肉

5YR4/6赤 褐

色

体都破

片
害津産17世紀

17 木製品
曲物底

板

長 さ

191
幅

α

厚

∈
88 6

現径19cnの底板の

半分で、もう一つ

の板を繋ぐ串目が

2箇所あり。また

円周にも2箇所あ

り、わつぱ留めの

痕 ヵ。

自り飽仕上げ。

内外面黒色

の黒漆塗

り。
完存
¶密条痕、俎

氏用

チ
部
４０
深

２

〆
ＳＫ
最

お

石製品 石巧早形 長252 幅108 厚35 2228 5
表裏面は打害1面。両側面は研磨著 しい。

基部は斜めに加工・研磨。

基部破

片ヵ
霞母片岩質

10cm

5-SE15-01

0         1/3

第 87表  SE15出 土遺物観察表

第 123図  SE15出 土遺物

5-SE15-02

器 種 底 径 器形の特徴 整形の特徴 歳 御調 胎 土 残存度 借 者

1

5N―

15SE下

層

瓦質土器 火鉢 ヵ (292) 〈6 8〉 171 1

平らな底部からわ

ずかのネくらみを

持って立ち上が

る。

回転台使用。 良好

内外面
10YR7/31こ

ぶい黄橙色

自色大粒や

や多い。器

内の芯

W15/0黒色

底部破

片

2

5N―

15SEキタ
ハン下層

窯道具 区鉢 (152) 166 11 3 761 2

平らな底部からや
やすぽまり気味に
直線的に立ち上が
る。

ロクロ使用ヵ。切 り

離し不明。胴部下

端に手持ちヘラ削

り調整。

良好
全体5YR4/6

赤褐色

白色・黒色

大粒多い。

全体の
1/3

口縁部上端打ち

欠き調整ヵ。底

面媒付着。
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■       ■
L=24400m甚

ラ
√

1層  5YR4/2灰 褐色土 暗黒色土 赤褐色

上の混入

2層  5YR2/1黒 福色土 黒色土 しまり強

3層  5YR4/3に ぶい赤褐色上 黒褐色土

地山の)褐色砂利を含む

(4)SD(溝 )

SD201(第 124～ 128図  第 22・ 32図 版  第 88
～ 90表 )

①ると擢呈:K24-d、  K25-a・ c、  L24-b・ c、 M24-bにれと纏竪七「 る。

②形状・規模・覆土 :4区と5区の境 (現赤道)に沿つ

て南北 17mに亘つて検出された溝跡である。溝の幅と

深さは、南端で 2.9m・ 48cm(標 高 23.64m)、 中央付近

で 2.Om。 38cm、 北端で 1.lm。 42cm(標高 23.84m)

を測る。

溝の構造を槻観すると、途中までは東側にテラスを有

し、中央付近には掘り残された土橋状の遺構がある。テ

ラスは南端で幅 90cm、 深さ 20cm、 土橋付近では幅 50cm、

深さ 15cmほ どとなり、南から12mの地点まで続く。土

橋は南から5mの位置にあり、上端での幅 HOcm、 周辺

の溝底 との比高差は 15cmほ どである。土橋の補強のた

めか、北端両脇に杭の痕が数箇所みられる。

③出土遺物 :土橋の表面には礫石のほか、土器や陶器

の破片が敷き詰められていた。

SD202・ 203。 208・ 304～ 306(第 117図 第 20図版 )
①位置 :5区の東半部に位置する。

②形状・規模 :幅 0.50～ 0.80m、 深 さ10cm前後の

浅い掘 り込みである。『宍戸城絵図』 (宍戸城下絵図)の

当該地点は田地を示しており、土師質土器の破片を少量

出土してはいるが、遺構というよりは耕作に伴う窪みと

してとらえることにした。

暗黒灰色上 しまり強 掲色土若干混入

黒掲色土 地山の粘性灰色粘土粒含む

SD201

調査区外

A

L=244蒜         二

1層 5YR4/2灰 褐色土

2層  5YR4/1褐 灰色土

A

L=24 700m

I層  5YR4/1黒 色砂賓土 (表■)

1層  5YR3/2黒 色土黄灰ローム混入

2層  5YR2/2掲 灰色上 黒色土やや粘性強
2・ 3と もやや赤味がかって明るい

第 124図 SD201
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LZ蒜二九＼、四/

1層  5YR4/2灰 tB色土 暗黒灰色上  しまり強

Φ
lξ

ヨ

∞
1導

」

第 125図 SD201土橋部分拡大図
0_蜘 _聾

1-07

第 126図 SD201出土遺物 (1)

10
5-SD201-10
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(FT― 巧
「
‖
___― シ

ι狩 2

5-SD201-16

0         1/.3 10cm

? 21
5・SD201-21

s SD201-17

庄 三 援 曇 気 3
5 SD201-18

5 SD2111=28

22
5 SD20■ 22

S‐SD201■ 0

W5凹 36
5-SD201‐ 35         5「SD201-3651SD201→S

第 127図 SD201出 土遺物 (2)

＼t_______上 ____=__― /16

5iSD201-13

20

5 SD20卜19

5‐SD201-27

29

5 SD201-32
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第 128図  SD201出土遺物 (3)

第 88表  SD201出土遺物観察表 (1)
番 号 注記 器形の特徴 幕形の特徴 焼 成 色調

1

5-

SK201

Nol

かわらけ
B類中
皿
11 2 52 t08 1

平らな底部から40度

角で直線的に立ち上

がる。

ロクロ整形。切 り離

し不明。一方向手持

ちヘ ラ削 り調整。

やや
不良

外面5YR3/2

灰自色内面
5YR6/4に ぶ

い橙色

白色大粒多
い。雲母若

干含む。

全体の
3/4

2 'N―オ01SD

I央一
言

かわらけ
B類 中
皿

52 <3 0〉 88 1

わずかに突出する高

台から30度角で直線

的に立ち上がる。

ロクロ整形。左回転

糸切 り離 し後、一方

向手持ちヘラ削り。

良好
全体5YR7/6

橙色

雲母若千含
む。器内
5YR6/4

にぶい橙色

底部の
み

二次被熱で外面
一部10YR6/1褐 灰

色

8 ,D201

fol

かわらけ
B類中
皿
109 130 6

わずかに突出する高

台から40度角で直線

的に立ち上がる。ロ

縁部で分厚くなる。

ロクロ整形。左回転

糸切 り離 し後、一方

向手持ちヘラ削り。

優良
全体10YR3/3

浅黄色

白色粒子や

や多い。雲

母若千含む

1まぼ完

存

】01SD―

fo49

かわらけ
B類中
皿

39 1
窪み気味の底部から

20度角で直線的に立

ち上がる。

ロクロ整形。切 り離

し不明。底部は回転
ヘラ削りで調整。

良好

全体

7 5YR7/6橙

色

微粒子やや

多い。骨針
合すo_

底部の
1/2

5
201SD

中央一
かわらけ

B類中
皿
(135) (76) く4 0〉 29 2

平らな底部から35度

角で直線的に立ち上

がる。

ロクロ整形。切 り離

し不明。底部は手持

ちヘラ削りで調整。

や
良
や

不

内外面
7 5YR7/4に

ぶい橙色

ヨ色・雲母

笠子やや多
全体の
1/5
煤付着

6 ＳＤ

妊

肝

０１

一

かわらけ
類

皿
(72) (42) <2 45

平らな底部から60度

角で直線的に立ち上

ロクロ整形。回転系

切 り離 し後、無調 良好

全体
7 5YR6/6橙

雲母微lni子

若干含む。

全体の
1/4

7

5N―

201SD―

S一括

かわらけ
B類豆
皿
63 37 20

やや軽 り上がり気味
の底部から45度角で

直線的に立ち上が

ロクロ水挽き成形。
左回転糸切 り離し

後、多方向ヘラ削 り
優良

全体10YR73
にぶい黄橙

色

雲母微粒子

やや多い。

ほぼ完

存

8

5N―

201SD―

S一括

土師質土

器

内耳焙

烙
(272) 101 1512 5

平らで薄い底部から

65度角で丸みを持っ

て緩やかに立ち上が

る。 日唇は水平で分

回転台使用 ヵ。 日縁

部分な どに指頭圧痕

残 る。

良好

内外面
7 5YR5/31こ

ぶい褐色

自色・雲母

微粒子若干

含む。

全体の
1/3

5-

SD201

No10

土師質土

器
筒 鉢 164〉 408 5

内側に分厚 くなる口

唇か ら下は、寸胴型

となる。

輪積み成形。全面ナ

デ調整。
良好

内外面

10YR5/2灰 黄

褐色

色色粒子・

真母微粒子

雪千含む。
欅内10YR8ナ

罵白色

胴部破

片

'N―」01SD―

,一括

土師質土

器
播鉢 く4 9〉 54 1

平 らな底部から70度

角で、やや反 り気味

に立ち上がる。

回転台使用ヵ。9本

1単位の櫛 目。

やや
不良

外面 10YR5/3

にぶい黄褐

色内面

10YR4/1褐 灰

色

霞母微粒子

旨干含む。

署内10YR8た

乱自色

体部破

片

,D20]

oヽ12

土師質土

器
三足皿 54 く2 6〉 159 4

直径6cmの底部の脇

に3箇所足がつく。

体部は半球状に丸く

なる。日縁部不明
騰^

ロクロ整形。左回転

糸切 り離 し後、無調

整のまま足を貼 り付

イする。

や

良

や

不

外面

7 5YR6/2灰

褐色内面

7 5YR3/1黒

褐色

雲母微粒子

若干含む。

器肉真黒色

底部の
み

5N一

201SD―

S一括

土師質土

器
/1ヽ皿 (38) 〈2 4〉 43 5

わずかに窪んだ底部
から70度角で立ち上
がり中間から垂直と
なる。

ロクロ整形。切 り離

し不明。

や

良

や

不
内外面黒色

雲母微粒子

若千含む。

器肉
7 5YR5/1

褐灰色

底部の

1/4

5N―

201SD― 瓦質土籍 筒鉢 (218) 115 190 6
口唇は分厚くなり、

その下は30度角の寸
粘土紐巻き上げ成形

良好
内外面N2/0

黒色

白色粒子や

や多い。器
日縁部

破片

Ｎ
一

Ｋ２

ｏｌ

瓦質土器 火鉢 〈9 7〉 264 5

ほぼ75度角に開く胴

部から口縁部イこかか

る部分に凸帯が2条

巡り、文様帯を構成

する。

輪積み成形。全面ナ
デ調整。幅4cmの文
様帯内に人薬印花文
あり。

良好

外面
2,5GY6/1オ

リーブ灰色

内面
2 5GY8/1灰

自色粒子や

や多い。器

肉黒色

胴部破

片

２０
括

・オ

ＳＤ

一

瓦質土器 火鉢 く4 8〉 81 6
胴部上方に凸帯が巡
る。

成形不明。外面ナデ

調整。文様帯内に人

葉舞口花文あり。

良好

内外面
5α3/1暗オ

リーブ灰色

封色粒子若

F含む。
器肉真黒色

胴部破

片

♭
他

５．

２０

ぉ

瓦質土器 橋鉢 29 5 10 8, 1672 8
底を欠 くが、ほぼ45

度角で直線的に立ち

上がる。

成形不明。内外面ナ

デ調整。6本1単位
の櫛 目が見込み全面

に21条巡る。

良好
内外面N4/0

暗灰色

白色粒子・

雲母微粒子

若千含む。

器肉
N7/0灰 白色

拗開

17 ＳＤ
括

肝
血
け

陶器
天目茶

碗
〈4 3〉 449

体部は60度角でわず

かに丸みを持つてた

ち上がる。

外面体部下半露胎。

露胎部分回転ヘラ削

り調整。

優 良

7 5YR2/3黒

褐色の鉄釉

露胎N8/0灰

黒色微粒子

若千含む。 帥聘
瀬戸・美濃産17世

紀

,N―

J01SD―

一ヽ括

陶器
天 目茶

碗
〈1 851 42 7 直立する高台。

削り出し高台。外面

露胎。
優 長

1 5YR1 7/1

黒色の鉄釉
磨月台
1 5YR7/1明

昂灰色

黒色微粒子

若千含む。

底部の

み

瀬戸・美濃産 17世

紀
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第 89表  SD201出土遺物観察表 (2)
器 種 口径 底径 器 高 董量 器 形 の斡徴 胎 土 残存度 備 考

陶器 自天 目 (107) <7 1〉 120 9

直立する高台から平
らに開き、その後下

端に段を有 しながら
60度角で立ち上が

る。 日縁部は鼈口と

なり口唇で反 り返

る。

ロクロ整形。削 り出
し高台。体下半分回

転ヘラ削り調整。底

部のみ露胎

優良

内外面
2 5GY3/1灰

自色の長石

釉露胎N8/0

自色

黒色微粒子

若干含む。

全体の

1/2

瀬戸・美濃産17世

紀中葉

5N―

201SD―

N一括
陶器 自天 目 (110) 〈6 4〉 54 9

体部は途中で段を有
しながら60度角で直

線的に立ち上が り、
日縁部は鼈日とな
り、日唇で反 り返

る。

ロクロ整形。体下端
回転ヘラ削り調整。

良好

内外面
2 5GY8/1灰

自色の長石

釉露胎N8/0

自色

黒色微粒子

若千含む。

口縁部
の1/4

外面二次被熱

瀬戸 美濃産17世

紀中葉

,N

オ01SD―

1-橋
陶器 自天 目 〈2 9〉 741

直立する高台から平
らに開き、体下端は

60度角で直線的に立

ち上がる。

ロクロ整形。削 り出
し高台。体下端回転
ヘラ削り調整。

長好

内外面
2 5GY7/1灰

白色の長石

釉、貫入あ

黒色大粒や

や多い。

底部の
み
瀬戸・美濃産17世

紀中葉

陶器 丸碗 54 i3 45〉 69 5
高く直立 した高台か

ら半球状に開く。

ロクロ整形。削 り出
し高台。

優良

内外面

25Y8/2灰 自
色の灰釉

黒色微粒子

若千含む。

底部の

み

内面二次被熱の

ため赤化・貫

入。
瀬 戸 差 灌 甚 17壮

101SD― 陶器
志野丸

皿
(13 1) 71 31 94 1

低いV字高台から30

度ほどの角度で緩や
かに開ぐ^

ロクロ整形。削 り出
し高台。

優 良

内外面

5YR3/2灰 白
緻密。器肉
5YR8/1乳 自

全体の

1/2
瀬戸 美濃産 17世

5N―

201SD―

S一括

陶器
志野丸

皿
(118) 61 25 58 2

極端に低い打ち反 り

高台から20度角で、

緩やかに開く。

ロクロ整形。削り出
し高台。

良好

内外面N8/0

灰 自色の長

石釉

黒色微粒子

若千含む。 中陀

内面二次被熱の

ため貫入。

瀬戸 美濃産17世

5-

SD201

-括
陶器 丸 皿 (123) (81) 492

極端に低い打ち反 り

高台から20度角で、

緩やかに開く。

ロクロ整形。削り出
し高台。内面に
5G3/1暗緑灰色の緑

良好

内向5Y7/3浅

黄色の灰釉

素地5Y3/1灰

黒色微粒子

若千含む。
全体の

1/4

日縁部・畳付暦

滅。

美濃産 17世紀中

5-

SD201

No13
陶器

志野菊

皿
(133) (80) 27 30 7

平 らに開き、緩やか

に立ち上が り、 日縁

吉[でやや反 りかえ

る。 日唇は花弁を表

現 し、内面は丸 ノミ
で当‖っている _

ロクロ整形。削り出
し高台。

良好

内外面
10YR3/2灰 自

色の長石和

黒色微粒子

旨千含む。

全体の
1/6

二次被熱

美濃産17世紀前

半

5-

SD201

NoO03
陶器

青織部

折縁鉄

絵皿

(133) 74 2 25 795

V宇高台から35贋角
で開き、日縁部でさ

らに大きく反 り返

る。

ロクロ整形。貼付

高台。体部下半は

回転ヘラ削り調整。
内面高台重ね焼き

痕。

良好

内面口縁部
5CY6/1レ「
リーブ灰色
の緑釉+全
面長石釉外

面露胎

黒色微粒子

若千含む。

器肉10YR3/

黄褐色

全体の

1/2

見込みに花文鉄

絵(7 5YR4/2灰 褐
色)

美濃産17世紀

5-

SD201

Nol

陶器 沓形碗 (120) <5 951 479
胴中央を絞つたよ う

な、全体に丸みのあ

る器形。

ロクロ整形。下端回

転ヘラ削り調整。
優良

内外面
5GY8/1灰 自

色の長石釉

黒色微粒子

若干含む。

全体の

1/5

美濃産17世紀前

半

5N―

201SD―

S一括

陶器 碗 69 《2 3〉 92 6 嘱広の高台。
ロクロ整形。全面施

釉。畳付 目跡6箇所。 優良

内外面
5GY7/1明 オ

リーブ灰色
の灰釉

ミ色微粒子

写干含む。

器肉5GY7/O

疋白色

底部の
み
き津産ヵ

5N―

201SD―

S一括
陶器 向付 (44) 〈2 3〉 43 9

角反 り高台から25度

亀で開く。

ロクロ整形。高台都

分貼 り付けヵ。体下

端回転ヘラ削 り調整。

優良

内面

7 5YR6/2灰

掲色釉外面

露胎

7 5YR5/4明

掲灰色

白色微粒子

やや多い。

底部破

片

見込みに鉄絵

(10YR4/3の 灰褐
色)

曹津産

31 201SD

fo102
陶器

青織部

徳利
<2 7〉 216 受け日状の日縁部。 ロクロ整形。 優 良

内外面
10YR6/1緑 灰

色と5BG7/1

淡青色の緑
鮒×与万鶏

暑肉真白色
口縁部
のみ
美濃産17世紀前
半

5-

SD201

-括
磁 器

染付端

反碗
(125) 5〉 426 井戸形の大きな碗 ロクロ整形。 優良

内外面lN8/0

灰自色の長
石釉

阜色微粒子

ヨ干含む。

口縁菩[
の1/3

外向に呉須
(5PB3/1)の 菊花

唐革文

肥前系17世紀前

,D201

fo008

磁器
染付筒
形碗

〈3 1〉 110 7

内反 り気味の高台か

ら平らに開き、体下

端で垂直に立ち上が

る、筒形の碗。

ロクロ整形。畳付無

TfH・ 砂 目痕。
優 良

内外面やや

青みがかつ

た白色

ミ色微粒子

旨千含む。

底部の

み

内外面に呉須 (淡

青色)の圏線文

肥前系17世紀初

頭

ＳＤ

括

唯

０１

一

磁器 帥枷
48 1 95 内反 り気味の高台か

ら平らに開く。

ロクロ整形。削 り出

し高台。見込み・高

台露胎。

優良

内外面5GY 7

/1明オ リー

ブ灰色の釉

素地 5GY5/4

にぶい赤褐

黒色微粒子

多い。器肉
N7/O灰 白色

底部の
み

内外面呉須

(10GY5/1緑灰色 )
の圏線文

肥前系 (波佐

見・平戸 )ヵ

5-

201SD

No48
磁器

染付ガ

杯
く18 174

低い内反 り高台から

平 らに開いて、体下

端で70度角で立ち上

がる。

整形不明。 優良
内外面5G7/1

自色の釉
緻密。

底部の

み

外面呉須 (淡群青
色)の車花文

瀬戸 美濃産19世

紀

5-

SD201

No3
磁 器

染付蕎

麦猪日
(30) 1 75 48

上げ底高台で、その
まま80度角で直立す
る。

整形不明。 優 良
内外面真白
色

級密。 邸
陀

外面呉須 (明青

色)で草花文

瀬戸 美濃産 19世

糸己

- 88 -



番号 戊径 器 高 重 量 警形の特徴 峰 成 色 調 備 考

戸
の

皓

銭貨 北宋銭 径
獅
外

■
孔
飾

19 銅 完 存
「皇宋通費」鉄

書 (1039～ 1040)

戸
の

お

銭貨 北宋銭 径
飾
外

３
孔
輪

23 銅
一部欠

損

「紹聖元宝J行
書 (1094～ 1098)

２０

括

辟

ＳＤ

一

銭貨 南宋銭 径
輪
外

２
孔
輪

鋼 完存

「景定元賓」背

四

(1263)

２０

層

５．
ＳＤ

中
銭貨 明銭 径

諭
外

分
孔
肺

32 銅 完存

「洪武通費」背
一銭ヵ(1368～
1398)

第 90表  SD201出土遺物観察表 (3)

(4)SK(土坑)

SK411(第 129。 130図 第 22・ 32図版 第 91表 )

①位置 :M26aに位置する。

②形状・規模・覆土 :62 clll× 58 cmの平面円形で深さは 6 cmで覆土は黒色土である。

④出土遺物 :遺物は覆土～底部にかけて土器破片が検出されている。

SK412(第 129。 131図 第 22・ 32図版 第 92表 )

①位置 :K26cに位置する。

②形状・規模・覆土 :直径 1.7mの円形を呈す土坑である。全体として漏斗状に落ち込むようである。断面観

察によると、上面では暗黒灰色から黒色土の自然堆積と思われる。覆土内には礫石がいくつか認められる。

③出土遺物 :かわらけ。陶器

SK412

崚  SD207

A                   A'

L=24 500m

o         1/60         2m

A'

1層 7 5YR4/3にぶい赤傷色土 暗黒灰色土

赤掲色土 粒子多い しまり強
2層  7 5YR4/2灰褐色土 黒灰色土 務性強

3層  7 5YR2/2黒掲色土 真黒色上 青灰色

土粒わずか

第 129図 SK411・ SK412

♀  V3  4
第 130図 SK411出土遺物

0_________生∠p⊇_______―一号m

.幾
チ
5-SK411 01

第 91表  SK411出 土遺物観察表
番 号 産記 種類 底径 器 高 重量 搭形 の特 徴 峰 成 色調 備 考

1 SK411

-括
かわらけ 中皿

底部から40度角で

直線的に立ち上が

る。

ロクロ整形。切 り

離し不明。
良好

全体
7 5YR6/41こ

ぶい橙色

自色微粒子
・雲母若千

含む。

口縁部
ク)1/4
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0          1/3 10cm

第 131図 SK412出 土遺物

2

第 92表 SK412出土遺物観察表
番 号 種 類 鶏 種 重量 器 形 の特 徴 整形の特徴 峰 成 獅 調 凋台土 残存度 楕 者

1

5N―

14SENo

1

かわらけ
A類中
皿

11 2 118 8
やや窪む底部から
25度角で緩や力Чこ

立ち上がる。

ロクロ整形。切 り

離 し不明。
良好

外面
7 5YR6/6橙

色内面
7 5YR6/31こ

ぶい橙色

白色粒子多
い。雲母若

干含む。骨

針含む。

イまぼ完

存

煤付着

2

5N―

14SE上

層

陶器

志野折

縁鉄絵

皿

(132) (60) 〈4 2〉 765

直立の高台から20

度角で開き、日縁
部でさらに反 り返
る。 口唇は摘みあ
げられる。

ロクロ整形。貼付

高台。体下端

回転ヘラ削り調
整。

良好

内外面
25Y7/2灰
羮色の長石

釉

黒色微粒子

やや多い。

全体の

1/4

見込みに鉄絵

(5YR3/3暗 褐

色)草文
美濃産17世紀

前半

3

5N―

14SE」ヒ

層―括

陶器 鉄絵鉢 (228) 〈5 7〉 885

40度 ほどの角度で

丸みを持つて立ち
上が り、 日縁部で
帯状を呈す。

ロクロ整形。輪花
は指頭圧。

優良

内外面
75V8/1灰
自色の灰釉

包色粒子若

F含む。
口縁部

破片

笠原鉢

瀬戸・美濃産

17世紀前半

(5)ピ ッ ト (第 93表 )

遺構が組めなかったピットについて第 98表にまとめた。

第 93表  5 EXIピ ット計測表

地 区 遺構名 検出グリッド

規模・形態

長 径 短径 深さ

(cm)
平面形

5区北 L25-d 2` 4 円形

P412 L25-a 円形

5区南 M26-a 円形

P401-b 1 楕 円形

P404 M25-a 円形

P406 M25-a 円形

M25-a 3 円形

第 94表 5区遺構外出土遺物観察表

♀          1/3         1PCm                           cm

1                         3

第 132図  5区遺構外出土遺物

5-括 01

番 暑 種 類 器箱 口径 器 高 重畳 器形の特徴 轄形の特徴 色調 月台十 残存唐 備 者

1 一 括 磁器 染付碗 4 1 <2 15
内反 り気味の高い

高台。

ロクロ整形。削 り

出 し高台。 高台露

胎。

優良

内外面
2 5CY8/1灰

白色の釉

黒色微粒子

旨千含む。

致密。

底部の

み

肥前 (波佐

見・平戸)系
または17世紀

前半ヵ

2 K24-a 金属製品 鉄砲弾
径
12 6nm

特に変形認められ
ない。未使用ヵ。

鋳型の合わせ 目と

切り離 しのバ リが

確認できる。

表面N6/0灰
色

鉛 第33図版参照

3
lW―ホ)
2-001 銭貨 北宋銭

外径
2 41mm

孔
8 5mm

[8 銅 完 存

「嘉祐元

費ヵ」真書

(1056～
1063)

- 90 -



第 6章  自然科 学分析

第 1節 宍戸城跡出土木製品の樹種
パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

宍戸城跡は、涸沼川左岸の沖積地に位置する。これまでの発掘調査により、17世紀代を中心とした遺構
。遺物が

検出されている。

本報告では、近世の木材利用を朗らかにするため、出土した木製品の樹種同定を実施する。

1.試料

試料は、角材を中心とした建築・土木材や木製容器 (木製容器・底板・漆椀 )、 板材など20点 (委託配 120)で ある。

2.分析方法

木製品の木取りを観察した後、破損部から木片を採取する。刺刀を用いて木片から木口 (横断面)。柾目 (放射断面)。

板目 (接線断面)の 3断面の徒手切片を作成し、ガム・クロラール (抱水クロラール,ア ラビアゴム粉末,グ リセリ

ン,蒸留水の混合液)で封入してプレパラー ト≧する。プレパラー トは、生物顕微鏡で木材組織の種類や配列を観察し、

その特徴を現生標本および独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データ
ベース≧比較して種類を同定する。

なお、木材組織の名称や特徴は、島地 。伊東 (1982)、 Wheeler他 (1998)、 Richter他 (2006)を参考にする。また、

日本産木材の組織配列は、林 (1991)や伊東 (1995,1996,1997,1998,1999)を 参考にする。

3.結果

樹種同定結果を表 1に示す。木製品は、針葉樹 2分類群 (マツ属複維管束亜属・アスナロ)と 広葉樹 4分類群 (コ

ナラ属コナラ亜属コナラ節・クリ・ケヤキ 。モクセイ属)に同定された。各分類群の解剖学的特徴等を記す。

・マツ属複維管束亜属 (Pinussubgen.Diploxylon)マ ツ科

軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される。仮道管の早材部から晩材部
への移行は急～やや緩やかで、晩材部

の幅は広い。垂直樹脂道は晩材部に認められる。放射組織は、仮道管、柔細胞、水平樹脂道、
エピセリウム細胞で構

成される。分野壁孔は窓状となる。放射仮道管内壁には鋸歯状の突起が認められる。放射組織は単列、110細胞高。

・アスナロ (ThujopSisdolabrataSieb etZucc)ヒ ノキ科アスナロ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部
への移行は緩やかで、晩材部の幅は狭い。

樹脂細胞は晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、内壁には茶褐色の樹脂が顕著に認められる。

分野壁孔はヒノキ型で、1分野に 14個。放射組織は単列、110細胞高。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節 (Quercussubgen.Quercussect.Prinus)ブ ナ科

環孔材で、孔圏部は 12列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を

有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、120細胞高のものと複合放射組織とがある。

・クリ (CastaneacrenataSieb.etZucc.)ブ ナ科クリ属

環孔材で、孔圏部はチ4列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単穿孔を

有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、115細胞高。

・ケヤキ (ZelkOvaserrata(Thunb。 )Makin。)ニ レ科ケヤキ属

環孔材で、孔圏部は 12列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、塊状に複合して接線・斜方向に紋様状あるいは帯
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状に配列し、年輪界に向かつて径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん

肥厚が認められる。放射組織は異性、16細胞幅、150細胞高。放射組織の上下縁辺部を中心に結晶細胞が認められる。
・モクセイ属 (Osmanthus)モ クセイ科

紋様孔材で、道管は多数が複合して斜方向に配列する。道管壁は薄く、横断面では多角形。道管は単穿孔を有する。

放射組織は異性、12細胞幅、120細胞高。

4.考察

木製品は、丸太杭、丸太、角材、半角材、木製容器、板材、底板、漆椀であり、合計 6分類群が認められた。各分

類群の材質をみると、針葉樹の複維管東亜属は、軽軟で加工は容易であるが、強度・保存性は比較的高い。アスナロ

は、木理が通直で割裂性・耐水性が高く、加工は容易である。広葉樹のクリとケヤキは、比較的重硬で強度・耐朽性

が高く、加工はやや困難である。コナラ節は、重硬で強度が高く、加工はやや困難である。モクセイ属は、重硬・緻

密で比較的強度が高い。

器種別に見ると、丸太杭、丸太、角材、半角材では複維管束亜属を中心としてクリやコナラ節が混じる組成となる

ことから、強度や保存性の高い木材を選択したことが推定される。遺構別に見ると、SA07では、芯持丸木の丸太杭

がコナラ節、芯除角材が 2サミとも複維管束亜属であり、角材と丸太杭とで木材利用に違いが認められる。一方、SB02

これらの結果から、遺構によって木材利用が異なる可能性がある。

第 95表 樹種同定結果

調査区 遺構 旧番号 部種名 木取 り 樹種

1 1区 SA07-P2 P752 丸太杭 芯持丸木 頚ナラ属コナラ亜属コナラ節

2 [区 SA07-OP5 角材 芯除角材 マツ属複維管束亜属

3 1区 SB08-P3 角材 芯持角材 マツ属複維管東亜属

4 1匠こ SK653 丸太 芯持丸木 マン属複維管束亜属

5 2区 SB01-P3 角材 芯除角材 ク リ

6 2区 S302-P2 角材 芯除角材 ク リ

7 2区 2サ説リローNo.4 角 材 芯持角材 マツ属複維管東亜属

8 2区 SB02-Pll 角材 芯除角材 ク リ

9 2優至 SB03-Pl 角材 芯除角材 マツ属複維管束亜属

2匠至 SX01-No.4 半角材 芯持分割材 (1/4割材) マツ属複維管東亜属

11 2区 SX01-No 5 丸太杭 芯持丸木 マツ属複維管束亜属

2区 SX01-No.2 木製容器 縦木地 モクセイ属

2区 SX01-No 26 半角材 芯持材 マン属複維管束亜属

1区 SA07-P3 角材 芯除角材 マツ属複維管束亜属

2区 SB02-P9 角材 芯持角材 ク リ

2区 SA13-P4 角材 芯持材 マツ属複維管束亜属

17 2区 SA14-Pl 角材 芯除角材 マツ属複維管東亜属

5区 SE04-No.9 SK403 板材 板 目 マツ属複維管束亜属

5区 SE04-No.36 SK403 底板 柾 目 アスナ ロ

1区 3手チリローNo 4 漆椀 横木地 ケヤキ
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木製品のうち、底板は曲物の底板と考えられており、分割加工が容易で耐水性の高いアスナロが利用されている。

一方、漆椀は、硬いケヤキが利用されており、曲物と挽物とで木材利用が異なる。木製容器は、形状から合子の蓋な

どと考えられ、硬く緻密なモクセイ属が利用されている。

宍戸城跡では、これまでにも出土した建築部材や木製品の樹種同定が実施されている(能城 ,2006;パ リノ・サーヴェ

イ株式会社 ,2006)。 その結果をみると、柱材にクリやアカマン (複維管束亜属)が確認されており、今回の丸太、角材、

半角材等の同定結果と木材利用が類似する。一方、曲物の底板や蓋 ?と される資料にはヒノキが確認されており、今

回の結果からアスナロも利用されていたことが推定される。また、漆器椀・蓋では、これまでの調査でケヤキ、ブナ

属、 トチノキの利用が明らかとなっており、今回の結果も調和的である。

合子については、茨城県内での調査事例が確認できないが、筑土人幡町遺跡 (東京都新宿区)から出土した合子の

蓋と身がいずれもモクセイ属のヒイラギに同定された例がある (パ リノ・サーヴェイ株式会社 ,2004)。 今回の結果

から、本地域でもモクセイ属 (ヒ イラギ)が不可用されていたことが推定される。

第 96表 科学分析姑象遺物計測表 *〈  〉内は現状での長さ φは直径

委託No 調査区 出上遺構 旧番号 部種名 長 幅 厚 mm 特徴

ユ 1区 SA07-P2 丸太杭 む128 先端一面鈍切り

2 1区 SA07-P5 角材

3 1区 SB08-P3 角材 〈346〉

4 t区 SK653 丸太 く532〉 焦げた痕跡

5 2区 SB01-P3 角材

6 2区 S802-P2 角材 台飽仕上げ

7 2区 2手タリ己―No 4 角材

表面は手斧で平らに仕上げている。2角 を面取り、

横断面6角形となる。両面に8角形と長方形の異な

るほぞ穴が穿たれ、下端にはシガラミをかませる

ためか、深く削り取られている。

8 2匠こ SB02-Pll 角材

9 2区 SB03-Pl 角材

2区 SX01-No 4 半角材 他に同一規格品2個体

2区 SX01-No 5 九太杭 〈1580〉 片面一部飽で面取り、先端3面覚切り

12 2区 SX01-No 2 木製容器 ロクロロ鮮やか。

13 2区 SX01-No 26 半角材 両面台飽で平面に削る。

14 1区 SA07-P3 角材 く422〉

15 2区 SB02-P9 角材

2区 SA13-P4 角材 〈260〉 160- 16Cl―

17 2区 SA14-Pl 角材

5区 SE04-No 9 板材 344 精円形を呈し、節穴がある。用途不明。

5区 SE04-No 36 SK403 底板 8 竹串痕からみて、曲物底であろう。

1厖こ 81タリ風―No 4 漆 椀

- 93 -



患蕗i

響
け
ｅ

９
う
ＯＦ
９
４

ゴ
部
説
部
辞
＝
呻

，
■‐
争
げ

・
一
れ
，
”
“
″
ば
ば

ｔ，
等
　

・
”
ば
呵
“

‐●．
「
■
ｉ″
●

評
森
鍵
露

華
捕
策

一

“
・，！伸“
工
”箋
�
“
“
””�”
“　
一隻
寵
講
帝
“
強
ｒ
』硝”

爾
国
卜
．
十

日

lマ ツ属複維管束亜属 (委託N010)

2.ア スナロ(委託N019)

3コ ナラ属コナラ亜属コナラ節 (委託No

a:木 口, b:柾 目, ci板 目

1)

500μ m:3a
200μ m:1-2a,3b,c

100μ m:1-2b,c

第 133図  木材 (1)
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4.ク リ(委託配8)

5,ケ ヤキ (委託配20)

6.モクセイ属 (委託N012)

at木 口,bi柾 目,c:板 目

-300μ
 m:a

200 μ mib,c

第 134図  木材 (2)
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第 7章 総 括

第 1節 検出された遺構について

第 1項 過去の調査

宍戸城跡における本格的な発掘調査は、今回の 2010年度調査を含め、2004年度から5回に渡る調査が行われている。

2004年度の茨城県教育財団 (以下、「財団」と記す)による調査では、掘立柱建物跡 17棟、塀跡 5条、溝跡 5条、

井戸跡 7基、ピット群 4か所、土坑 21か所、池跡 3か所、柱穴列跡 3条が検出され、土師質・瓦質土器・陶磁器類
・

金属製品。木製品・土製品が出土している。検出された遺構群は、城割の区画に沿つて概ね南北方向 (N-25° ― W)

もしくは東西方向 (N-75° 一E)であることが報告されている。

2006年度の口山武考古学研究所による調査では、掘立柱建物跡 2棟、溝跡 12条、井戸跡 4基、池跡 2基、土坑 16基、ピッ

ト26基が検出され、土師質 。瓦質土器・貿易陶磁・瀬戸美濃
。志野・唐津・肥前・常滑が出土している。2008年度

の向毛野考古学研究所による調査では、西側虎口の馬出しの堀跡 1条、溝跡 4条、井戸跡 1基、土坑 5基、不明遺構 3基、

ピット50基が検出されている。2009年度のテイケイ トレー ド株式会社による調査では、本丸および南側腰郭の上塁

2本と堀跡 2条が検出され、土師質・瀬戸・美濃・笠間・常滑が出土している。2009年度の財団による調査では、井

戸跡 1基、池跡 2基、土坑 6基、堀跡 2条、溝跡 4条、杭列 1条、ピット群 4か所が検出された。

これらの中で今回の調査と関連する遺構に、掘立柱建物跡・井戸跡・池・堀・溝が挙げられる。

掘立柱建物跡

2004年度調査の成果から、6・ 7・ 9尺 といつた柱間距離が用いられていることが示され、覆土中に砂礫を充填させ

る側柱の第 8号掘立柱建物跡を挙げて、主殿や門である可能性を、丸材を用いた総柱である第 9号掘立柱建物跡を挙

げて物置施設の可能性を、また柱間距離が妻側・桁行ともに 2.lmを基調とする第 14号掘立柱建物跡を挙げて秋田

氏入封以前である 16世紀の構築としている (稲田 2006)。 この調査を受けて行われた 2006年度調査では、前回を補

足し、宍戸城武家屋敷間尺に京尺のものが存在し、柱材が 4寸 =12 cmの栗材を使用していることを指摘している (間

宮 2006)。

井戸跡

井戸枠を石組で構築するタイプ、板材で構築するタイプ、素掘リタイプの 3種があるようである。

第 1の石組井戸は、2006年度 SE01が 2.60m× 2.58mの 平面円形で、上部を粘土で閉塞している。第 2の木枠井

戸は、2004年度第 7号井戸が 1.60m× 1.60mの平面円形に掘り込んで掘方とし、平面円形の枠 (径 0.70m)の外

の裏込めは黄色土 。青灰色粘土、黒色土を互層状に版築している。第 3の素掘り井戸は直径 100m前後の平面円形

～楕円形をなしたもので、これまでに検出された井戸の大半がこのタイプである。

池

2004年度調査、2006年度調査、2009年度調査 (財団)において、庭園施設である池が検出されている。平面形は

不整形のものと方形基調をした L宇形のものとがある。

不整形 (楕円形・長楕円形)タ イプは、過去の調査事例の大半を占めている。各報告書では、精円形
。長楕円形と

しているが、不整形≧いうべき形状である。2004年度調査では不整形の池は 6基が検出され、そのうちの第 1号池は、

9,70m× 4.Omの不整楕円形で、南側には長径 3.Omの精円形の張り出し部分がある。長軸方向はN-56° ― Eで、

深さは 45 cmを測り、底部はやや凹凸がある。覆土は人為堆積。廃絶時に埋め戻されていた。

方形基調で L宇形タイプの池は、2004年度調査第 3号池である。南北 8.O In×東西 45mで深さは 0,70mを測り、

壁は外傾して立ち上がる。長軸方向はN-25° 一Eである。竹や木材を杭にして、その間を竹や木材を交互に編み込

んだ「しがらみ」による護岸対策をしている。自然に湧水する。調査社は廃棄後に埋め戻した人為堆積と判断している。
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第 135図  宍戸城縄張り図 (稲田 2006第 158図 を引用)
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堀・溝

2004。 2009年度調査 (財団)で検出された遺構が今回の調査と関連付けられる。2004年度調査において溝は 5条

が検出されている。いずれも『宍戸城絵図 (宍戸城下絵図)』 に描かれていない溝で、南北 (N-25° 一 E)イこ走向

する溝と東西 (N-65° 一 W)イこ走向する溝とが検出されている。南北 (N-25° ― E)に走向する溝は第 2～ 5号

溝の 4条で、幅 0.60～ 2.4m、 深さは 0.20～ 0.60mを測るものである。これらのうち、第 4号溝は上幅 2.4m、

深さ0.50mを 測り、/1C土は 4層からなる人為堆積。整地面下から検出されている。第 5号溝は上幅 0.7m、 深さ0.2

mの人為堆積である。東西 (N-65° ― W)イこ走向する溝は第 1号溝で、上幅 0.6m、 深さ0.30m。 これに沿つた

北側に第 3号塀が平行して走行するため、武家屋敷の南辺で『宍戸城絵図』に示された当該郭の東西を貫く通りの北

縁ではないかと指摘している。

2009年度調査 (財団)では、整地面下から『宍戸城絵図』にはない現状幅 3.4m、 現状深さ 1.23mの堀跡が検出

されている。Ⅱ区から北 (N-12° ― E)イこ走向し (1号堀)、 北側の I区で東西 (N-75° 一 W)イこ走向する2号堀

に合流しており、後述する今回調査の 1区において東西に走向する 3号堀と同一の遺構と考えられる。17世紀所産

の土器・陶磁器・木製品が出土している。

このほかに武家屋敷の区画と考えらえる溝が、第 6・ 7・ 8。 11号の 4条が検出されている。南北 (N-5° ～ 20° 一 E)

に走向する溝は 2条ある。第 6号溝跡は、第 2次整地層下層、第 2号堀跡を掘り込み、幅 0.54m、 深さ0.28mを測

り、覆土は細礫を多量に含むことから、2層からなる人為堆積である。第 7号溝は、第 4号池と第 2号堀を掘り込み、

幅 0.58m、 深さ0,38mを 測る。単一層からなる人為堆積である。東西 (N-56° ～ 65° 一 E)1こ走向する溝は、第

8・ 11号溝の 2条である。第 8号溝跡は 0.38～ 093m。 断面 U字形。深さ8m。 細礫を含む単一層で埋戻した痕跡

がある。第 11号溝は第 1次整地面を掘 り込んでおり、上幅 0.91～ 1.14m、 深さ0.25mで 3層 に分層される。

2006年度調査では溝跡 12条が検出されている。このうち屋敷境の区画は SD02・ 06が 該当するとしている。このうち、

SD02は幅 1.83～ 1.69m、 深さ0.66mを測 り、17世紀陶磁器が出土している。東西 (N-70° ― W)イこ走向する。

SD06は、幅 0.95m、 深さ0.33mを測り、南北 (N-20° ― W)イこ走向する。

2008年度調査では、『宍戸城絵図』にも描かれている堀 1条 と4条の溝が検出されている。1号溝 (堀 )跡は、幅8.61m、

深さ1.71m。 東西 (N-71° ― W)イこ走向し、断面形は箱形を呈する。上位層と下位層とがあり、上位層は 12層 か

らなる人為堆積で、近世陶器など 17世紀の遺物が出土している。上幅 0.28～ 1.18m、 深さ0.05m～ 0.49mで 南

北方向 (N-16° ～ 18° 一E)の溝 3条。上幅 0.45m、 深さ0.45m、 東西方向 (N-62° 一W)の溝 1条が検出さ

れている。

方形周溝状遺構と方形堅穴遺構

前述の遺構のほかに、今回検出された遺構に関連するするものとして方形周溝状遺構と方形竪穴遺構の存在がある。

宍戸城から外れるが、2004年度の宍戸城跡調査に関連した主要地方道大洗友都千道路改良工事に伴 う新善光寺跡発

掘調査が行われている。この中で、方形周溝状遺構、方形竪穴遺構についての記載がある。

方形周溝状遺構は、溝幅 40～ 65 cm、 深さ 15 cmの周溝を平面長方形に巡らし、覆土は自然堆積である。長軸は北

西方向 (N-42° 一W)である。遺物は少なく縄文土器・土師器が混入している。

方形竪穴遺構は、2基が報告されている。第 1号方形竪穴遺構は480m× 2.50mの平面長方形をなし、深さ 65 cm、

長軸が北方向 (N-4° 一E)と なっている。第 2号方形竪穴遺構は 2.lm× 1.9mの平面正方形をなし、深さ 28 clll。

長軸は北方向 (N-5° 一E)である。主柱穴と考えられる 40 cmと 56 cmの平面円形ピット2基を配置する。遺物は土

師質土器が出土している。

2基の方形竪穴遺構のうち第 2号竪穴遺構は竪穴式住居跡の系譜をひく建物跡のことで、中世における竪穴建物跡、

竪穴状遺構とも呼ばれるものである。
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第 2項 今回の調査

今回の調査では、掘立柱建物跡、井戸跡、池 (SXl)、 堀・溝、および「方形に巡らせた溝」、竪穴状遺構 (SX2)が

検出されている。

掘立柱建物跡

11軒が検出されている。これらの柱間距離を、下記に示す江戸尺基調、京尺基調、両者以外という①～③の観点

でまとめてみる≧、①は皆無で②が少数、③が主体をなすという結果になった。③の規格で比較的多いのは 7尺 =2.1
mで、2004年度調査 (稲田2006)において、1間 =2.lmの規格は前述したように中世とされていた分類である。
これら掘立柱建物跡には角材≧丸材が用いられており、武家屋敷比定地における掘立柱建物跡で検出された SBl・

2・ 3・ 8では角材が検出されている (第 107・ 108表・木製品観察表)。 幅が 11.5～ 13.8 clllを 測り、概ね 4寸を示し

材質は松と栗を用いている。2006年度調査同様に角材は 4寸幅を基準とし、中世以来の東国の間尺と京尺が採用され、

江戸尺は採用されていない。SA(塀・柵列)においても同様の傾向を示している。

[掘立柱建物跡の柱間距離 ]

①江戸尺 (1間 =6尺 =1.80m)を 基調 :該当なし

②京尺 (1間 =6.5尺 =1.90血 )を基調 :(1区)SB08(2区 )SB02
③両者以外 :(1区)SB09,10(2区 )SB01・ 03・ 04(3区 )SB05・ 06(4区)SBll(5区 )SB07
[SA(柵列・塀)の柱間距離 ]

①江戸尺 (1間 =6尺=1.80m)を 基調 :該当なし

②京尺 (1間 =6.5尺 =1.90m)を 基調 :(1区)SA07(2区 )SA12
③両者以外 :(1区)SA08(2区)SA09・ 10・ 13・ 14(5 EXr)sA04・ 05,06

井戸跡

18基の井戸が検出され、このうち石組井戸 2基、木枠井戸 1基、素掘り井戸 14基が検出されおり、下記のように

まとめられる。

①石組井戸

(1区 )SE09:2.30m× 2.20mの 平面楕円形、深さ2.00mで底部砂礫層に至る。

(2区 )SE01:2.33m× 2.05mの 平面円形、深さは 2.25mで底部砂礫層に至る。

(5区)SE15:直径 1.60mの平面円形で自然堆積の様相。井戸枠組み石が底部に存在。深さ1.80mで底部砂礫

層に至る。

②木枠井戸

(5区 )SE04:2.6m× 2.3mの楕円形、深さ 1,80mで底部の砂礫層に至った。廃絶に伴 う祭祀の様相と木枠の

痕跡をなす板材が立位で出土している状況が特筆される。

③素掘り井戸

直径 0。 79～ 1.93mで概ね 0.8011n前後の平面円形～楕円形、深さ1.48～ 2.12mで砂礫層に至り底部となる。

(1区)SE07・ 08。 10。 11

(2区)SE05・ 06・ 16～ 18

(3区 )SE03:直径 0。 9mの平面円形、廃絶に伴 う祭祀の様相を示す遺物出土状況は特筆される。
(4区)SE19～ 21

池

不整形タイプはなく、方形基調の平面 L字形タイプの SXl(2区 )を検出したのみである。平面形状や護岸対策、
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自然に湧水する点などは 2004年度調査の第 3号池に類似 しているが、規模はこれよりやや小さく、南北 4.78m× 東

西 4.60m、 深 さ 0.86mを測る。長軸方向は N 23° ― E。 かわらけ・瓦質土器・瀬戸美濃橋鉢・木製容器蓋などが

出土している。

堀・溝

今回の調査では、堀 4条、溝 5条を検出した。堀・溝には、整地面及び対応する 3～ 5区確認面 (第 1面。以下、
「整

地面」≧略す)上の遺構と整地面下の遺構とが存在する。整地面上の堀は 1条で溝は 5条 となり、整地面下の堀は 3

条で溝は 1条 となつている。これらの堀や溝は概ね直線的で、東西 (N-62～ 65° 一ⅢT)と 、南北 (N-17° ～ 25°
 一W)

に走向している。

1・ 2区において検出された整地面上の溝は、武家屋敷の建物に関連した遺構で、このうち SD250・ 252は建物に関

連した遺構と考えられる。3区で検出された 1号堀は『宍戸城絵図 (宍戸城下絵図)』 に示されたものであり、絵図

によれば現在の道路が土塁となり、その東側直下が外濠 となる様相を示す。町屋側からではあるが、1.35mの残存

深度であることは意外である。また 5区において土橋が検出された SD201は、城絵図に存在しないものであるが市場

的な性格をもつた 4・ 5区に至る「町屋」内を、遺跡の南側を東流する涸沼川から北上するもので、井戸や当該溝出

土遺物の様相から、区画や排水以外にも、例えば運河のような機能も想起させられるところである。

整地面下の遺構は、前述したように武家屋敷比定地である 1・ 2区にのみ存在する。2～ 4号堀及び SD251が存在する。

このうち東西に走向する 3号堀は、前述したとおり、2009年度調査 (財団)における、南北方向から東西方向に屈

曲する第 1・ 2号堀と一連の遺構と考えられる。以下に検出された遺構の概略をまとめてみた。

[整地面上 ]

①東西 (N 62° ～ 65° ―W)イこ走向する溝

(1区 )SD101～ 103・ 252:幅 0.12～ 0.65m、 深さ0.12～ 0.20mで、いずれも水の流れた形跡はない。

②南北 (N 17° ～ 25° 一W)イこ走向する溝

(1区 )SD250:幅 0.46mで深さ0.37mを測り、単一層となつている。

SD252:幅 は 0.22～ 0.87m、 深さは 0.24mを測る。

(2区 )SD001:幅 1.12～ 1.39m、 深さ0.27～ 0.33mを 測り、自然堆積の様相をなしている。調査区境の

断面が攪乱されていたので整地面上の遺構として扱うことにした。

(3区)1号堀:3区西端で検出された南北に走向する外濠で、『宍戸城絵図』にも描かれている。幅は現状で 6.90

m、 深さ1.36mを預Jる。断面は、底部が平らで立ち上がりが緩やかに開く形状をなし、覆土は

褐色土～黒色土の 3層からなる。覆土中から17～ 19世紀の陶磁器及び動物遺林が出土している。

(5区)SD201:幅は 2.00mで深さ0.38mを 測り、人為堆積の様相をなす。検出された溝の中央付近には土橋が

存在する。17～ 19世紀の土器・陶磁器類・銭貨などが出土している。町屋のあつた地区で整地

面はないが、廃絶期まで存続していたものと判断し、整地面上として扱うことにした。

[整地面下 ]

①南北方向 (N-25～ 32° 一E)1こ走向する溝

(1区)4号堀 :幅 2.16m、 深さ0.50mを測る。

(2区 )2号堀 :幅 2.72m、 深さ 0。 95mを測る。

(2 EXI)SD251:幅 1.60m、 深さ0.50mを測る。 1・ 2層で半ば自然堆積した後、整地層で完全に埋められる。

②東西方向 (N 62° 一W)イこ走向する溝

(1区 )3号堀 :断面形は現形状から箱薬研である≧推定される。現状での最大幅は現状で 5.76m、 深さは2.30

mを測るが、北岸と底都に達するには至らなかつた。
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「方形に巡らせた溝」と竪穴状遺構

1区から検出された「方形に巡らせた清」は、南北 7.80m× 東西 6.15m、 溝幅 12～ 24 clll、 深さ 2～ 7 cmで概ね

5 cm前後。平面方形に巡 りつつ、東辺で途切れる。覆土は褐灰色砂礫単層をなしている。長軸方向は北西方向 (N一

35° ―E)である。新善光寺遺跡における方形周溝状遺構に類似している。

SX2は、2区の整地面下で検出され、地山から掘 り込まれていることが断面図からも判る。3.53m× 2.80mの 平

面隅丸方形で、深さは 0,30mを 測 り、覆土は整地面構築の際、埋め戻された様相を示す。長軸方向は N 82° 一Eで

ある。土師質土器を検出した新善光寺遺跡の第 2号方形竪穴遺構に類似するが、新善光寺のものは中世とされている。

以上のことから今回の調査で検出された遺構群は、1602年の秋田氏入封により築城、1645年に廃絶した宍戸城の

存続期間である 17世紀に限定され、各遺構は概ね、堀・溝に東西 (N 62° ～ 65° ―W)と 、南北 (N 17° ～ 25°

―W)に準拠した主軸をなしている。

第 3項 発掘調査で得られた成果と『宍戸城絵図 (宍戸城下絵図)』
第 135図 に示す現況地形図では、水田となっている調査区のある郭周囲に存在していた濠及び土塁は存在せず、南

北に伸びた形状をなした連郭式の宍戸城中央部を縦断して、国道 355号線が走向しおり、郭南東隅部は宍戸小学校造

成において大きく旧状が変化している。

郭の西辺に相当する 2006年度調査区 (現コメリ)に面した小道、2004。 2009年度調査区及び今回の調査区が占地

する大洗友部線に平行して南側を走向する小道は、後述する明治初期に作図された地籍図にも存在が示されている。

郭の東辺は南北に走向する道路となっており、東縁は約 lm下がる段差をなし、そこから調査区を東へ向かうと、南
側を併走する小道が 4・ 5区境日付近で屈曲し北に向きを変え、100mほ ど北でクランクして延びる。

巻頭写真 2に示す地籍図では、東西を貫く小道が現在の宍戸小学校敷地を縦断し、先述した 4・ 5区のクランクする

小道に連結している。

第 136。 137図 に示す想定図及び『宍戸城絵図』では、郭西辺を南北に走向する小道、中央部を東西に貫く小道西部、

及び東の郭外にある町屋比定地をクランクして北に縦断する小道は表現されている。また郭東辺にある南北に走向す

る現在の舗装道路は、絵図に示される土塁に相当すると考えられ、外郭を併走する濠は、道路から一段下がつた水田

にある畦に痕跡を示している。なお現在、郭内平場の大半を占める水田の畦の区画は、前述した地籍図から判断して

武家屋敷区画の名残を示すものである。

今回も、2004・ 2009年度に引き続き、通 りの北側に軒を連ねる武家屋敷が調査された。第 136図に示すように、

2009年度に調査された郡司五左衛門邸 (5)の東際、倉 (蔵)田又兵衛 (6)、 加藤□左衛門 (7)、 分内名左衛門 (8)、

外濠を渡って町屋に隣接する≧ころが脇田金兵衛 (9)の各邸宅までの武家屋敷及び町屋を調査している。調査区の西

から東に向かつて、1区が郡司・倉 (蔵)田邸、2区が加藤・分内邸、3区が脇田邸にほぼ該当する。4・ 5区は町屋

となる。各武家屋敷の間口と奥行きは、郡司邸から加藤邸までは東西 17間 ×南北 18間、分内邸は東西 21間 ×南北

24間、脇田邸は東西 20間 ×南北 35間である。

各武家屋敷に示された人名を「秋田俊季公分限帳」(友部町 1971)及び「万治二年家中求人知行高扶持切高覚」(松

原 1973)に 照合させてみる。以下、前者を「分限帳」、後者を「万治覚書Jと 略すこ≧にする。郡司五左衛門は「分限帳」

によると 150石、「万治覚書」によると250石である。倉田又兵衛は、「分限帳Jによると 100石、「万治覚書」によ

ると200石である。また両者には「倉」ではなく「蔵」≧示されている。加藤□左衛門は、「万治覚書」にある加藤

弥工左衛門 200石であるうか。「分限帳」への記載はない。外濠の外側に邸宅を構える脇田金兵衛は「分限帳」及び「万

治覚書」に 200石 と記されている。
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テイケイ

□1田土塁 匠三コ濠
1/4000

第 136図 宍戸城武家屋敷想定図

1 津田民部     (東 西 24間、南北 18間 )   9 脇田金兵衛

2(空)       (東 西 17間 ヵ、南北 18間 )  10 秋田宇右衛門

3 山東仁衛門    (東 西 17聞 ヵ、南北 18間 )  11 秋田四郎右衛門

4 永井与左衛門   (東 西 17関 ヵ、南北 18間 )  12 秋田二郎右衛門

5 郡司五左衛門   (東 西 17間 力、南北 18間 )  13 小野寺二郎左衛門

6 倉田又兵衛     (東 西 17間 力、南北 18間 )  14 秋田奥左衛門

7 加藤弥工左衛門  (東西 17問 力、南北 18間 )  15 小山二郎兵衛

8 分内名左衛門   (東 西 21間、南北 24間 )

※ 10～ 14の東西間日は地籍図をもとにした推定である。
※明治初期の地籍図『平町村』『橋爪村』 (笠間市立友部図書館蔵)を合成した。
※各調査の年度で発行された報告書および機関は巻末に示す。また、2004年および2009年度財団調査区における全体図は、同調査報告

書からの引用である。
2004年度 財団 (稲田 2006)2006年度 山武 (間宮 2006)2009年度 毛野 (宮 田2009)2009年 度 テイケイ (森本 。大角 2009)
2009年度 財団 (前島 2011)
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前述した 2004・ 2009年度の財団調査同様に、今回の調査における武家屋敷比定地 1・ 2区でも屋敷区画付近は極端

に遺構が少なく土塁等があつた可能性がある。また前述した 2009年度調査における第Ⅱ区第 1号堀は北進した後、

第 I区で屈曲し第 2号堀となって東進し、今回の調査区 1区 3号堀に至っている。屋敷割でいえば、小野寺二郎左衛

門邸の西辺から、通りをまたいだ郡司五左衛門邸中央付近で向きを東に転じ、倉 (蔵)田又兵衛、加藤弥工左衛門邸

の屋敷中央部を貫く様相となっている。同一遺構と考えられるこの堀の土層は人為堆積の様相を示し、上層に 17世

紀の遺物を混入していることがわかっている。形状と規模は対岸と底部が各調査区の外側に位置しており、今回の調

査においても全容は未解明のままである。また、整地面下から検出された堀・溝で南北に走向するものは、今回の調

査における 2～ 4号堀、SD251が存在し、2004年度調査における第 4号溝も同様の傾向を示している。これらの底部

標高は南が低くなる。

3号堀は、秋田氏の宍戸城築城にあたって埋め戻された遺構である。上層から4号堀とは新旧関係は認められず同

一期に機能し、時を同じくして埋め戻された様相がある。また重複関係にない 2号堀 。SD251についても同様の状況

である。2号堀は分内名左衛門邸に少しずれるが同邸宅の東辺の区画に近い位置にある。SD251は加藤弥工左衛門邸

と分内邸の境にあり、4号堀も倉田又兵衛邸側に少しずれるのではあるが、概ね屋敷割を意識して穿たれたもの≧判

断される。

以上より、南端にある武家屋敷の郭内の整地面下に存在する 17世紀初頭の溝は、位置的に多少のずれはあるもの

の、1645年 (正保 2年)の秋田氏三春転封直前の区画と同一方向に指向していることが判る。このことから整地面

下の遺構は、「湿地である当該地を乾燥させる必要から堀 。溝を穿ち、乾燥を終えた後、土盛りして整地面を構築し、

武家屋敷を構築した可能性がある」旨、調査の指導に当たられた川崎純徳氏が現地においてご助言くださり、大いに

納得するところがあった。

ただ、3号堀に至っては、南北に走向する部分が小野寺二郎左衛門邸と秋田二郎右衛門邸の境をなしていつつも、

屈曲して東進するに及んで、郡司工左衛門・倉田又兵衛・加藤弥工左衛門邸宅の中央を巡っており、武家屋敷の町害1

りと整合していないことから、中世城館の一部である可能性も捨てきれない。

今回の調査から、文献資料とも連動して武家屋敷の町割りの一端を解明するに至ることができたと信ずるところで

ある。一方、整地面下の 3号堀といつた未解明の問題を残すところもあり、今後の調査成果を待ちたい。

なお、引用した『宍戸城絵図』は現在所蔵している東北大学附属図書館の呼称で、『友部町史』では『宍戸城下絵図』

の呼称であるため、本書では両者を併記することにした。
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第 2節 検出された土器・陶磁器類について

今回の発掘調査による出土遺物には、近世宍戸城下武家屋敷 (武家地)と 町屋 (町人地)に伴うものと、前代のも

のとがあつた。後者は遺構覆土あるいは包含層 (遺構外)か ら採取された縄文土器 (前期中葉)1点 と、弥生土器 (後

期)3点、須恵器 (9世紀)1,点がある。縄文・弥生 。平安時代の遺構・包含層は確認されなかったので、当時の状

況を窺い知ることはできないが、周辺に生活域が存在していたことが推察される (注 1)。

城下武家地・町人地からは土器・陶磁器類のほかに、屋根瓦、土製品、石製品 (石臼・捏鉢・砥石など)、 金属製品・

鍛冶関連遺物、窯道具 (匡鉢)、 銭貨 (北宋銭。南宋銭。明銭)、 木製品 (漆器・容器・建築材・杭など)、 種実遺体 (モ

モ核。ヒメグルミ核)が検出された。個別の資料については、前章までの事実記載、あるいは巻末の出土遺物集計表・

木製品観察表を参照されたい。

第 1項 土器・陶磁器類の組成

さて、出土遺物の主体となる土器 (土師質・瓦質)・ 陶器・磁器・焼締陶器は、総数 1,223点 ・総重量 47,454.4g

に及ぶ (第 97表 )。 帰属時期については、近世宍戸城の存立期間に相当する 16世紀末葉～ 17世紀中葉以外に、廃城

後の 17世紀後葉～ 19世紀がある。両者は帰属する遺跡 (遺構)の性格が異なってくるので、それぞれに伴 う遺物も

分別して検討すべきであるが、土器類の時期別分類が不分明であることと、後者の陶磁器類の比率が低く見積もられ

ること等から、一括して集計した。

第 97表 地区ごとの上器・陶磁器類組成

半数量 :基本的に接合後破片数、重量 :単位 g、 右側は%。

種別ごとの組成は、かわらけ以外の土師質土器や瓦質土器、焼締陶器の大甕のように、1個体の重量が著しく大き

いものがあるので、数量比で見ていくことにする。かわらけ 86.3%、 その他土師質土器 28.0%、 瓦質土器 8.4%、

陶器 19。 4%、 磁器 5.2%、 焼締陶器 27%と なる。土器類だけで 7割以上を占めている。

ところで、今回の調査区はひと括りに「宍戸城下」と言 うものの、前節で検討したように、西側 (1～ 3区 )は武家地、

東側 (4・ 5区)は町人地、と「場」の性格を具にしている。また、5区 (町人地)の西端を南北に走る溝 :SD201出

土遺物については、瀬戸・美濃産の茶陶 (喫茶具)・ 織部製品や唐津産の向付などの陶器類が、いわゆる町人地の遺

物相として異彩を放つているように感じる (巻頭写真 4)。 これらのことを踏まえて、武家地≧町人地、SD201に 分け

て、それぞれの種別組成と相互の比較をしてみよう (第 98表 )。

武家地 (1～ 3区)ではかわらけが 40,1%と 他を圧倒しており、次いで、その他土師質土器 。陶器・瓦質土器とな

る。町人地 (4・ 5区)においても組成順位はほぼ同じと見てよいだろうが、かわらけは 28.5%と 低くなり、瓦質土

器は 16.7%と 高くなる。SD201 1ま前記したとおり、茶陶・繊部製品が目を引く。種別組成も町人地に比
べ、土器類の

割合が低くなる。ただ、SD201以外でも、4区 SBllの志野向付や、5区 SK412の志野折縁鉄絵皿のように志野織部製

品が出土しているので、SD201出土遺物がことさら特異であるとは言えないようだ。

15842 6
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第 98表 武家地・町人地・SD201ご との土器・陶磁器類組成
出上位置

土帥質土器
瓦質土器 陶器

磁器
焼締陶器 合 計カツクらけ その他 17世紀 13・ 19世紀

数

量

1～ 3区 28 2 5] 1 32
172

,D201 27 7 17 15 6

a計 28 3 77 27

重

量

～3区 5470 4 19 1 9310 0 5520 3 193 28664 0
・ 5区 (ex SD201 2675 0 38 0 20 8 03

7 1 4778 4 238 1243 6 10437 6
箸計 7004 2 15682 9 34 0 7785 7 と69 588 6 2365 6 51 46146 3

*数量 :基本的に接合後破片数、重量 :単位 g、 右側は%。

第 2項 かわらけについて

形態による分類

・A類 (不形)こ の分類の基本はロクロの上に置いた粘土塊であり、回転させて絞つて円柱状にし、その上に粘
土紐を巻き上げて整形 したものが A類で、体全体に丸みがある。また口縁部に近づくに従って器肉が薄くなり、口唇

が反 り返るものが多い。一般的に高速回転糸切 り離 しのまま、底部も体下端も無調整であるため底部が突き出たよう

な感 じとなる。口径 !底径 :器高の比率は、口径 1に姑しその最小から最大までと ( )内 に平均値を入れた。その

比率は A類では 110.43～ (0.52)～ 0.64:0.26～ (0.31)～ 0,38で ある。

・B類 (皿形)A類 と同じようにして整形 したのち体中間で粘土紐を継ぎ足ししたものと思われ、体部は直線的に
開き、往々にして口縁部が分厚 くなる傾向がある。切 り離しの技法は同じだが、開いた器形を維持するためか、回転

速度がやや遅い。対口径比率は 1:0.32～ (0.43)～ 0.50:0.25～ (0.28)～ 0.35と やや幅がある。

・C類 (盤状)粘 土円柱の上に粘土板を載せロクロ整形 したもので、体部は浅く、垂直に近く立ち上がる。低速
回転の状態で糸切 り離すため、糸抜き痕は底部のなかに残る。対口径比率は 1:0.56～ (0.64)～ 0.73:0.20～ (0.26)

～ 0.35である。

大きさイこよる分類

1寸 =3 03cmを 基準として、口径を基に以下のとおり分類 した。

・大皿 (4寸以上)12.3cmを超えるグループで、ほとんどが復元実測である。
・中皿 (4寸以下 3寸以上)11 7cm～ 9.2cm内に入るグループで、平均すると 10.Ocm(3.3寸 )と なる。復元・完

形品半ばである。

。小皿 (3寸以下)7.8cm～ 5,7cm内のグループで、平均する≧6.7cm(2.2寸 )になる。比較的完形品が多い。液た、
6cm前後のものは粘土塊から直接引き出す、所謂水挽き技法で作られたと考えられる

第 99表  かわらけ分類

A類 (イ形 ) B類 (皿形 ) C類 (盤状 ) 合計 %

大 型 (4寸以上 ) l 0 3

中 型 (4寸以下) 1 55 7

J 型 (3寸以下) 4

合計

%

*実測図で口径のわかる の み 1由出 1ッ々

胎土からみた分類

図示した 86点のかわらけのうち、雲母の混入 しているものが 70点 (全体の 81%)も あり、そのほとんどが、微量

の粉末であるこ≧が特徴的である。つぎに白色針状物質と呼ばれる海綿骨針についても観察してみたが、これが確認

できたのは 7点 (8%)だけである。そのうち雲母の混入が認められるものが 6点、認められないのはわずか 1点である。

このように胎上の成分をもとに分類すると4大別が可能である。一番多いのは雲母粒のみ混入するもので全体の
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75%を 占め、ついで雲母も骨針もみられないも

のが 17%である。古代より筑波山麓で生産され

た須恵器などに雲母が見られる例が知られてお

り、かわらけの産地としても、この一帯が有力

であることの証明ともいえよう。

第 100表 胎土組成表
かわら1) 土師質土器 瓦質土器

骨針 あ り な し 計 あ り な し 計 あ り な し 計

雲母あり 3 11 14 3

雲母なし l 15 3 8 ll 14

計 7 6

*潰物観察 を基 作成した遺物観

他の分類との比較

浅野晴樹氏は、第Ⅵ期 (16世紀 2/4～ 4/4期 )の 土師質土器皿を埼玉の事例を用いて 2類に分けている (浅野

1986)。

1類は 「底径が小さく、やや深めで、体都が直線的に外反する。
中●加えて薄づくりなもの、―・水挽き成形で器

壁の厚いもの」、2類は 「底径が広 く、厚めのつくりで、器高の低いものJと している。各類例に挙げたなかから、

その特徴と、今回の形態分類の特徴を当てはめるなら、1類の薄づくりのなかに B類に似た要素を、器壁の厚いもの (成

形に関しては検討を要すが)で体部にやや丸みのある例が A類に、「各県とも極めて類似性が認められる。」とした 2

類が C類 と直接的に結び付けることができよう。

『宍戸城 2』 のまとめで、前島直人氏は土師質土器の皿の寸法を大
。小 2種類に分けている。口径だけ捉えると5.1

～ 7.lcmが小に、7.9～ 12 0cmを 大≧している。今回の分類では小皿が小の、中皿が大の範疇に相当すると思われる。

本遺跡のかわらけの特性

土師質土器のなかでも “かわらけ"は使い捨てのうつわとも形容され、大量に生産され、宴や儀式において大量に

消費されたのち、一括廃棄される例が多くみられ、中世期を代表する遺物である。ついで江戸時代の供膳具を材質別

にみると陶磁器と木製品がほ≧んどを占める。ことに磁器が一般に普及するようになつたことは、かわらけなど素焼

き土器の食卓における比率を激減させる大きな要因となつた。

そんななかにあつて今回の調査では、一括して投棄された例はないものの、遺物の総量の約 35%までをかわらけが

占めることは、中世的な「ハレ」の用具としての意味とは別に、
「ケ (日 常)」 の食器として使用されていたことを窺

わせる。ここに磁器の普及以前、「中世的な様相を残す」江戸時代初期の
「東国武士の生活」 (間宮 2006)の一端を

みることができる。

第 3項 土師質土器と瓦質土器

ここで取り上げる土師質土器は前項のかわらけ以外の酸化焔焼成の上器  第 101表 器種別総量表

類であり、還元焔焼成である瓦質土器と対峙して語られることが一般的で

ある。第 101表は実測されたものの器種ごとの数量を示したが、両者が相

半ばすることが分かる。

そのなかからいくつかの特徴を記してまとめとしたい。

碗・皿類は、かわらけの画一的な形状からは遠く、焼きぶれが著しい点

で、とても大量生産されたものとは思われない一群である。焼塩重は、内

面に内子の芯とした粗布の痕跡の残る手捏ね品である。おそらく堺産の初

期のものであろう。鍋や焙烙には内耳がみられ、焙烙の中には瓦質の優品

もある。SE03出土の片口鉢は完形品で、その形状から秤量用と思われる。

印花文のついた火鉢は 4点あるが、 うち 1点は雲母の多量に入つた土師

質土器である。おそらくは “奈良火鉢"を模倣して地元 (桜川市真壁町あ

器  種 土師質 瓦質 計

碗・皿類 5 l 6

焼塩壺 2 2

鍋 4 4

賠烙 3 3 6

橋鉢類 4 3 7

片口鉢 2 2

筒形鉢 1 2 3

火 鉢 3 ll

角火鉢 1

火消壺ヵ 1 1

十能 2 2

瓦灯 ヵ 1 l

計
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たりの可能性もある)で作られたもの≧思われる。十能は 2つ とも還元が不完全なため土師質に含めた。このように

本報告では本来瓦質土器をめざしたものでも、断面の観察から器肉が茶色のままなので、土師質土器と判断したもの

もあることをご承知おきいただきたい。

第 4項 陶磁器類について

組 成

陶磁器類の 7。 8割は陶器である (第 102表 )。 集計に当たっては、18・ 19世紀の磁器は除いてある。陶器については、

本書非掲載資料の分類に不分明な部分を残すため、掲載資料を基にすると、その 8割以上を頼戸・美濃産が占めている。

唐津産は約 1割である。少数の磁器は肥前系 (平戸・波佐見含む)で、中国 。景徳鎮窯系の青花は碗 1点 (1区 4号
堀 10)を見出したのみである。また、焼締陶器には産地同定が不十分なものを残すが、常滑産の甕・壺や丹波産と

思われる橋鉢、図示していないが、堺・明石系悟鉢を確認することができた。

16世紀末葉～ 17世紀前半における他の調査事例≧比べても、瀬戸・美濃産陶磁器が主体を占めることは同調 して

いる。2004年度調査では中国青花が一定量検出されているが、今回は僅少で、肥前系磁器が目立つのは、17世紀半

ば近くの遺物相が重複してくることと、何よりも出土遺構・状態に恵まれなかったことも要因の一つと考えてよいの

ではないだろうか (注 2)。     第 102表 陶磁器・土器内訳 (掲載分)
年 代

最も資料の多い瀬戸・美濃産陶

器から言えば、大部分は大窯第 4

段階 。16世紀末葉から連房式登窯

第 1段 階・17世紀 中葉 に比定 さ

れ、正 しく、秋田氏の在城期間と

一致してくる。ただ、2区 P142の

灰釉碗 (平碗か)は大窯第 3段階 。16世紀後葉以前に遡る可能性がある。2004年度調査でも同様に付高台の鉄釉丸
碗が検出されており (第 30号土坑、稲田 2006)、 出土遺構や出土状況から、これらは近世宍戸城の前身 (中世宍戸城 )

に由来するものと考えるよりも、宍戸入封に伴って持ち込まれたものと思われる。

一方、17世紀後葉以降のもの≧して、5区遺構外の情鉢 (17世紀後葉)、 3区 1号堀の片口 (17世紀末葉)、 3区遺

構外の播鉢 (18世紀中葉以降)、 1区 SE02の腰錆茶碗 (19世紀前半)、 3区遺構外の片口 (同 )、 5区 SD201の密類 (同 )

などの瀬戸・美濃産陶器や唐津産銅緑釉蛇の目碗 (1区遺構外)。 三島手大鉢 (5区 SE04)、 肥前系、瀬戸・美濃産磁器 (5

区 SD201等)があり、廃城後の遺物を見ることができる。

武家地と町人地の陶磁器類

次に、16世紀末葉～ 17世紀中葉の陶磁器類の内容を確認する。武家地内の陶器には、供膳具として美濃産丸皿・

黄頼戸折縁皿・鉄絵皿 。黄瀬戸大皿、瀬戸・美濃産丸碗 。志野丸皿 。志野菊皿・黄瀬戸鉢・徳利、喫茶具として美濃

産志野茶碗 (織部)。 総繊部折縁鉢・美濃伊賀花生の繊部製品、頼戸・美濃産天目茶碗・茶入、唐津産向付・茶壺、

調理具として瀬戸・美濃産悟鉢がある。磁器には供膳具あるいは喫茶具としての中国青花碗、肥前系染付筒形碗があ

り、焼締陶器には調理具の丹波産 ?播鉢、貯蔵具 (あるいは喫茶具 ?)の常滑産壺がある。
町人地内では、陶器に供膳具として美濃産丸皿・志野菊皿・青織部折縁鉄絵皿・青織部徳利、瀬戸・美濃産丸碗・

志野丸皿・折縁皿 。鉄絵鉢、喫茶具として美濃産沓形碗・志野向付、瀬戸・美濃産天目茶碗・白天日、唐津産向付、

調理具の瀬戸・美濃産橋鉢、神仏具の瀬戸・美濃産香炉がある。磁器には供膳具の肥前系染付筒形碗・小碗、焼締陶

器には貯蔵具の常滑産 ?大甕がある。

種別 生産地等 点数 % 重 量 % 点教 重 量

陶器

瀬戸・美濃 83 1 4760 7 84 8
大窯 t369 5

IF「世 3391 2

唐津 8 516 4

不 明 5 65 337 7

磁 器

一剛 97 2

中国・ 暑 4ミ値

焼締陶器
常 滑 66 7 751 0

丹波 ヵ 433 55

土師質土器
かわら,サ 77 5 4379 3

その他 22 5 5626 3
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ともに、出土量の差と、中国青花や一部、武家地で卓越する繊部製品を除けば、町人地においても一定量の喫茶具

が見られ、器種・用途的にはほとんど違いがない≧言つてもよいだろう。

陶磁器類以外の什器

では、陶磁器類以外に視点を移 してみよう。武家地では、土器に供膳具の皿
。焼塩重、調理具の悟鉢・鍋・焙烙、

住用具の十能・火鉢が、木製品に供膳具の漆器碗、貯蔵具の合子 ?、 石製品に調理具の捏鉢・石日が見られる。町人

地では、土器に供膳具の皿、調理具の悟鉢・焙烙・片口・片口鉢、住用具の火鉢・深鉢、神仏具の香炉、灯火具の瓦

灯 ?、 木製品に貯蔵具の曲物・桶 ?がある。武家地における焼塩壺や漆器碗の存在を指摘したとしても、これらも陶

磁器同様、相互に大きな差を見出せる状況ではない。

また、陶磁器類とそれ以外の什器の用途を比較してみる。陶磁器類は碗
。皿・鉢類の供膳具と喫茶具を中心として

調理具の悟鉢、貯蔵具の重が加わる。土器は供膳具の皿と調理鉢
。鍋類の調理具、十能・火鉢の住用具、木製品は供

膳具の漆器碗と貯蔵具の曲物・桶、石製品は調理具の捏鉢・石臼となる。つまり、用途別に什器の材質が選択されて

いることが理解できる。供膳具は土器・陶磁器と漆器、喫茶具は陶磁器、調理具は陶器橋鉢と土器・石製品、貯蔵具

は焼締陶器と木製桶、住用具は土器、と言つた具合であるうか。

以上、今回の調査成果から、宍戸城下の武家地≧町人地の陶磁器類を見てきたが、その他の土器や木製・石製の什

器も合わせて、用途別に見られる種別・器種の構成はほとんど同じであつた。江戸初期という時代性を表しているの

であろう。厳密には、遺構種別や埋没事情ごとの分析や単位面積当たりの量比等を考慮す
べきであろうが、今回の出

土状況はそれを行うほど恵まれていない。また、本節第 1項で見たように、かわらけは町人地に比
べて武家地におい

て高率であつたり、町人地では瓦質土器の比率が高くなるといつた種別組成の違いがあった。ただ、材質 (種別)と

用途が相関していることからすると、廃棄の事情の違いが反映しているのか、検出されなかつた材質のもの (例えば

金属製品など)で補完されているのか、ということが想像される。

あくまでも、こうした分析の対象は、当時の人々が何らかの事情で廃棄・遺棄していつたものを姑象としているの

であり、おのずと限界はある。宍戸の地を去った秋田家臣団が移つた先、陸奥・三春城下では今回見られたものと同

種の美濃桃山陶が出土しているという (平田 2003)。 引越しに際して荷造りされた、日常使い慣れたものやお気に入

りの什器類も多かったのではないだろうか。

注

1 これまでの本遺跡の調査において、古墳時代前期の土器と古代の須恵器が報告されており (宮田 2009)、 西方に

所在する新善光寺跡における縄文時代中期、古墳時代前期の集落・墓域 (稲田 2006)と の関連が考慮される。

2 2004年度調査 (稲田 2006)に おける中国青花の出土は、廃棄土坑とされる第 29号土坑に集中している (32点 )。

出土遺物も瀬戸・美濃産陶器では大窯第 4段階末 。17世紀初頭を中心≧して、悟鉢と鉄釉耳付水注の登窯第 1小期・

17世紀前葉を新相≧するようである。
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第 103表 出土遺物集計表 (1

土器小三・火鉢、瀬戸美濃橋

鉢、唐津皿、土製丸玉、石製

美濃碗・志野丸皿・鉄絵
皿・志野織部向付、モモ核

瓦質火鉢、唐津向付、美濃黄

土器十能・情鉢、瓦質火消

土器鍋、瀬戸美濃緑釉碗・茶

入、肥前染付碗、匡鉢、砥石

土器鍋、瀬戸美濃信鉢

瀬戸美濃悟鉢・染付

土器鍋、瀬戸美濃天目・徳利

土器焙烙・鍋、瀬戸美濃播

瓦質鉢、瀬戸美濃悟鉢・皿

土器鍋、瓦質鉢、瀬戸美濃悟
鉢・緑釉皿
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第 104表 出土遺物集計表 (2)

地 区

遺

構

名

土師質

土器

瓦

質

土

器

陶

器

磁 器

焼

締

陶

器

瓦

土

製

品

石
製

品

金

属

関

連

そ

の
他

主要遺物か

わ

ら

け

そ

の
他

Ｗ
世

紀

‐８

世

紀

以

降

12 (

1 瓦質橋鉢

3号堀
21 7 1

土器大皿・鍋、瓦質焙烙・火

鉢、瀬戸美濃産穏鉢・菊皿・

折縁皿、肥前系染付、丹波 ?

信鉢、須恵器系甕・捏鉢

560 8 1080 7 779 4 185 7

4号堀
1

弥生

土器 1

土器片口鉢・火鉢・皿、瓦質

火鉢、源戸美濃信鉢 。大鉢・

志野丸皿・鉄絵皿・天日、唐

津茶と、青花碗、常滑三、焼

締捏鉢

610 〔 829 C

一 括
7 1

鉄製

品3

弥生

土器 1

土器鍋・培烙・火鉢・焼塩

壷、瓦質火鉢、瀬戸美濃志野

丸皿・天目・鉄絵皿・悟鉢・

徳利、唐津皿、肥前染付碗、

瀬戸美濃染付碗、砥石、鉄

釘、鉄火箸

821 0 1386 6 1032 E 765 3 397 87 1

′区

SB01
1 1 鉄津 1

種実

遺体 1

土器火鉢・播鉢、瓦質皿、瀬

戸美濃天日・碗、加工円盤、

砥石、ヒメグル ミ核

402 C 124 8 5′

SB02

S303
還元かわらけ、瀬戸美濃志野

菊皿
3 7

SB04 須恵器系甕
86 1

SA10
6〔

SAll
1

土器焙烙

SA12
1 2

美濃伊賀花生、還元かわらけ、

土器焙烙、瀬戸美濃志野皿、

焼締播鉢

135 (

SA13
1 1

瀬戸美濃橘鉢、火打石

1

25 S

土器火鉢、瓦質碗、石臼

398 ラ

SE06
313

I 十器銘・倍 14、 瀬戸美濃志野皿

166 1

SE17 瓦質火鉢
87

SX01
1

弥生

■器 1 瀬戸美濃悟鉢・皿

93 1 102 イ 16 〔

SKl15
35 〔

SKl19 瀬戸美濃悟鉢
35 1

SK139

SK143

SK652
4 1 土器碗、瀬戸美濃黄瀬戸大

EIL・ 志野小皿・染付碗
133 3 90 0

2号堀
4 鉄津 1 土器鍋、瓦質火鉢・播鉢、瀬

戸美濃志野菊皿・碗

189 9 192 4

土器悟鉢、瓦質火鉢、羽口

200 3 108(
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第 105表 出土遺物集計表 (3)

地 区

遺

構

名

土師質

土器

瓦
質

土

器

陶

器

磁 器

焼

締

陶

器

瓦

土

製

品

石
製

品

金

属

関

連

そ

の
他

主要遺物
か
わ

ら

け

そ

の
他

Ｗ
世

紀

‐８
世

紀

以

降

2区

22 〔

2 I

19 9

P022 3 鶴 省 1
土器嬉鉢・鍋、一銭銅貨

37

土器 鍋
47 62 9

1

土器鍋

23 197
1

p061 金 属

P062

P064 1

還 元かわ らけ、瓦質火 鉢35

P072 2

27 5

P030
3

11

2 1 1

16[

192 5

2(

2 〕

土器鋼、堺 。明石系 ?信鉢142

P109
2 縄 文

土器 1

5

1

瀬戸美濃志野皿

165

P127 1

土器焙烙172 22 9
2

土器焙烙175 6

15 4

1

土器鍋、瀬戸美濃天 目55

4

97 513
1

瀬戸美濃碗
24 21

1

09

1

22 5

1 1

瓦質火鉢、瀬戸美濃鉄絵皿228 7

P202 1 2
瀬戸美濃志野皿7

4721

P711
1

63
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第 106表 出土遺物集計表 (4)

地 区

還

構

名

土師質

土器

瓦

質

土

器

陶

器

磁 器

焼

締

陶

器

瓦

土

製

品

石
製

品

金

属

関

連

そ

の
他

主要遺物か

わ

ら

け

そ

の
他

‐７
世

紀

‐８

世

紀

以

降

2区
1

土人形
282

SD251
2 3

744

一 括
2 l

土器橿鉢・焼塩壺、瀬戸美濃

播鉢・天 目・志野丸皿・染付

碗、加工円盤

234 ] 519 1 167 206 2 315 37 1 77 1 2

3区 SA02
1 1 瀬戸美濃染付碗
13 9 21 6

7 1 1 1 I
瓦質片口鉢、瀬戸美濃志野丸

皿、焼締播鉢

356 7 1106 彎 121 1 163

SK301
| 3 土器火鉢

37 2173 5 17 1

1号堀

4 I

瀬戸美濃志野菊皿・折縁皿

片口 ,染付碗

160 2 29

一括
4 13 2 5 1 銭貨 2

土器火鉢、瀬戸美濃播鉢・志

野丸皿・黄瀬戸鉢・ 自磁皿・

染付碗、肥前染付碗、常滑

養、板弾、北宋銭

207 3 361 2 67 3 209 0 341 5 370 5 63

4区 SBll 美濃志野向付

1 1 1 瀬戸美濃皿

7

SE20 瓦質片口鉢
109 4

SE21
7 1 1 2 I 1

瓦質火鉢、土瓶、肥前染付

碗、常滑甕 (漆継 ぎ、SD201

と同一か )
672 221 52 2 167 8 352 2

金属

製品 1

611

一括
1 8 1 2

瓦質播鉢、瀬戸美濃信鉢・ 黄

瀬戸大皿、肥前染付香炉、自

磁皿

249 5 156 4 215 乏 42 5

5区
11 2 1 2 瓦質火鉢、瀬戸美浚香炉、常

滑甕、堺・明石系信鉢

431 384 0

SA06
1 新治須恵器イ蓋

16 6 15 1

9 2 1

土器鍋・火鉢・碗、瓦質火

鉢・鉢・瓦灯、源戸美濃天

目・鉢・皿、唐津鉢、常滑甕

422 2 422 0 1691 7 315 ] 2228 5

2
窯道

具 1 瓦質火鉢、匠鉢

223 8 761 2

SK411
1 5 土器火鉢

209 313 3

SK412
1 2 2 1

瓦質火鉢、瀬戸美濃折縁皿

鉄絵皿、焼締捏鉢

8 921 165 0 575

2 6 4 4 銭貨4

土器焙烙・火鉢・悟鉢・香

炉・瓦質火鉢・悟鉢、瀬戸美

濃天 目 '自 天 目・ 志野丸皿・

菊皿・折縁皿・沓形碗 。青織

部徳利・染付碗・蕎麦猪 日、

肥前染付碗、常滑甕 (漆継

ぎ、SE21と 同一か)、 北宋

銭、南宋銭、明銭

743 5 4778 4 3001 4 1243 6 153 3 H40 403 4

SD203
3

459
1

186
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第 107表 出土遺物集計表 (5)

地 区

遺

構

名

難器 瓦

質

土

器

陶

器

磁 器

焼

締

陶

器

瓦

土

製

品

石

製

品

金

属

関

連

そ

他

主要遺物
か

わ

ら

け

そ

の
他

‐７
世

紀

‐８
世

紀

以

降

5区

―括
8 15 8 1

金属

製品 1
銭貨 1

土器火鉢、瓦質片 口鉢、瀬戸

美濃天 目・大鉢・碗、肥前染
付碗、須恵器系捏鉢、鉄砲

弾、北宋銭
614 523 1 279 8 127 9 58 8 186 1 119 18

不 明 瓦質火鉢、瀬戸美濃括鉢
1176 8 905

*上段 :数量、下段 :重量。 「数量J基本的に接合後破片数。 「重量」単位 :g

第 108表 木製品観察表 (1)

地 区 遺棒名

付属遺

構・取上

げ

旧遺構名

分

析

阻
種別 形態 長 さ 幅 サ早さ 材質 特徴

1乏⊆ P684 3 柱材 角材 く346〉 11 マ ツ

1区 SA07 P652 I 柱材 丸太材 く480〉 b128 コナラ 下端一面のみ鈍切 り

1区 P753 柱材 角材 く422〉 マ ツ

1区 SA07 P660 2 柱材 角れオ 〈515〉 マ ツ

1匝こ SE08 No 2 杭 く407) 下端銘乱切 り

と区 SK653 4 部材ヵ 丸太 〈532〉 0144 マ ン 二次被熱・焦げ

[区 P604 SK604 部材 丸太材 〈240〉 010( 四角形 (56× 38× 18alla)の磨穴

1区 P652 丸太 (254〉 裏材 ヵ

1区 P652 No l 丸太 (252〉

1区 P652 No 2 枝 〈228〉 部材か否か不明

1透こ P663 柱材 角材 (210〉 丸大を角材に転用

1優こ 柱材 ヵ 〈127〉 φ102

1鬱こ 柱材 九材 〈260〉 ゅ155 下端徒で2面取 り

[匝こ P686 丸太 く162〉 ゅ89

1区 杭 6110 下端のみ二次被熱・焦げ

1区 P731 枝 計測不能

1[至 P754 No l 抗 カ く218) 使用痕な し

1区 P754 No 2 抗 く265〉 ゆ10〔 下端鈍で乱切 り

1区 P758 柱材 丸材 〈510〉 o205 下端鈍で乱切 り

〔匪こ P758 No 2 部材 梁材 ヵ 〈272〉
一面に四角形 (70× 42m n)の 穿子と、さらに斜めに角釘 (2
寸)が打ち込まれる

1区 P795 枝 〈460〉 使用痕な し

1区 3号堀 No 4 漆器 椀 日径 (160)器 高く375〉 ケヤキ 実瀕1図 3号堀 17

l EE 3号堀 部材 丸太杭 〈430〉 ゅ132 途中に幅130m nの 鈍による切り込みあり、先端覚で乱切り

1区 4号堀 木屑 (100〉 ゅ28?

1区 遺特外 No l 杭 〈700〉 ゅ114 マ ン 下端徒切り、二次被熱・焦げ

2区 SB01 柱材 角材 下端は斜めに切られる

2区 SB01 5 柱材 角材 く565〉 ク リ

2医 SB01 部材 丸太杭 ゆ4t 下端覚で乱切 り

2医 SB02 Pl 柱材 角材
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第 109表 木製品観察表 (2)

地 区 遺構名

付属遺
構・取上
げ
旧遺構名

分
析
吐
種別 形 態 長 さ 幅 厚 さ 材 質 特徴

2区 SB02 6 柱材 角材 〈570〉 ク リ 台飽仕上げ

2区 S302 柱材 角材 〈305〉 11( ク リ

2区 SB02 8 柱材 角材 〈835〉 ク リ

2区 SB03 Pl 9 柱材 角材 く293) マ ツ

2区 SB03 SK74 部材 丸太杭 o145 下端鈍で大きく4面切 り

2区 S303 SB03 P4 柱材 角材 〈113〉

2区 SB04 柱材 不明 く215〉 計測不能

2区 SA12 SKl17 柱材 丸材 く396〉 φ150

2区 SA13 P158 柱材 角材 〈260〉 160- 160- マ ツ

2区 SA13 P159 柱材 丸材 (155〉 根元のみ

2区 SA14 Pl P161 17 柱材 角材 〈520〉 マ ツ

2区 SE05 No l 丸太 (258〉 計測不能

2区 SE16 部材 貫板 く215〉 他に枝・真竹など

2区 No l 丸太 く1500〉 φ100

2区 No 2 容器 芸
エ

外径 (150)内 径 (142)
器高 (10〉

モクセイ 合子蓋か。実測図SX1 2

2区 No 2-2 部材 半角材 く1340〉 丸太の片面のみ面取 り、飽かけ

2区 No 3-1 丸太 マ ツ

2区 No 3-2 部材 半角材 〈418〉 九太の片面のみ面取 り、鈍かけ

2区 No 4 部材 半角材 マ ン
両端切断、丸太を4分割し面取り、飽かけ。他に同一規格品
2個体

2区 No 5 11 都材 丸太杭 158( マ ツ 片面一部鈍で面取り、先端3面鈍切り

2区 No 6 部材 丸太杭 下端鈍で乱切 り

2区 No 7 丸太

2区 No 8 部材 丸太杭 ゆ10' マ ツ 片面一部鈍で面取り、下端徒で4面切り

2区 No 9 杭 ヵ く1370 サクラ 片面一部飽で面取 り

2区 No 10 丸太 く1110 φ105

2区 No ll 丸太 く470〉 ? 計測不能

2区 No 12 部材 丸太杭 〈1560〉 ゅ50 下端徒で2面切 り

2区 No 13 都材 丸太杭 (1275〉 ゅ55 下端銘で面切 り

2区 No l逍 奮昼ルオ 貫板 〈590〉 全面鈍がけ

2区 No 15 部材 丸太杭 く1340〉 先端鈍で面切 り

2区 No 16 杭 ヵ く755〉 片面一部鈍で面取 り

2区 No 17 部材 丸太杭 く345〉 下端覚で5面切 り

2区 No 19 部材 丸太杭 く1140〉 片面一部飽で面取 り、先端鈍で1面切 り

2区 No 21 都材 丸太杭 〈745〉 先端徒で2面切 り

2区 No 22 杭 ヵ 〈700〉 加工痕な し

2区 No 23 部材 丸太杭 〈1120〉 下端銘で2面切 り

2区 No 24 部材 丸太杭 先端鈍で面切 り

2区 SXl No 25 部 材 半角材 完存、丸太の片面のみ面取り
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第 110表 木製品観察表 (3)

地 区 遺構名

付属遺
構・取上
げ
旧遺構名

分
析

瞳

種別 形 態 長 さ 幅 厚 さ 材質 特徴

2区 No 26 13 部材 半角材 マ ツ 丸太の両面を台飽で面取 り

2区 No 26-2 部材 丸太杭 く955〉 先端覚 で2面切 り

2区 No 27 部材 貫板 〈532〉 4 全面飽がけ

2区 P017 SK17 丸太 く475〉 o138 マ ツ

2区 P022 SK22 丸太 く447〉 o130

2区 SK34 丸太 く415〉

2透こ P037 柱材 角材 〈308〉

2優こ P042 SK42 丸太 〈470〉 ゅ15〔 下端鈍で乱切 り

2涯こ SK91 桂材 九材 く310〉

2優こ P095 SK94 部材 丸太杭 (273〉 下端覚 で大 きく5面切 り

2区 P127 SK127 杭 〈280〉 計測不能

2区 2号堀 No l 枝 ヵ く444〉 ゅ52

2区 2号堀 No 2 部材 角材 〈556〉 φ ll逼 全面飽 がけ して、9面体を呈す

2区 2号堀 No 3 部材 丸太杭 く250〉 o170 先端徒 で乱切 り

2区 2号堀 No 4 7 部材 角材 く790〉 マ ツ
表面は手斧仕上げ。2角 を面取り、横断面六角形となる。両
面に人角形と長方形の磨穴穿孔、下端に幸」り込みあり

3区 P829 く700〉 丸太を分割 し、鈍がけ

5区 SE04 SK403 部材 板材 344 240 2 マ ツ 楕円形を呈し、節穴がある 用途不明

5区 No 13 SK403 根 計測不能

5区 No 18 SK403 桶 ヵ 底板 カ 〈275〉 〈95) ヨ周を飽 で仕上げ

5区 SE04 No 36 SK403 曲物 底板 アスナロ 驀測図SE04 17

5区 No 9-2 SK403 部材 板材 〈600〉 箱の側板 ヵ 他に同一個体あ り

5E【 最深部 SK403 部材 板材 〈335〉 同一佃体多数

5区 SE04 中層 SK403 部材 障子の桟 ヵ 〈248〉 11 1面 とも丁寧な面取り

5医 SD201 No 40 部材 丸太杭 〈477〉 下端銘で 5面切 り

5区 SD201 No 43 枝 ヵ く320〉

5区 SD201 No 45 部材 九太杭 く310〉 下端鈍 で乱切 り

5[こ P402 柱材 丸材 く97〉 φ l17 下端平坦

5区 P409 丸 太 〈452〉 φ160
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2 3・ 4号堀セクション SW→ 3 3号堀東セクション E⇒

4 4号堀南端セクション N→
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l SB01全景 E→

2 SB01掘方全景 E→
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l  SB01

3 SB01掘方西側セクション S→

P03セ クシ ョン  W―→

4 SB01掘方東側セクシ ョン S→
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5 SB02全景 S⇒
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4 SB02 P01角材柱検出状況 S→
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＼
S―→

全景5 SB03全景 N→
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l  SB03 Plセ クション 2  SB03 P5セ クシ ョン  N―→

3 SB04全景 N→

5  SB04 P2セ クシ ョレ/  N一→
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l SE01全景 W→

2 SE01セ クション W→ 3 SE01掘方セクション W→

4 SE06全景 S→
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SXl全景 W→
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SXl柵検出状況 W一→2 SXlセ クショし/ E→

SXl遺物出土状況 N→
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l SK100検出状況 W→

3 SD001全景 N→ 4 SD001セ クション S→

∵“碇が一

5 SX2・ SA18全景 N→
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l SX2セ クショじ/ N→

5 2号堀南端セクシ ョン N→

2 SD251全景 S→
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l SE16全景 S→

2 SE16セ クション S→ SE17全景 S→

4 SE18全景 N→ SE17
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3区空撮全景

2 8区南側全景 E→
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1 1号堀北側全景 S→ 2 1号堀南側全景 S→

(上から

(上から )SB06・ 05全景
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4区

1 4区全景 E→

2 SA03全景 W→ 3 SE19全景 S→

5 SE21全景 S→
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1 5区北側全景 E→

2 5区南側全景 E→
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SB07・ SA05。 SA06石送髪煮 W一→
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SA04全景 E→
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5区

2 SE14全景 W→

SE15全景 4 SK411全景 S→

5 SD201全景 S→ 6 SD201渡場近景 S→

7 SD201全景 N→ 8 SD201遺物出土状況 N→
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1～ 5区

1 調査区現況 (2区)W→ 2 安全対策

3 重機掘削状況

5 作業風景 6 遺構掘 り下げ状況

7 水中ポンプ使用状況 8 現地説明会
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1～ 5区

1 実測状況

守
~・

3 終了確認状況 4 埋め戻し完了状況

豪〔一　・　船“， 一

手一一　　．盛一

5 発掘調査参加者
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SA08出 土遺物 SE02出 土遺物

I IHIL上〈

SE09出 土遺物

SD101出土遺物

SD252出 土遺物

SE07出 土遺物 SE08出土遺物 SE10出土遺物

SD102出 土遺物

SD250出 土遺物

SK650出 土遺物
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P672出土遺物
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1区

3号堀出土遺物

P796出土遺物

1

12

P513出 土遺物 P669出 土遺物

P692出 土遺物
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SB03出土遺物

1

SA13出土遺物

SA14出土遺物
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区９留

SK652出 土遺物SE16出 土遺物 SXl出土遺物

可Ц電口|「呵口IFτ       
¬

2号功 ,

レ電
'吼

P022出土遺物

SD001出土遺物

HE ョ
P046出土遺物    P072出 土遺物

P155出土遺物

Hl
P212出土遺物

'4

P082出 土遺物  P085出 土遺物

〈(lIIIIIIIIII11
P109出土遺物  P127出 土遺物  P141出土遺物  P142出土遺物

SKl15出 土遺物

SD001出土遺物

P046出土遺物 P072出土遺物

卓

P201出 土遺物

P779出土遺物 SD251出 土遺物
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2区・3区

3区

SA02出土遺物

七
2

3区遺構外出土遺物

0■

SE03出土遺物

SK301出土遺物

9  410 OQ3



SE20出 土遺物

4区・5区

7出土遺物

Q

第
３‐
図
版4区

SBll出土遺物
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SB07出土遺物

P81

SA06出土遺物

45‐ 6

IIIIIIIIIIIIIIⅢⅢL8

SE21出土遺物
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5区

SK412出 土遺物SE15出土遺物

SK411出 土遺物
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遺構外出土遺物
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l区・2区

1区出土木製品

SB08 P3柱根
(分析 3)

2区出土木製品

SB01 P3柱根
(分析 5)

SA07 P2柱根
(分析 1)

SA07 P3柱根
(分析 14)

SA07 P5柱根
(分析 2)

SK653丸太
(分析 4)

SB03 Pl柱根
(分析 9)

SB02 P2柱根
(分析 6)

SB02 P9柱根
(分析 15)

SB02 Pll柱根
(分析 8)
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2区出土木製品

SA13 P4 たとんR
(分析 16)

SA14 Pl た主布R

(分析 17)

SX01 No.4 菩下ルオ SX01 No.26 吉|ルオ

(分析 10)   (分 析 13)

5区出土木製品

2号堀 No.4部材
(分析 7)

SE04 吉焉んオ
(分析 18)

SX01 No.5

(分析 11)
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